
    
      
        
      
    

  












〈読どく者しゃのみんなへ〉

お話はなしのなかに「＊」が付ついているところには、説せつ明めいがあります。このマーク「＊」を選えらんで、説せつ明めいを読よんでください。





〈保護者のみなさまへ〉


本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。












































プロローグ　アオイとシュウの「約やく束そく」






「……どうすれば、＆アンドＳエスの解かい散さんを止とめられる？」

　奏そう太たは、真しん剣けんな目めでシュウを見み上あげた。

「それはサツキ次し第だいだな」

　見み下おろすシュウの表ひょう情じょうは、深ふかい怒いかりをまとい、つめたく凍こおりついている。

「サツキは……なんて言いってるの？」

「……アオイと、奏そう太たと仲なか直なおりして、三人にんでまた一いっ緒しょにやろう、って……そればかりだ。でも、僕ぼくはそんなことぜったいに許ゆるさない。かといってサツキも折おれない……だから、解かい散さんする」

　ナイフのようにするどい視し線せん。

　奏そう太たは一いっ瞬しゅんひるんだが、ぐっとこぶしをにぎり、その目めを見み返かえす。

　一ひと筋すじ縄なわではいかない相あい手てだということは、よくわかっている。

　五歳さいという年ねん齢れい差さをぬきにしても、シュウに勝かてると思おもったことは、一いち度どもない。

　でも──。

「サツキは、そんなの望のぞんでない」

　決けつ意いにみちた目めで、奏そう太たは言いった。

（俺おれは、もうだれも傷きずつけたくないんだ……！）

　視し線せんに力ちからをこめてうったえかける奏そう太たを、シュウはひややかに見み返かえす。

「……おまえのせいでこうなってるって、わかって言いってるのか？」

「わかってる！　だから、俺おれにできることがあれば、なんでもする……お願ねがいだから、考かんがえ直なおしてほしい……！」

　必ひっ死しに食くい下さがる奏そう太た。

　シュウはしばらくして、ちいさく息いきをついた。




「そこまで言いうなら、チャンスをやるよ」




　不ふ敵てきに持もち上あげられた口くちのはし。

　ためすような表ひょう情じょうに、奏そう太たは身みがまえる。

「今いまのおまえが、過か去このおまえとはちがうってことを、証しょう明めいしてみろ」

　過か去こ、と言いわれて、奏そう太たの顔かおが引ひきつった。

「証しょう明めいって……どうやって……？」

「新しん曲きょく七曲きょくを、一か月げつでつくってこい」

「七曲きょくを、一か月げつで!?」

　奏そう太たの表ひょう情じょうがサッとくもった。

　シュウはかまわず、淡たん々たんと言こと葉ばをつづける。

「これから、＆アンドＳエスはアルバムの曲きょく選せん考こうがはじまるんだ。本ほん格かく的てきな選せん考こう会かいは一か月げつ後ご。そこに提てい出しゅつするのにふさわしい曲きょくを、七曲きょく用よう意いしてみろ。ロック、ポップス、バラード、テクノ、ジャズ、Ｒアール＆アンドＢビー、ラテン。各かくジャンル一曲きょくずつだ」

　奏そう太たのこめかみを一ひと筋すじの汗あせがつたう。

　一曲きょくつくるだけでも、簡かん単たんなことではない。

　それを七曲きょく、それもジャンルちがいの曲きょくをつくるとなると、とてつもない時じ間かんとエネルギーが必ひつ要ようになる。

　それは、おなじ作さっ曲きょく師しのシュウもわかっているはずだ。

　……わかっていながら、言いっているのだろう。

「曲きょくをレコード会がい社しゃのお偉えら方がたに聴きいてもらって、採さい用ようされればおまえをみとめるよ。そのときは、三人にんで一いっ緒しょに曲きょくをつくることになるから、サツキも納なっ得とくするだろう。＆アンドＳエスは解かい散さんしないし、なんなら＆アンドＳエスに入いれてやってもいい。……どうだ？　シンプルでいいだろ？」

　シュウの言こと葉ばに、奏そう太たはうつむき考かんがえこむ。

（本ほん当とうに、俺おれにできるのか……？）

　＆アンドＳエスの解かい散さんを止とめるには、条じょう件けんをのむしかない。

　でも、もし、曲きょくが採さい用ようされなかったら？

　そもそも、七曲きょくもつくれなかったら……？

　──俺おれは、ＳＳＳトリプルエスにつづき、＆アンドＳエスをも壊こわしてしまうことになるんだ！

　のしかかってくる重じゅう圧あつに、ギリッと奥おく歯ばをかみしめた、そのとき。

　頭あたまにうかんだのは、ひとりの少しょう女じょの姿すがただった。

　──わたしは……冴さえ木きくんがいちばん輝かがやける場ば所しょで、音おん楽がくをつくってほしいんだ。

　今いまにも泣なきだしそうな顔かおが、はっきりとよみがえる。

　自じ分ぶんのせいで、不ふ安あんにさせてしまった。

　これまでも迷めい惑わくをかけてばかりだった……。

（もう二に度どと、あんな顔かおさせるわけにはいかない。今いまの俺おれにしかつくれない曲きょくをつくって、過か去こに決けっ着ちゃくをつける！）

　奏そう太たは気き持もちをかため、うなずいた。

「わかった。一か月げつ後ごだ」

　その言こと葉ばを聞きいた瞬しゅん間かん。シュウの表ひょう情じょうが、スゥッとつめたさを増ます。

「……そうか。おまえは、また仲なか間まを裏うら切ぎるんだな」

「ちがう！　俺おれはソライロのみんなを裏うら切ぎったりしない！」

　顔かおをゆがませてさけぶ奏そう太た。

　しかし、シュウは眉まゆひとつうごかさないまま、奏そう太たの肩かたに、そっと手てをのせた。

「予よ言げんしようか。おまえはぜったいに七曲きょくをつくれない。そして、またグループを壊こわすんだ。＆アンドＳエスも──ソライロもね」

　ささやくような低ひくい声こえ。

　つめたい瞳ひとみにうつる奏そう太たの表ひょう情じょうは、不ふ安あんにゆれていた。








１　サイン帳ちょうブーム到とう来らい!?






「一いち歌かちゃん、サイン帳ちょう書かいて！」

　顔かおをあげると、わたしの机つくえの前まえに、友ともだちの川かわ田だリリアちゃんが立たっていた。

　リリアちゃんは、おしゃれな表ひょう紙しのサイン帳ちょうを手てに、にこりと笑わらう。

「卒そつ業ぎょう記き念ねんに、みんなにメッセージ書かいてもらってるんだ。一いち歌かちゃんもおねがい！」

「あ、うん！」

　わたしはすぐにうなずいた。

　すると、リリアちゃんが金かな具ぐのリングをひらいて、中なか紙がみを一枚まいわたしてくれる。




　三学がっ期きになって、六年ねん生せいの女じょ子しの間あいだでは「サイン帳ちょう」ブームが到とう来らい中ちゅうなんだ。

　卒そつ業ぎょうにむけたよせがきの、ノートバージョンみたいな感かんじかな。

　サイン帳ちょうをたのまれた子こは、無む地じのページを一枚まいつかって、持もち主ぬしの子こにメッセージを書かくの。

　書かき方かたは自じ由ゆうで、カラフルなペンで模も様ようを入いれる子こもいれば、好すきなキャラクターのイラストを描かいたり、シールをビッシリと貼はる子こもいたり。それぞれの個こ性せいが出でて、すっごく面おも白しろいんだ。

「よかったらリリアちゃんも、わたしの書かいてくれる？」

　言いいながら、わたしもサイン帳ちょうをとりだす。

　うさぎのキャラクターが描かかれた、お気きに入いりのやつ。

「いいよ。今日きょう中じゅうに書かいとくね」

「ほんとに？　ありがとう！」

　うれしくなって、自し然ぜんと笑えみがこぼれる。

　リリアちゃんって、すっごくおしゃれでセンスがいいの。

　修しゅう学がく旅りょ行こうの調しらべ学がく習しゅうの発はっ表ぴょうのときも、まるで雑ざっ誌しみたいな、素す敵てきなスライドをつくってくれたんだ。

（どんなふうに書かいてくれるのかな。楽たのしみだなぁ）

　なんて思おもいながら、ニヤニヤしてたら。

　リリアちゃんがなにげなく、わたしのサイン帳ちょうをペラッとめくった。

「ふーん。冴さえ木きには、まだ書かいてもらってないんだ」

「へっ？」

　ドッキーン！　と、とびあがる体からだ。

　あわてて教きょう室しつのうしろを見みると──冴さえ木きくんは、自じ分ぶんの席せきで集しゅう中ちゅうしてノートにむかってる。

（よかった〜！　今いまの話はなし、聞きかれてなくて！）

　ひとまず、ホッと胸むねをなで下おろす。
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　冴さえ木きくんは、女じょ子しから超ちょう人にん気きのイケメン男だん子し。

　クールだけどやさしくて。勉べん強きょうも、スポーツもできて。

　そして……音おん楽がく創そう作さくサークル「ソライロ」の、代だい表ひょう兼けん作さっ曲きょく師しでもある。

　ネット上じょうのハンドルネームは、アオイさん。

　アオイさんの曲きょくと出で会あって、わたしの人じん生せいは変かわったんだ。

　ソライロの絵え師しになって、歌うたい手てのコウスケ先せん輩ぱい、動どう画が師しのりーちゃん、そしてアオイさんの四人にんで音おん楽がく動どう画がをつくる──「動どう画が投とう稿こう」の楽たのしさを知しったの！

　はじめて夢む中ちゅうになれることに出で会あえて。

　──はじめて、恋こいをした。

　そう。わたしは、アオイさん──つまり、冴さえ木きくんのことが…………。

「ちなみに、アタシはもう書かいてもらったよ」

　さらりと言いったリリアちゃんに、「えっ？」と聞きき返かえす。

「ほ、ほんと？　冴さえ木きくんに……？」

「うん。ほら」

　リリアちゃんが自じ分ぶんのサイン帳ちょうをめくる。

　すると、いかにも女じょ子したちが書かいたっぽいカラフルなページのなかに、ぽつんと、白しろ地じが目め立だつページが。




『川かわ田だへ　一年ねん間かんありがとう。　冴さえ木き』




　一行ぎょう、文も字じだけ。

　いかにも冴さえ木きくんらしいシンプルさに、胸むねがキュンとときめく。

「うらやましい？」

「えっ……そ、それは……」

「でも残ざん念ねん。これはアタシへのメッセージだからね。一いち歌かちゃんにはあげられない」

　ニッといたずらっぽい笑えみをうかべるリリアちゃん。

　わたしは顔かおを赤あかくして下したをむく。

（そりゃあ……うらやましいにきまってるよ……）

　最さい近きんの六年ねん女じょ子しの話わ題だいは、好すきな男だん子しにどうやってサイン帳ちょうをたのむかでもちきり。

　冴さえ木きくんのことを好すきな子こは多おおいけど、彼かれはクールで近ちか寄よりがたい雰ふん囲い気きがあるから、みんな「たのみにくいね〜」って頭あたまをなやませてるの。

　それにくわえて、冴さえ木きくんはこのところ、すごくいそがしそうで。

　ああしてひとりでノートにむかってるかと思おもえば、ふらりと教きょう室しつを出でて行いったまま、休やすみ時じ間かん中ちゅうずっともどらないことも多おおい。

　原げん因いんは……たぶん、あのことだと思おもうけど……。

（サイン帳ちょうは書かいてほしいけど、いそがしいなら邪じゃ魔ましたくないし、こまらせたくないし……もしたのんでも、断ことわられたらって思おもうと……！）

　ごちゃごちゃ考かんがえこんでいると。

「──この世よにはね、勇ゆう気きを出ださなきゃ、ぜったいに手てに入いれられないモンがあるのよ」

　ふいに、リリアちゃんがぽつりと言いった。

　おどろいて顔かおをあげると、リリアちゃんはまっすぐな瞳ひとみでわたしを見みる。

「一いち歌かちゃんがモタモタしてたって、遠えん慮りょなんかしないよ。アタシはもちろん、バレンタインも冴さえ木きに本ほん命めいチョコわたすつもりだから」

　ドキリと息いきをのむ。

　そういえば、来らい月げつにはバレンタインがあるんだ。

　好すきな人ひとにプレゼントをわたして、想おもいをつたえる日ひ……。

（サイン帳ちょうもたのめないのに、バレンタインなんて……ぜったいムリだぁ〜）

　リリアちゃんはいつでも、正せい々せい堂どう々どう、直ちょっ球きゅう勝しょう負ぶ。

　それにくらべて、わたしは……。

　しゅんと肩かたを落おとしていると、うしろから「なにしてんのー？」と明あかるい声こえが聞きこえた。

「おっ、リリアのサイン帳ちょう？」

　親しん友ゆうのユキちゃんが、ひょこっと顔かおをだす。

「そ。一いち歌かちゃんに書かいてってたのんでたの」

「へ〜！　じゃ〜あたしも書かく！」

「えぇ〜、ユキ、マジメに書かけんの？　ふざけてテキトーに書かいたら承しょう知ちしないからね？」

「わかってるって！」

　ワイワイ言いい合あうふたりのやりとりを横よこ目めに、わたしは自じ分ぶんのサイン帳ちょうに視し線せんを落おとす。

（勇ゆう気きを出ださなきゃ、ぜったいに手てに入いれられないもの、かぁ……）

　ハァとため息いきがもれる。

　卒そつ業ぎょうまでに、なんとか書かいてもらうチャンスがあればいいけど……。




　つぎの授じゅ業ぎょうは、図ず工こう。

　ユキちゃんと話はなしながら、教きょう室しつを移い動どうする。

「そういえば、来らい週しゅう末まつは制せい服ふくの採さい寸すん会かいだっけ？」

「うん！　たしか、土ど曜よう日びのお昼ひるすぎからだったよね」

　採さい寸すん会かいっていうのは、わたしたちが四月がつからかよう晴せい天てん中ちゅう学がっ校こうの、制せい服ふく試し着ちゃく会かいのこと。

　私し立りつやほかの学がっ区くの中ちゅう学がくに行いく子こ以い外がいは、来らい週しゅう末まつ、指し定ていされた会かい場じょうにあつまって、制せい服ふくの注ちゅう文もんをすることになってるの。

　ちなみに、晴せい天てん中ちゅうの制せい服ふくは、男だん女じょともにシンプルな紺こんのブレザーに、ブルーのネクタイ。

　毎まい朝あさ登とう校こうするときに近きん所じょの中ちゅう学がく生せいを見みかけるから、イメージはわくけど……。

　自じ分ぶんがそれを着きるのは、ぜんぜん想そう像ぞうがつかないや。

「不ふ思し議ぎな感かんじがするなぁ、もうすこしで自じ分ぶんが小しょう学がく生せいじゃなくなるなんて」

　制せい服ふくを着きてる中ちゅう学がく生せいたちってすごく大人おとなに見みえるから、わたしみたいに子こどもっぽい子こより、大人おとなっぽい子このほうが似に合あうんだろうな。

　たとえばリリアちゃんとか。

　それから…………冴さえ木きくん、とか。

　考かんがえたとたん、ブレザーを着きた中ちゅう学がく生せいの冴さえ木きくんが、頭あたまのなかにパッとうきあがる。

　キラキラ輝かがやくクールな笑え顔がお。

　うわぁ。やばい、すっごく似に合あう！

「おい、奏そう太た！　はやくしろよー！」

　ドキッ

　ふりかえると、武たけ宮みやくんにせかされながら、冴さえ木きくんが歩あるいてくるのが見みえた。

「うげ、廊ろう下かさみーっ！」

「寒さむいなら長ながズボンはきなよ」

「それはムリ！　なぜなら、一組くみのシンイチたちと半はんズボン耐たい久きゅう勝しょう負ぶの最さい中ちゅうだから！　あっ、和泉いずみー！　今日きょうの昼ひる休やすみのサッカー、おまえボール係がかりな！」

　こっちに気きづいて手てをふる武たけ宮みやくん。

（わっ……！）

　冴さえ木きくんと、目めが合あっちゃった！

　ビクッとして、あわてて前まえをむきなおす。

（どうしよう！　妄もう想そうしてたときに、本ほん人にんがあらわれるなんて！）

「どうしたの、一いち歌か？　顔かお赤あかいよ？」

「へっ!?　そそそそ、そんなことないよっ!!」

　真まっ赤かにそまる顔かおをかくすように、わたしは思おもいっきり歩あるくスピードをあげた。








２　卒そつ業ぎょう制せい作さくはオルゴールボックス






「そういうわけで、卒そつ業ぎょう制せい作さくはオルゴールボックスです！」

　図ず工こうの授じゅ業ぎょうがはじまると、担たん任にんのまるちゃん先せん生せいが、空からっぽの木き箱ばこを配くばってくれた。

　みんな木き箱ばこを手てに、ざわざわと顔かおを見み合あわせる。

「箱はこは好すきな色いろにペイントするもよし、彫ちょう刻こく刀とうで模も様ようを彫ほるもよし！　今日きょうから約やく二か月げつで完かん成せいさせて、卒そつ業ぎょう式しきの日ひに返へん却きゃくします。六年ねん間かんでつちかった芸げい術じゅつセンスのすべてを、ここにぶつけよう！」

　気き合あいを入いれて両りょう手てをつきあげる先せん生せい。

　みんなは笑わらいながら、「お〜」と、まばらな声こえで先せん生せいにつづく。

（オルゴールボックスかぁ！）

　ワクワクしながら、まっさらな木き箱ばこをながめる。

　わたしがいちばん好すきな「絵えを描かくこと」と、六年ねん生せいになってから大だい好すきになった「音おん楽がく」。

　そのふたつがあわさった「オルゴールボックス」をつくれるなんて、すっごくうれしい！

　どんなデザインにしようかな？

　頭あたまのなかに、イメージがたくさんあふれてくる。

　小しょう学がっ校こう生せい活かつの思おもい出での場ば面めんとか、景け色しきとか？

　たとえば……修しゅう学がく旅りょ行こうで行いった日にっ光こう東とう照しょう宮ぐう！

（うん！　とりあえずいろいろ描かいてみよう！）

　さっそく図ず工こう用ようのノートにデザインのラフを描かこうと、ページをひらいて。

　ふと、手てが止とまった。

　これまでの図ず工こうの授じゅ業ぎょうで描かいてきたイラストや、メモがぎっしり書かきこまれたページの数かず々かず。

　なつかしさと同どう時じに、じわっと、さみしさがこみあげてくる。

（そっか……これが、小しょう学がっ校こうの図ず工こうでつくる、さいごの作さく品ひんになるんだ……）

　六年ねん生せいにとって、三学がっ期きは特とく別べつな学がっ期き。

　なにかをするたびに、どうしても「小しょう学がっ校こう生せい活かつさいごの」を、意い識しきしちゃう。

　卒そつ業ぎょう制せい作さくに、卒そつ業ぎょう式しきの練れん習しゅう、サイン帳ちょう交こう換かん……毎まい日にちバタバタしてて、せわしなくて。

　そうしてるうちに、残のこりの日ひ々びが、あっというまにすぎちゃいそうだな……。

　ちょっぴりしんみりとしながら、顔かおをあげると。

　──冴さえ木きくんの姿すがたが目めに入はいった。

　冴さえ木きくんの席せきは、はすむかいの机つくえの、窓まど際ぎわ。

　みんながワイワイと話はなす輪わには入はいらず、ほおづえをついてノートに目めを落おとしてる。

　時ときおり、鉛えん筆ぴつでなにかを書かきこんだと思おもったら……しばらくして、ページをやぶり、丸まるめてしまう。

　その表ひょう情じょうは、なにか思おもいつめているようで……。

（……大だい丈じょう夫ぶ、かな？）

　心しん配ぱいで、ついじっと見みてしまう。
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　ソライロのクリスマスパーティーからもう一か月げつ以い上じょうたつけど、あれから、ほとんど話はなせてないんだ。




アオイ『心しん配ぱいしないで。＆アンドＳエスの解かい散さんはかならず止とめる。信しんじて待まっていてほしい』




　これが、冴さえ木きくん──アオイさんの、さいごのメッセージ。

　パーティーのあと、ソライロのグループトークに送おくられてきたの。

　＆アンドＳエスっていうのは、二人ふたり組ぐみの超ちょう人にん気き音おん楽がくグループ。

　アオイさんは昔むかし、＆アンドＳエスのふたりと「ＳＳＳトリプルエス」ってグループを組くんでいたんだけど、アオイさんと、リーダーのシュウさんとの間あいだに誤ご解かいがあって、二年ねん前まえに解かい散さんしてしまったんだ。

　──そして今いま、＆アンドＳエスまでもが解かい散さんの危き機きをむかえている。

　アオイさんにもどってきてほしい歌うたい手てのサツキさんと、それをぜったいに許ゆるさないシュウさんが対たい立りつしているらしくて、とうとう、世せ間けんで解かい散さんがウワサされるまでになってしまった。

　──＆アンドＳエスのふたりに会あって、過か去この誤ご解かい、ちゃんと解とくべきだと思おもう。

　パーティーの日ひ、わたしはそう言いって、冴さえ木きくんの背せ中なかを押おした。

　過か去こになにがあったのかはくわしく知しらないけど、その誤ご解かいさえ解とければ、解かい散さんを止とめることができるはずだって、そう思おもったの。

　冴さえ木きくんがいそがしそうなのは、今いま、そのためにうごいてるからだと思おもうけど……。




「──ねぇねぇ、アンエスの解かい散さんのウワサってほんとなのかな？」

　ふいに、そんな声こえが耳みみに入はいってきて、ドキッと肩かたがはねる。

（うちのクラスにも、アンエスのファンがいたんだ！）

　ソワソワしながら、そっと耳みみをすませる。

「ああ、あれね！　ネットのニュースになってたよね」

「え〜、マジだったらショック〜！　あたしＳＡＴＳＵＫＩサツキ超ちょう好すきなのに！」

「わたしも！　ＳＹＵシュウとケンカしてるんだっけ？　ソロでもつづけてほしいな〜」

　チクン、と胸むねが痛いたんだ。

　メジャーデビューも果はたしている＆アンドＳエスのファンは、今いま、どんどん増ふえている。

　ウワサが出でるだけでも、心しん配ぱいする人ひとがたくさんいるんだ。

　ましてや本ほん当とうに解かい散さんになんかなったら、どれだけの人ひとが悲かなしむことになるか……。

　わたしは、ふたたび冴さえ木きくんに視し線せんをむけた。

（アンエスのふたりと、ちゃんと話はなせてるのかな……？）

　二学がっ期きはとなりの席せきだったけど、席せき替がえではなればなれになってから、学がっ校こうで話はなす機き会かいはほとんどなくなってしまった。

　そのうえ、ソライロの三人にんがメッセージアプリのグループトークでやりとりをしても、冴さえ木きくんの反はん応のうはほぼなし。

　冴さえ木きくんが今いま、どんなことをかかえているのか、わたしたちにはわからないの。

（たとえ力ちからになれなくても、相そう談だんだけでもしてほしいって思おもうのは、ワガママなのかな……？）

　なにもできないのは……すごく歯はがゆくて、つらい。

　でも、アオイさんの過か去こ──ＳＳＳトリプルエスのことやシュウさんとのトラブルのことは、そう気き軽がるに聞きけないデリケートな話わ題だいだし。

　本ほん人にんが話はなしたがらないことを根ね掘ほり葉は掘ほり聞きこうとするのは、たとえ仲なかのいい関かん係けいでも、よくないと思おもうし。

　冴さえ木きくんが「待まってて」って言いうなら、だまって待まってるしかないのかもしれない。

　でも、もしかしたら冴さえ木きくんの言いった「待まってて」は、「ソライロにもどるまで待まってて」ってことじゃなくて、「ＳＳＳトリプルエスにもどって解かい散さんを止とめるから待まってて」ってことなのかも……。

　短みじかい文ぶん章しょうからは彼かれの本ほん心しんが読よみとれなくて。

　頭あたまをぐるぐるとまわる、こたえの出でないなやみ。

「……はぁ」

　わたしはため息いきをついて、ノートに目めをもどした。




　授じゅ業ぎょうが終おわると、冴さえ木きくんはまた、ひとりでどこかへ行いってしまった。








３　りーちゃんの恋こいの行ゆく方え






「卒そつ業ぎょう制せい作さくか〜！　なつかしいな！」

　コウスケ先せん輩ぱいは、ポテトフライをほおばりながらうれしそうに言いった。

　日にち曜よう日び。

　春はる風かぜ駅えき近ちかくのファストフード店てんで、ひさしぶりにソライロの三人にんであつまったんだ。

　メッセージのやりとりはしてたけど、顔かおを合あわせるのはクリスマス以い来らいになる。

「コウスケ先せん輩ぱいの学がっ校こうでは、なにをつくったんですか？」

「時と計けい！　写しゃ真しんあるから見みせてやるよ！」

「わぁ、見みたい！」

　コウスケ先せん輩ぱいは、うれしそうに携けい帯たいを操そう作さする。

　わたしは身みをのりだして、画が面めんをのぞきこんだ。

　真まっ赤かにペイントされた丸まるいかけ時ど計けいを手てに、ピースするコウスケ先せん輩ぱい。

　その横よこには、すこし目めの赤あかいりーちゃんが写うつっている。

「このとき、リイコがめっちゃ泣ないてさ！」

「ちょっと、やめてください、コウちゃん。昔むかしの話はなしじゃないですか！」

「あれから考かんがえると、リイコもこの一年ねんでけっこう大人おとなになったな〜！」

　口くちをとがらすりーちゃんの頭あたまを、コウスケ先せん輩ぱいはうれしそうに、ぽんぽんとなでる。

　とたんに、りーちゃんの顔かおが、かあっと赤あかく染そまった。

「も、もうっ、子こどもあつかいしないでください！　コウちゃんがボーッとしてるまに、私わたしのほうが先さきに大人おとなになっちゃうかもしれませんよ！」

「フッフッフ、残ざん念ねんだったな。どんなにがんばっても、キミはこのコウスケ様さまの年ねん齢れいを永えい遠えんにこせないんだぜ。なんせ、二年ねんも差さがあるからな！」

「…………精せい神しん年ねん齢れいの話はなしですよ」

　ふたりのやりとりに、おもわずクスッと笑わらう。

　ひさしぶりにあつまっても、いつもと変かわらない。

　にぎやかで楽たのしい、ソライロのみんなとの時じ間かん。

　ただ……冴さえ木きくんがこの場ばにいないことだけが、わたしの胸むねに、ぽっかりと穴あなをあける。




「……奏そう太た、どうしてる？」

　うつむくわたしを見みて、コウスケ先せん輩ぱいが心しん配ぱいそうに言いった。

　わたしはストローで氷こおりをつつきながら、ぽつりとこたえる。

「学がっ校こうではいつも、すごくいそがしそうにしてます。なかなか話はなすタイミングもなくて……」

　コウスケ先せん輩ぱいは腕うで組ぐみをして、「うーん」とうなった。

「あいつ、マジメすぎるとこあるからな。ＳＳＳトリプルエスの件けんは自じ分ぶんの過か去この問もん題だいだから、オレらには相そう談だんしたくない、心しん配ぱいかけたくないって思おもってるんだろうなぁ……」

「心しん配ぱいですよね。ソライロのグループトークでも、音おと沙さ汰たなしですし……」

　りーちゃんも、肩かたを落おとす。

　しん、と沈ちん黙もくがながれる。

　みんなの頭あたまに引ひっかかってるのは、たぶんおなじことだと思おもう。

　それは、冴さえ木きくん──アオイさんが、ＳＳＳトリプルエスにもどってしまうかもしれないということ。

　ＳＳＳトリプルエスはもともと、誤ご解かいが原げん因いんで解かい散さんとなってしまったグループ。

　誤ご解かいが解とけたら、自し然ぜんと「三人にんでやりなおそう」ってことになったとしても、不ふ思し議ぎじゃない。

　もし、アオイさんが本ほん心しんからそれを望のぞんでいたとしたら……。

「クリスマスのとき、いっちーの話はなしを聞きいてから、オレもいろいろ考かんがえたんだ」

　コウスケ先せん輩ぱいが口くちをひらいた。

「オレは……やっぱ、アオイさんを笑え顔がおで送おくりだすなんてぜったいできない。まずは信しんじて待まつ。それでも、ＳＳＳトリプルエスにもどりたいって言いわれたら……オレは、全ぜん力りょくで止とめるぞ」

　まっすぐな瞳ひとみが胸むねにささって、わたしはおもわず目めをふせる。

　……あのとき、わたしは冴さえ木きくんに、

『いちばん輝かがやける場ば所しょで、音おん楽がくをつくってほしい』

　って言いったんだ。

　それは、サツキさんが「アオイにもどってきてほしいと思おもってるの」って言いったのを聞きいたときから、ずっと考かんがえてたこと。

　アオイさんの音おん楽がくを守まもるために、わたしができることはなんだろう？　……って。

　たくさん考かんがえて、なやんで。

　それで──。

　もし、アオイさんがＳＳＳトリプルエスにもどりたいと思おもうなら、止とめちゃいけないって思おもったの。

「わたしは……」

　鼓こ動どうがドキドキと速はやまる。

「わ、わたしは、アオイさんが決きめたなら、笑え顔がおで送おくりださなきゃ、って……応おう援えんするべきだって思おもって……」

「本ほん当とうに、心こころから応おう援えんできるか？」

「それは……っ」

　言こと葉ばにつまる。

　口くちのなかがカサカサにかわいて、うまくうごかない。

　わたしだって……ソライロの四人にんで、ずっと一いっ緒しょに動どう画がをつくりたいよ。

　だけど、＆アンドＳエスは今いまや、テレビにも出しゅつ演えんするような超ちょう人にん気きグループ。

　あのふたりとアオイさんの才さい能のうがあわされば、きっと、あっというまに世せ界かい中じゅうを巻まきこむくらいの大だいスターになると思おもう。

　アオイさんの音おん楽がくが、想そう像ぞうもつかないくらい、おおぜいの人ひとに届とどくんだ。

　まだ名なも知しれないわたしたちソライロにはムリでも、＆アンドＳエスなら──！

　ズキンッ

　胸むねがはりさけそうになって、くちびるをかむ。

「アオイさんがいなくなるのはイヤです。でも、わたし……気きをつかわれてソライロをえらばれるのが──いちばんイヤだ」

　アオイさんの音おん楽がくが大だい好すきだからこそ……足あしかせには、ぜったいになりたくない。

　だから、迷まよっちゃダメだ……わたしが迷まよえば、決けつ断だんのジャマをしちゃうもん！

　アオイさんには、後こう悔かいなく自じ分ぶんの道みちをえらんでほしいから……！




　ぎゅっ




　ふいに、手てにふれたあたたかさ。

　おどろいて顔かおを上あげると、りーちゃんが、力ちからをこめてわたしの手てをにぎっていた。

「もっと、シンプルでいいのではないでしょうか？」

「え……？」

「前まえにアオイさんが『ソライロをやめる』とおっしゃったとき、いっちーさんは言いいましたよね？　たったひとこと。『やだ！』と」

　わたしはおもわず目めを見みひらいた。

　りーちゃんは、力ちから強づよい瞳ひとみでつづける。

「あの言こと葉ばは、私わたしの心こころにガツンときました。ごちゃごちゃなやんでいた頭あたまが、スッキリとして。ただシンプルに、『また四人にんで動どう画がをつくりたい！』と思おもうことができたのです」

　ぐっと、あごをあげるりーちゃん。

「イヤなら、イヤと言いえばいいのです。私わたしたちが心こころをオープンにすれば、アオイさんだって迷まよわず本ほん心しんをうちあけてくれるはずです。こたえを出だすのは、そのあと、四人にんで時じ間かんをかけて話はなし合あってからでもおそくはありません。だから……今いまは、前まえを向むいて、アオイさんのことを待まちませんか？」

　どきんっ

　心しん臓ぞうがつよく波なみうった。

（そうだ……コンペのときにみんなの心こころがすれちがってしまったとき、わたしたちは納なっ得とくできるまで気き持もちをつたえあって、のりこえたんだ！）

　あのとき、つよく思おもった。

　本ほん心しんをかくして我が慢まんするのは、すれちがいのもとになってしまう。

　四人にんで話はなし合あえば、ひとりでは見みえなかったものが見みえてくるって！

（今いまはまだ、素す直なおに『イヤだ』って思おもってて、いいんだ……！）

　胸むねに、そっと手てを当あてる。

　この先さき、どんな未み来らいが待まっているかはわからないけど。

　自じ分ぶんの気き持もちにウソをつかなくていいのなら、ちゃんと、前まえを向むいていられる気きがする！




「オレも、ちょっと弱よわ気きになっちまってたかも！　気き合あい入いれ直なおして、『ソライロがいちばん輝かがやける場ば所しょに決きまってるだろ！』って、堂どう々どうとアオイさんに笑わらいかけてやるぜ！」

　ばちーんと、両りょう手てで自じ分ぶんの顔かおをたたくコウスケ先せん輩ぱい。

　おどろくわたしたちに、白しろい歯はを見みせてにっこり笑わらいかける。

「ボーッとしてるヒマはねぇ！　ヤロウども、新しん作さく動どう画が会かい議ぎひらくぞ！」

　やる気き満まん々まんの言こと葉ば。

　りーちゃんとわたしは、顔かおを見み合あわせてふきだす。

「コウちゃん、この場ばにいる『ヤロウ』はコウちゃんひとりですよ」

「こまけぇことはいいんだよ！　ほら、リイコ、パソコン出だせ！」

　りーちゃんはクスクス笑わらいながらうなずく。

（……ふたりがいてくれて、本ほん当とうによかった！）

　ひとりだとついネガティブになっちゃうけど、仲なか間まといると、すこしだけつよくなれる。

　どんなに落おちこんだときも、前まえを向むけるんだ！




「ん〜〜〜。つぎ新しん作さくつくるとしたら……あ、バレンタインとかどうだ？　ふたり、なんかバレンタインのエピソードないのかよ？」

　さっそくはじまった新しん作さく動どう画がのアイディア会かい議ぎ。

　コウスケ先せん輩ぱいの言こと葉ばに、わたしは「うーん」とあごに手てを当あてる。

　ずっと初はつ恋こいすらしたことなかったし、思おもい出では、友ともチョコの交こう換かんくらい。

　動どう画がにできそうなドラマティックなエピソードは、ないかなぁ……。

　じーっと考かんがえこんでいると。

「動どう画がにつかえるかはわかりませんが……」

　りーちゃんが口くちをひらいた。

「私わたし、毎まい年とし本ほん命めいチョコをわたしてる人ひとがいるのですが、どうもその人ひとは義ぎ理りだと思おもいこんでるみたいで。まぁ、言いわない私わたしも悪わるいのですけど……ホワイトデーのおかえしを一いち度どももらったことがないのは、ちょっと不ふ満まんですね」

「はぁ？　なんだそいつ、生なま意い気きなやつだな！」

　目めをむいて怒おこるコウスケ先せん輩ぱい。

　わたしは、ぽかんとあっけにとられる。

　え〜っと。

　りーちゃんが言いってるのって、たぶん、コウスケ先せん輩ぱいのことだと思おもうんだけど……。




　りーちゃんは、幼おさななじみのコウスケ先せん輩ぱいのことが好すきなんだ。

　もう五年ねんも片かた思おもいしてるんだって。

　でも、こまらせたくないから、想おもいをつたえるつもりはないって。

　わたしは、そんなりーちゃんの恋こいを、かげながらずっと応おう援えんしてるの。

「いっちー！」

　りーちゃんがお手て洗あらいに立たったとき、とつぜん、コウスケ先せん輩ぱいがスッと表ひょう情じょうを変かえた。

　机つくえに身みをのりだして、声こえをひそめる。

「その……リ、リイコの好すきなやつって、いっちーは知しってんのか？」

　ドキッ！

「えっ？　あ、え〜と……」

　どうしよう、なんてこたえればいいのかな？

　もちろん、「好すきな人ひとはコウスケ先せん輩ぱい」って勝かっ手てに言いうのはＮＧ。

　でも、わたしが「好すきな人ひとを知しってる」って質しつ問もんへのこたえは、ＹＥＳイエスだし……。
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「あのさ。もし知しってんなら、オレにおしえ……」

　言いいかけて、コウスケ先せん輩ぱいはぶんぶんと首くびを横よこにふった。

「いや、ダメだな、それはヒキョーだ。いかんいかん」

　ぶつぶつ言いいながら、しゅんと肩かたを落おとす。

「……なんかさぁ。オレ、最さい近きん、変へんなんだよ。すこし前まえ、リイコに好すきなやつがいるって聞きいてから、『だれなんだよそいつ』って……気きになって、むしょうにイライラしてさ……ほんと、変へんなんだ」

　えっ、それって……！

　わたしは、まじまじとコウスケ先せん輩ぱいを見みる。

　赤あかくなった耳みみの先さき。

　こまったように眉まゆをよせて、ガシガシと頭あたまをかいて。

「ん〜……やっぱ、いいや！　もうちょい自じ分ぶんで考かんがえてみる！　……あ、今いまの話はなし、リイコには言いうなよ？」

「私わたしがどうかしました？」

「おわぁっ!?」

　うしろにあらわれたりーちゃんに、コウスケ先せん輩ぱいは思おもいっきり体からだをのけぞらせた。

「なんの話はなしをしていたのですか？」

　大おおきな瞳ひとみで、わたしたちを交こう互ごに見みるりーちゃん。

　コウスケ先せん輩ぱいの顔かおが、カーッと真まっ赤かになっていく。

「なっ、なんでもねぇ！　オレも便べん所じょ！」

　バタバタと席せきを立たって歩あるきだすコウスケ先せん輩ぱいを、りーちゃんが「あっ」と呼よび止とめる。

「そちらではなく、レジの右みぎ側がわですよ」

「わ、わかってるよっ!!　なぁ、いっちー、たのむぞ！　男おとこと男おとこの約やく束そくだからな！」

「えっと……あはは……」

　わたし、男おとこじゃないけど……。

　苦にが笑わらいで手てをふると、コウスケ先せん輩ぱいはダッシュでトイレに走はしっていった。

「……？　変へんなコウちゃんですね」

　りーちゃんはキョトンとしながら、その背せ中なかを見みつめる。

（もしかして……コウスケ先せん輩ぱいも、りーちゃんのこと好すきなのかな？）

　もしそうだとしたら。

　りーちゃんの恋こいが叶かなう日ひも、そう遠とおくないのかも。

（その日ひが来きたら、いちばんはじめに、「おめでとう」って言いいたいな！）

　わたしはドキドキしながら、りーちゃんの横よこ顔がおを見みていた。








４　部ぶ活かつどうする？






（う〜ん、やっぱり、まだ描かけないか……）

　学がっ校こうの休やすみ時じ間かん。

　ノートに目めを落おとして、ため息いき。

　今いま、卒そつ業ぎょう制せい作さくでつくるオルゴールボックスのデザインを考かんがえてるところなんだけど。

　……人じん物ぶつの〝顔かお〟が、描かけないの。

　──原げん因いんは、わかってる。

　冴さえ木きくんとサツキさんが、昔むかしつきあってたって話はなしを聞きいてから、どうしても気きになっちゃって。

　そのあと動どう画がの挿さし絵えを描かこうとしたら、曲きょくの主しゅ人じん公こうの恋こい人びとふたりの顔かおが、何なん度どやっても冴さえ木きくんとサツキさんになっちゃう……ってことがあったんだ。

　それ以い来らいスランプになっちゃって。うまく描かけないまま……。

（大だい丈じょう夫ぶだよ！　それなら、人じん物ぶつのいないデザインにすればいいんだから）

　前ぜん回かいの動どう画が、『青あお空ぞらのメリーゴーランド』の挿さし絵えを描かくときは、人じん物ぶつじゃなく、動どう物ぶつのハリネズミを主しゅ人じん公こうにすることでピンチをのりきった。

　今こん回かいも、その作さく戦せんでいこう！

　大おおきくうなずいて、のっぺらぼうの女おんなの子こが校こう舎しゃを見み上あげてるデザインのページに、バツをつける。

　これでよし、と──、

「秋あき吉よし」

「わあっ!?」

　ビックーンと肩かたがはねた。

　顔かおを上あげて、さらにびっくり。

　さ、冴さえ木きくん!?

　あわててババッとノートを閉とじる。

「卒そつ業ぎょうアルバムのアンケートの紙かみをあつめたいんだけど……大だい丈じょう夫ぶ？」

　きょとんとした表ひょう情じょうで、顔かおをのぞきこんでくる冴さえ木きくん。

　超ちょうひさしぶりに見みた至し近きん距きょ離りの瞳ひとみに、呼こ吸きゅうが止とまる。

（わ〜〜〜〜っ、近ちかい近ちかい！　よけいに顔かおが赤あかくなっちゃうよ！）

「ま、ままま、待まって！　今いますぐ……！」

　下したをむいて、机つくえのなかをガサゴソする。

　えっと、えっと……あった！

「こ、これ！」

　アンケートの紙かみをひっぱりだして、冴さえ木きくんにわたしたとき。

（あ……）

　ふと、サイン帳ちょうのことが頭あたまをよぎった。

　サッとまわりを見みると、教きょう室しつにいる人ひとはすくないし、わたしたちのことはだれも見みてない。

　もしかすると、今いま、チャンスなんじゃ……？

　どきん、どきん

　汗あせがにじむ手てをぐっとにぎって、勇ゆう気きをふりしぼる。

「あ、ああ、あ、あの……っ！」

　ばっと見み上あげた瞬しゅん間かん──どきりとした。

　あらためてよく見みると……冴さえ木きくん、すごくつかれてる？

　顔かお色いろは青あお白じろくて、目めの下したにクマが……。

「冴さえ木きくん、顔かお色いろ……」

　ふわっ

「…………へっ？」

　頭あたまにふれた、やさしい感かん触しょく。

　冴さえ木きくんはわたしを見み下おろして──フッとほほえむ。

「ゴミ、ついてた」

　どっくん

　心しん臓ぞうが、バクハツするかと思おもうくらいとびあがった。
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「ごめん、なにか言いいかけてた？」

　うっ……。

　目めが合あうと、頭あたまがまっしろになる。

　──冴さえ木きくんが好すき。

　──もっと話はなしたい。そばにいたい。

　心こころのなかで、どんどん気き持もちがふくらんで……。

「な、なんでもない……」

　顔かおを真まっ赤かにしたまま、そう言いうだけでせいいっぱいだった。




（はぁ。また、たのめなかった……）

　机つくえにつっぷしたまま、ため息いきをつく。

　頭あたまによぎるのは、あの言こと葉ば。

　──この世よにはね、勇ゆう気きを出ださなきゃ、ぜったいに手てに入いれられないモンがあるのよ。

（……すごいなぁ、リリアちゃんは）

　わたしはサイン帳ちょうをたのむだけでもこんなに苦く労ろうしてるのに、リリアちゃんは、サイン帳ちょうどころか、すでに告こく白はくもして。

　ふられても、ぜんぜん下したを向むかずに、すすんでいくの。

　リリアちゃんは自じ分ぶんの気き持もちに正しょう直じきだから、迷まよいがないんだ。

　本ほん当とうならわたしも、そうなりたい。

　そうなれたらいいなって思おもうけど……。

（…………でも）

　ふと、臆おく病びょうな自じ分ぶんが顔かおをのぞかせる。

　──きらわれたくない。

　こまらせるくらいなら、自じ分ぶんの気き持もちなんてあとまわしでいい。

　そう思おもっちゃうんだ……。




「お〜い、一いち歌か？　大だい丈じょう夫ぶか〜？」

　あ。ユキちゃんの声こえだ。

　顔かおをあげると、机つくえの前まえに、ユキちゃんと樹じゅ里りちゃんがいた。

「樹じゅ里りと話はなしてたんだけど、一いち歌かは部ぶ活かつなににするか決きめたの？」

　ユキちゃんに聞きかれて、うーんと首くびをかしげる。

　四月がつからはじまる中ちゅう学がっ校こう生せい活かつでは、制せい服ふくがあったり、教きょう科かごとに先せん生せいが変かわったり、部ぶ活かつがあったり。小しょう学がっ校こうとはいろいろなことがガラリと変かわるらしい。

　そのせいか、最さい近きんはみんなとの話わ題だいも、自し然ぜんとあたらしい生せい活かつのことになりがちなんだ。

「部ぶ活かつかぁ……今いまのところは、美び術じゅつ部ぶがいいかなって思おもってるよ」

　わたしが言いうと、ふたりは声こえをそろえて「あぁ！」ってうなずいた。

「いいね！　一いち歌かにぴったりじゃん！」

「樹じゅ里りもそう思おもう！　一いち歌かちゃんの絵え、樹じゅ里り、本ほん当とうに大だい好すきだもん〜！」

　ふたりに言いわれて、ちょっと照てれくさいけど、うれしくなる。

　美び術じゅつ部ぶに入はいったら、イラストだけじゃなくて、水すい彩さいとか油あぶら絵えとかデッサンとか……いろんな絵えの描かき方かたを勉べん強きょうしたいの。

　イラストの幅はばをもっと広ひろげていきたいし、おなじように絵えを描かくのが好すきな子こと仲なかよくなって、絵えの話はなしをするのも楽たのしそう！

　ソライロの絵え師しとして、もっともっと、腕うでをみがかなきゃ！

「ふたりはもう決きめたの？」

「樹じゅ里りは、迷まよってるとこ。吹すい奏そう楽がく部ぶとか気きになってるけど、あんまり練れん習しゅうが厳きびしかったらいやだなぁと思おもって……ユッキーはサッカー部ぶだよね？」

「もちろん！　晴せい天てん中ちゅうはまだ女じょ子しサッカー部ぶがないらしいから、入にゅう学がくしたらソッコーで部ぶ員いんあつめて、全ぜん国こくをめざすっ！」

　メラメラと目めに炎ほのおを燃もやすユキちゃん。

　すごい、気き合あい入はいってる！

「そういや、広ひろ海みは『かるた部ぶ』が気きになってるって言いってたな〜。第だい一志し望ぼう校こう、けっこうつよいんだって」

「かるた部ぶって、百ひゃく人にん一いっ首しゅのやつだよね？　へ〜、やっぱり私し立りつはいろんな部ぶ活かつあるんだ」

　わたしは感かん心しんしながらうなずく。

　広ひろ海みちゃんは、先せん週しゅうから、私し立りつ中ちゅう学がくの受じゅ験けんのために学がっ校こうをお休やすみしてるんだ。

　第だい一志し望ぼうの試し験けんは、二月がつの頭あたまにあるんだって。

「かるた部ぶってどんな練れん習しゅうするのか聞きいてみたいなー！　広ひろ海みなら、ぜったい第だい一志し望ぼうに合ごう格かくするだろうし！」

「そうだよね。すごくがんばってたもん！」

　わたしとユキちゃんが話はなしていると。

　さっきまで元げん気きだった樹じゅ里りちゃんの表ひょう情じょうが、みるみる暗くらくなる。

「……樹じゅ里りちゃん、大だい丈じょう夫ぶ？」

「……わかってる、ろみちゃんはきっと合ごう格かくするよ……してほしいけど……。うぅ……でもやっぱり、お別わかれするの、やだよ〜〜〜〜っ！」

　うるうると涙なみだ目めになる樹じゅ里りちゃん。

　ふたりは幼よう稚ち園えんからずっといっしょの、超ちょう仲なかよしコンビなんだ。

　それが中ちゅう学がくでは、ついに別べつ々べつの学がっ校こうになっちゃうんだもん。

　そりゃあ、さみしいよね……。

　わたしもつられて、鼻はなの奥おくがツンとしちゃう。

「まぁ、引ひっ越こすわけじゃないんだし、学がっ校こうがべつになったって休やすみの日ひに会あえばいいじゃん！　あんたら家いえ近ちかいんでしょ？」

　ユキちゃんがなぐさめると、樹じゅ里りちゃんはズズッとはなをすする。

「そうかなぁ？　ろみちゃん、中ちゅう学がくでほかに親しん友ゆうとかつくって、樹じゅ里りのこと捨すてたりしないかなぁ？」

「あはは、捨すてるってなによ。恋こい人びとじゃあるまいし」

「笑わらいごとじゃないもん！　樹じゅ里りにとってはろみちゃんはそのくらい大たい切せつなの！　ユキちゃんにはわかんないよぉ、一いち歌かちゃんとおなじ学がっ校こうに行いけるんだから〜っ！」

　ぽかぽかとユキちゃんをたたく樹じゅ里りちゃん。

　わたしは、あわてて「まあまあ」と、ふたりの間あいだに入はいった。




　六年ねん生せいの、三学がっ期き。

　みんな今いままでどおりに見みえて、やっぱり、地ちに足あしがついてない感かんじ。

　さみしさと、不ふ安あんと、それとおなじくらいのワクワク感かん。

（中ちゅう学がく生せいになるって、どんな感かんじなんだろうなぁ……）

　休やすみ時じ間かん。トイレを出でて手てを洗あらっていると、ふと、鏡かがみのなかの自じ分ぶんと目めが合あった。

　いつものシャツにセーター。いつものスカート。

　どこからどう見みても、小しょう学がく生せい。

　このわたしが、あと二か月げつちょっとで、中ちゅう学がく生せい？

　なんか、変へんなの。

　土ど曜よう日びの試し着ちゃく会かいで制せい服ふくを着きてみたら、すこしは実じっ感かんがわくのかなぁ……？

「秋あき吉よし！　なーなー、ちょっといい？」

　廊ろう下かを歩あるいてたら、クラスメイトの武たけ宮みやくんに呼よび止とめられた。

　武たけ宮みやくんはサッカークラブのキャプテンで、ユキちゃんのチームメイト。

　冴さえ木きくんといちばん仲なかのいい男だん子しでもある。

　武たけ宮みやくんはしきりにまわりを気きにしながら、わたしを人ひと気けのない北きた階かい段だんのほうへ連つれていく。

「じつは……秋あき吉よしにたのみがあんだけどさー」

　声こえをひそめる武たけ宮みやくん。

　なんだろう、と首くびをかしげていると、武たけ宮みやくんはさらにちいさな声こえで話はなしだす。

「秋あき吉よしさ、今こん度ど、晴せい天てん中ちゅうの試し着ちゃく会かい行いくんだろ？　その……和泉いずみの中ちゅう学がくの制せい服ふく姿すがたの写しゃ真しんをさ、送おくってくれねーかな？」

「え？」

　おもわず、目めをぱちくり。

　ちなみに、和泉いずみっていうのはユキちゃんの苗みょう字じだ。

「ほら、おれ私し立りつ行いくじゃん？　ま、サッカー推すい薦せんだから受じゅ験けん勉べん強きょうはしてねーけど……いや、それはおいといて。とにかく、学がっ校こう、別べつ々べつになっちゃうからさー」

　武たけ宮みやくんはうつむきがちに、ボソボソと言いう。

　……なんで、ユキちゃんの制せい服ふく姿すがたの写しゃ真しん？

　わたしはますます首くびをかしげながらも、すぐに「ごめんね」と首くびを横よこにふった。

「それはユキちゃんに聞きいてみないと、こたえられないよ。友ともだちの写しゃ真しんを勝かっ手てにほかの人ひとに送おくるのは、マナー違い反はんだから……」

　自じ分ぶんで撮とった写しゃ真しんだとしても、だれかの写しゃ真しんを勝かっ手てに人ひとに渡わたすのは肖しょう像ぞう権けんの侵しん害がいになるって、前まえに、りーちゃんから教おそわったの。

　特とくにネットに写しゃ真しんをアップするときなんかは、自じ分ぶん以い外がいで写うつってる人ひとにも、ちゃんと許きょ可かをとらなきゃダメなんだよね。

「なんだよー、もう！　ケチ！」

　子こどもみたいに口くちをとがらせる武たけ宮みやくん。

「直ちょく接せつ、本ほん人にんにたのんでみるのはどう？　武たけ宮みやくん、ユキちゃんと仲なかいいんだし」

「んなっ……そそそ、そんなん、ハズくてたのめるわけねーじゃん！」

　武たけ宮みやくんは耳みみまで真まっ赤かにして、床ゆかをふみならす。

（……あ！）

　そこで、ようやくハッと思おもいいたった。

「武たけ宮みやくん……もしかして、その、ユキちゃんのこと──？」

「待まて、待まて！　言いうな！」

　大おおあわてで手てをバタバタさせる。

　赤あかい顔かおのまま、あたりにサッと目めを走はしらせて。

「そ、そういうのはさー、タイミングってもんがあんの！」

　じっとわたしを見みる瞳ひとみ。

　ふだんは男だん子したちとふざけてばかりいるムードメーカーの武たけ宮みやくんが、こんなに真しん剣けんな顔かおをしてるのは……サッカーしてるとき以い外がいだと、はじめて見みた。

（修しゅう学がく旅りょ行こうのとき、リリアちゃんたちがウワサしてたとおりだ！　武たけ宮みやくん……ユキちゃんが好すきなんだ！）

　くすぐったいようなうれしさが、フワッと全ぜん身しんにひろがる。

　ユキちゃんは、わたしの大だい好すきな、大たい切せつな親しん友ゆう。

　明あかるくて元げん気きで、友ともだち思おもいで。本ほん当とうにいい子こなんだ。

　そんなユキちゃんの魅み力りょくに気きづく男おとこの子こがいて、それが、サッカークラブの仲なか間まの武たけ宮みやくんっていうのが、なんだかすごくうれしい。

（もしかして、告こく白はくとかするのかな？）

　ユキちゃんが武たけ宮みやくんのことをどう思おもってるのかは、わからないけど。

　もしユキちゃんがＯＫだったら、スポーツマン同どう士しの、お似に合あいカップルだと思おもうなぁ……。

「よーし。わかった、じゃあコーカン条じょう件けんだ」

　ふいに、武たけ宮みやくんがひとさし指ゆびをたてる。

「写しゃ真しん送おくってくれたら、おれ、かわりに奏そう太たの制せい服ふく姿すがたの写しゃ真しんを送おくるよ！」

「えっ」

「どうだ？　おれの経けい験けんからすると、たいていの女じょ子しはこれで『うん』って言いうはずだぞ！」

　今こん度どは、わたしが顔かおを赤あかくする番ばんだった。

　頭あたまにうかぶのは、中ちゅう学がくの制せい服ふくに身みをつつみ、大人おとなっぽさがますますアップした冴さえ木きくん。


『秋あき吉よし、おはよう』

『秋あき吉よし、部ぶ活かつはもう決きめた？』

『秋あき吉よし、放ほう課か後ご……あいてる？』



　どっきーーーーん！

　妄もう想そうのなかの冴さえ木きくん（中ちゅう学がく生せい）が、笑え顔がおで話はなしかけてくる！

（わ〜〜〜〜〜〜〜っ！　なにこの妄もう想そう！　わたしのバカバカバカ……！）
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「だ、だから、ダメなんだってば！　肖しょう像ぞう権けんとかあるんだから〜っ！」

　っていうか勝かっ手てに妄もう想そうするのも、肖しょう像ぞう権けんの侵しん害がいみたいなものだよ！

　うぅ、はやく頭あたまから消けさなきゃ……！

　ワーッと髪かみをかきむしっていると、武たけ宮みやくんは不ふ満まんげにガシガシと頭あたまをかく。

「ちぇー、マジメだな、秋あき吉よしって。奏そう太たの制せい服ふく姿すがた、ぜったいお宝たからだと思おもうんだけどなー。だって、東とう京きょうの中ちゅう学がくだぜ？　制せい服ふくどんなかなー？」

「え……？」

　武たけ宮みやくんの言こと葉ばに、ひっかかる。

　今いま──〝東とう京きょうの中ちゅう学がく〟って言いわなかった……？

　ざわっと胸むな騒さわぎがする。

　キリキリときしむ心しん臓ぞうの音おと。

　わたしは青あおざめながら、おそるおそる、たずねた。

「えっと……冴さえ木きくんは、たしか晴せい天てん中ちゅうの学がっ区くだよね？」

　一いっ瞬しゅん、間まがあった。

　武たけ宮みやくんは、きょとんと首くびをかしげる。

「あれ、秋あき吉よし聞きいてねーの？　よく話はなしてるから知しってんのかと思おもってた。奏そう太た、親おやの都つ合ごうで東とう京きょうに引ひっ越こすんだって」

　えっ……。

　言こと葉ばを失うしなう。

「引ひっ越こす……？　東とう京きょう……？」

「ああ、卒そつ業ぎょう式しきが終おわったらすぐだってさ。うちのかーちゃんが奏そう太たのかーちゃんに聞きいたんだ。んで、奏そう太たに聞きいたら、まだ、クラスのやつにはかくしときたいって……」

　そこまで話はなして、武たけ宮みやくんはあわてたように頭あたまをかいた。

「あ、やべ。秋あき吉よしに言いってよかったのかな。あとで奏そう太たにあやまっとこ……」

　そそくさと小こ走ばしりで教きょう室しつにもどっていく武たけ宮みやくん。

　わたしはその場ばにかたまったまま、ぼうぜんと立たちつくした。

（そんな……ウソ、だよね……？）




　冴さえ木きくん──東とう京きょうに行いっちゃうの？








５　引ひっ越こしのウワサ






　それから数すう日じつ間かん、なにも身みが入はいらなかった。

　武たけ宮みやくんから聞きいた話はなし──冴さえ木きくんが引ひっ越こすって話はなしが、頭あたまからはなれなくて。

　そんな大だい事じなこと、どうして話はなしてくれないんだろう。

　まさか──ＳＳＳトリプルエスにもどって、本ほん格かく的てきに音おん楽がく活かつ動どうをすることが決きまったから……？

　フッとうかんだ想そう像ぞう。こわくなって、ブンブンと首くびをふる。

　とにかく本ほん人にんにたしかめなきゃ。

　でも、話はなしかけるタイミングが……ない。

（うぅ……なやんでいるうちに、どんどん時じ間かんがすぎてっちゃう……）

　ひとり、とぼとぼと廊ろう下かを歩あるく。

　思おもいきって、メッセージを送おくってみようかな。

　でも、いそがしいのにジャマしちゃ悪わるいし。

　返へん事じは来こないかもだし……。

「あ〜っ、ちょうどいいとこにっ！」

　大おおきな声こえにおどろいてハッと前まえを見みると。

　むこうの多た目もく的てき室しつから、まるちゃん先せん生せいがひょっこり顔かおを出だしていた。

「秋あき吉よしさん、ちょっとこっち来きて〜っ！」

　なんだろう？

　先せん生せいに呼よばれるまま、中なかに入はいると。

　──そこには、冴さえ木きくんがいた。

（えっ、な、なんで？）

　心こころの準じゅん備びをまったくしてなかったから、ものすごくうろたえてしまう。

　冴さえ木きくんは教きょう室しつのすみにしゃがんで、段だんボールに大おおきな布ぬのをつめこんでる。

「この荷に物もつ、体たい育いく館かんの倉そう庫こに運はこんでおいてほしいの！　悪わるいけど、よろしくっ！」

　先せん生せいは早はや口くちで言いうと、バタバタとあわただしく部へ屋やをとびだしていった。

　卒そつ業ぎょうが近ちかづいているからか、六年ねん生せいの担たん任にんの先せん生せいたちは、このところみんなこんな感かんじで、いそがしそう。

　先せん生せいの背せ中なかを見み送おくってから、視し線せんをもどす。

「…………」

　──冴さえ木きくんだ。

　そう思おもったら、ぶるっと胸むねがふるえた。

　ひさしぶりに、こんな間ま近ぢかで見みた気きがする。

　目めが合あって。

　数すう秒びょう、間まがあいて。

「そっち、たのんでいい？」

　冴さえ木きくんの、やさしい声こえ。

　自じ分ぶんでもびっくりするくらい、耳みみがカァッと熱あつくなった。

「……う、うん！」

　わたしがうなずくと、冴さえ木きくんは手て際ぎわよく段だんボールに荷に物もつをつめて立たち上あがる。

　わたしも、もう片かた方ほうの段だんボールを持もち上あげて。

　ふたりで、体たい育いく館かんにむかって歩あるきだした。

「これ、卒そつ業ぎょう式しきのとき体たい育いく館かんの壁かべにつける紅こう白はく幕まくらしいよ。言いわれてみれば、去きょ年ねんの卒そつ業ぎょう式しきでも、そんなのかかってたなぁ」

　なにげない雑ざつ談だん。

　でも……すぐとなりにいる彼かれの存そん在ざいに、言こと葉ばが出でなくなる。

　だって、聞ききたいことがいっぱいあるんだ。

　引ひっ越こすって、本ほん当とうなの？

　＆アンドＳエスのことはどうなったの？　ソライロは？

　──どうして、なにも話はなしてくれないの？

　言いいたいことがつぎつぎにうかんで。だけど、胸むねがつかえて、うまく声こえが出でてこない。

（このチャンスをのがしたら、つぎ、いつ話はなせるかわからない。ちゃんと、自じ分ぶんの口くちで聞きかなきゃ……！）

　なんとか気き持もちをふるいたたせようと、段だんボールを持もつ指ゆびに、ギュッと力ちからを入いれると。

「……秋あき吉よしに、伝つたえなきゃいけないことがあるんだ」

　どきりとして横よこを見みる。

　冴さえ木きくんは前まえをむいたまま、口くちをうごかした。

「俺おれ、親おやの仕し事ごとの都つ合ごうで、東とう京きょうに引ひっ越こすことになった。卒そつ業ぎょう式しきの日ひに」

　キン、と心しん臓ぞうが凍こおりつく。

（やっぱり……やっぱり、本ほん当とうだったんだ……）

　どきん、どきんと速はやまる鼓こ動どう。

　なにか言いおうと頭あたまを必ひっ死しにうごかすけど。ただ、じっと横よこ顔がおを見みつめることしかできない。

　ふし目めがちなその表ひょう情じょうは、ずいぶん、つかれているように見みえた。

「ごめん。本ほん当とうはもっとはやくに、自じ分ぶんの口くちから伝つたえるつもりだったんだけど……タケから聞きいたんだよね？　おどろかせちゃって……ごめん」

　くりかえしあやまる、冴さえ木きくんの言こと葉ば。

　胸むねがギュウッとしめつけられて、息いきができなくなる。

　わたし、勝かっ手てに思おもいこんでた。

　もし……もしも冴さえ木きくんがＳＳＳトリプルエスにもどることをえらんだとしても、中ちゅう学がくからもおなじ学がっ校こうに通かよえる。

　これからも友ともだちとしてそばにいられるなら、どんなにさみしくても、耐たえられる、って。

　それなのに……。

　重おもい沈ちん黙もくがながれる。

　なにか言いわなきゃ。

　わたしはカラカラにかわいたのどを、こくりとならした。

「ひ、引ひっ越こしたら……なかなか、会あえなくなっちゃうね……」

　ほとんど、蚊かの鳴なくような声こえになっちゃった。

　冴さえ木きくんはうつむいたまま、ちいさな声こえでこたえる。

「……そうだね」

　その瞬しゅん間かん。

　気き持もちが、ぶわっと押おしよせる。

（さみしいよ。イヤだ。行いかないで……！）

　おなかの奥おくでどんどんあふれるのに……どうしても、のどまで上あがってこない。

　だって、そんなこと言いったって、こまらせちゃうだけだもん。

　おうちの事じ情じょうで引ひっ越こすんだから、変かえることなんてできない。

　……ＳＳＳトリプルエスのことも、おなじだ。

　冴さえ木きくんがもしＳＳＳトリプルエスにもどりたいのなら、わたしがなにを言いってもムダなんだ。

　だったら、なにも言いわないでいたほうが…………！




「……俺おれは、これでよかったと思おもってる」




（え……？）

　スゥッと、血ちの気けが引ひいた。

　よかった、って、どういうこと？

　ぼうぜんとするわたしに、冴さえ木きくんは、しずかな声こえで言こと葉ばをつづける。

「引ひっ越こすことになったのはとつぜんで、偶ぐう然ぜんだけど……いいタイミングなのかもしれないとも思おもうんだ。きっと、俺おれは秋あき吉よしの近ちかくにいないほうがいい」

「なん、で……？」

　なんで、そんなこと言いうの？

　近ちかくにいないほうがいい、だなんて……。

　冴さえ木きくんの顔かおを見みる。

　彼かれは……悲かなしげに、目めをふせた。

「だって──秋あき吉よしのスランプ、俺おれのせいだから」

　カッと、顔かおが熱あつくなる。

「ち、ちがうよ、それは……！」

　足あしが止とまる。

　ちがうけど……本ほん当とうの原げん因いんを言いうわけにいかない。

　だって、スランプになったのは……わたしが、冴さえ木きくんを好すきになっちゃったからなんだ。

　冴さえ木きくんは、なにも悪わるくない。

　でも……言いえるわけないよ……っ！

「秋あき吉よしには、ぜったいに絵えを描かきつづけてほしいんだ。なにがあってもキミの絵えを守まもりたい。俺おれの願ねがいは……それだけだ」

　ストン、と音おとがした。

　冴さえ木きくんが段だんボールを床ゆかにおろした音おと。

　ふと気きがつくと、いつのまにか、体たい育いく館かんの倉そう庫こについていた。

　冴さえ木きくんはわたしの段だんボールも受うけとって、床ゆかにおろす。

　淡たん々たんとしたその動どう作さに、見みえない壁かべを感かんじた。

　背せ筋すじがつめたく冷ひえていく。

　ドクドクと脈みゃくが速はやくなり、まばたきも、呼こ吸きゅうさえもできなくなる。

　痛いたいほどの沈ちん黙もくのあと。

　冴さえ木きくんは段だんボールに視し線せんを落おとしたまま、フゥと息いきをついた。

「それじゃあ。＆アンドＳエスとの話はなしにケリがついたら、連れん絡らくするよ」

　体からだのむきを変かえ、歩あるきだす冴さえ木きくん。

　呼よび止とめようとしても、体からだはぴくりともうごかない。




　わたしの横よこをすりぬけるとき──冴さえ木きくんは、目めを合あわせてくれなかった。
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６　うまらないミゾ






　土ど曜よう日びの午ご後ご。

　制せい服ふくの採さい寸すん会かいが終おわったあと、わたしは晴せい天てん駅えき前まえの公こう園えんのベンチにいた。

　ぼんやりと、手てのなかのココア缶かんを見みつめる。

「はぁ……」

　白しろくたちのぼるため息いき。

　となりに座すわるコウスケ先せん輩ぱいとりーちゃんが、心しん配ぱいそうに目めを見み合あわす。

「いっちーさん、大だい丈じょう夫ぶですか？」

「元げん気き出だせって！　ほら、オレたち、アオイさんが正しょう体たいを明あかすまでは、メッセージだけでやりとりしてきたんだしさ。引ひっ越こしたって、なにも変かわらねぇって」

「うん、そうだよね……」

　ふたりのはげましに、力ちからなくうなずく。

　冴さえ木きくんが引ひっ越こすって聞きいてから、ずっと重おもくしずんだままの心こころ。

　でも、こうやって話はなしを聞きいてくれる人ひとがいるだけで、すこし気きが楽らくになったみたい。

　昨日きのう、どうしてもふたりと話はなしたくて、「会あいたい」ってメッセージを送おくったんだ。

　急きゅうなさそいだったからか、ふたりは「なにかあった？」ってすごく心しん配ぱいしてくれて。わたしの最も寄より駅えきである晴せい天てん駅えきまで会あいに来きてくれたの。

「もちろん、頭あたまではわかってるんだ。引ひっ越こしはどうしようもないことだし、落おちこんでてもしょうがないって……」

　だけど……やっぱり、つらい。

　冴さえ木きくんは、わたしにとって特とく別べつな存そん在ざいだから。

　すごい音おん楽がくをつくる憧あこがれの人ひと。

　いっしょに動どう画がをつくる、大たい切せつな仲なか間ま。

　小しょう学がく生せいになってはじめてできた男おとこの子この友ともだち。

　そして──生うまれてはじめて、好すきになった人ひと。

　たったひとりなのに、冴さえ木きくんはいくつもの〝特とく別べつ〟をわたしにくれた。

　これから先さきもずっと、そばにいたいって思おもってたのに……。

（ああ、ダメダメ！　またネガティブになってる……みんなと、前まえを向むこうって話はなしたばっかりなのに……！）

　両りょう手てで、ぺしぺしほっぺをたたくけど、なかなか気き持もちが切きり替かわってくれない。

　だって……引ひっ越こして東とう京きょうに行いってしまったら。

　もしも、ＳＳＳトリプルエスにもどることを選せん択たくしたなら。

　彼かれとわたしをつなぐ特とく別べつなものは、なにもなくなってしまうんだ──。




　──きっと、俺おれは秋あき吉よしの近ちかくにいないほうがいい。




　うぅっ…………。

「ぬあ〜〜〜〜〜〜っ！」

　ツンと目めの奥おくにせりあがったものを追おいはらうように、ブンブン首くびをふりまわす。

「お、おい、大だい丈じょう夫ぶかよ」

「コ、ココア！　飲のみましょう、いっちーさん」

　アタフタと腰こしをあげるコウスケ先せん輩ぱいとりーちゃん。

「ありがとう！　ごめん！　大だい丈じょう夫ぶだからっ！」

　んぐっとホットココアを一いっ気きに飲のみほして、ぷはーっと息いきをつく。

（よしっ……涙なみだは引ひっこんだぞ！）

　ゴシゴシと口くち元もとをこすっていると、だんだん、自じ分ぶんに腹はらが立たってきた。

　なんでわたしって、こうなんだろう！

　いつもうじうじ、なやんで下したを向むいてばかりで。

　こんなんだから、スランプもぬけだせないし、それを冴さえ木きくんに心しん配ぱいされちゃうんだ！

（……なんか、わたしだけが子こどもみたいだよ）

　クラスメイトたちは楽たのしそうに中ちゅう学がっ校こう生せい活かつを思おもい描えがいて。

　りーちゃんとコウスケ先せん輩ぱいは、しっかり前まえを向むいてる。

　中ちゅう学がく生せいになることや、＆アンドＳエスの解かい散さんのこと。みんなおなじ不ふ安あんをかかえていても、ちゃんと受うけ止とめて歩あるきつづけているのに。わたしだけが立たち止どまったまま……。




　──秋あき吉よしはすごいよ。前まえは、頼たのまれたら断ことわれない、まわりに流ながされがちな子こだと思おもってたのに……ソライロの絵え師しになって、変かわった。




　ずっと前まえ。夏なつ休やすみに行いったワク動どうフェスの帰かえりの電でん車しゃで、冴さえ木きくんはそう言いってくれたけど。

　本ほん当とうはわたし、なんにも変かわってないんだ。

　傷きずつきたくないだけの、臆おく病びょう者もの。

　こんなわたし、冴さえ木きくんのそばにいる資し格かくない……！




　ピリリリリ




　とつぜん、着ちゃく信しんメロディーが鳴なった。

　すぐにポケットから携けい帯たいをとりだすと。

（音おん声せい通つう話わ……？）

　画が面めんを見みて、おもわず「えっ!?」と声こえが出でた。

「サツキさん!?」

　わたしの声こえに、ふたりがガタッと身みをのりだす。

　発はっ信しん者しゃは、＆アンドＳエスのサツキさんだった。

　そういえば、前まえに駅えき前まえでお茶ちゃをごちそうになったとき、連れん絡らく先さきを交こう換かんしたけど……。

　ごくりとつばを飲のみこんでから、スピーカーモードで通つう話わを受うける。

「もしもし──」

『奏そう太たの居い場ば所しょ知しらない!?』

　いきなり聞きこえた早はや口くちの声こえ。

『ごめん、急きゅうに。でも、いっちーなら心こころ当あたりがあるかと思おもって』
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「えっと、今いま、ソライロの三人にんでいるんですけど……なにかあったんですか？」

　おそるおそるたずねる。

　あまり、いい予よ感かんはしない。

　通つう話わ口ぐちのむこうがわで、サツキさんは息いきを整ととのえてから、ゆっくりと切きりだした。

『……じつは、一か月げつくらい前まえに、シュウが奏そう太たに条じょう件けんを出だしていたらしいの。＆アンドＳエスを解かい散さんしない条じょう件けんを』

「条じょう件けん？」

『──新しん曲きょくを七曲きょくつくってきて、＆アンドＳエスのアルバム曲きょく選せん考こう会かい議ぎで採さい用ようされること』

　しずかで、かすれた声こえ。

　いつもは明あかるくハキハキしているサツキさんの声こえは、まるで別べつ人じんみたいだった。

『その条じょう件けんをクリアすれば、シュウは奏そう太たのことをみとめて、＆アンドＳエスを解かい散さんしないって約やく束そくしたらしくて……今日が、それの期き限げんの日ひなんだって』

「今日きょうが……？」

　ざわっと胸むねが騒さわいだ。

　不ふ安あんな気き持もちをおさえるように、空からっぽの缶かんをギュッとにぎる。

「シュウさんは、今いま、サツキさんといっしょなんですか？」

『それが、さっきから連れん絡らくつかないんだ。今いま、あいつらをふたりきりにしたくないの。私わたしはシュウが行いきそうな場ば所しょをさがすから、いっちーたちは、奏そう太たが行いきそうな場ば所しょをさがして！　たのんだよ！』




　プッ、ツーツーツー……

　通つう話わが終おわって、みんなで目めを見み合あわせる。

　……冴さえ木きくんは、ひとりでぜんぶ背せ負おいこんでいたんだ。

　授じゅ業ぎょう中ちゅううわのそらだったり、休やすみ時じ間かんに姿すがたを消けしたりしてたのは、ずっとずっと、必ひっ死しに曲きょくを考かんがえてたからだったんだ。

　短みじかい期き間かんで七曲きょくもつくるって、すごく大たい変へんなはずなのに。

　冴さえ木きくんは＆アンドＳエスの解かい散さんを止とめるために、ひとりで……！

　ピンとはりつめた緊きん張ちょうのなか、わたしはそっとくちびるをうごかす。

「……さがそう」

　うなずくふたり。

　わたしたちは立たち上あがり、駆かけだした。




　駅えき前まえの公こう園えん、広ひろ場ば、アーケード通どおり。

　晴せい天てん小しょうの校こう庭てい。学がっ校こう近ちかくの緑りょく道どう公こう園えん。

　あちこち走はしりまわってさがしたけど、冴さえ木きくんの姿すがたはどこにもない。

「どこ行いったんだよ、奏そう太たのやつ……」

　コウスケ先せん輩ぱいが、額ひたいの汗あせをぬぐいながらつぶやく。

　いつのまにかあたりには雪ゆきが舞まいはじめ、空そらは灰はい色いろの分ぶ厚あつい雲くもにおおわれていた。

　キンと、肌はだを刺さすようにつめたい空くう気き。

　指ゆび先さきがかじかんで、じんじん痛いたい。

（あと、冴さえ木きくんの行いきそうなところは……？）

　必ひっ死しに頭あたまを回かい転てんさせる。

　でも……なにも思おもいうかばない。

　大だい事じな仲なか間まで、友ともだちなのに……わたし冴さえ木きくんのこと、ぜんぜん知しらないんだ。

「さがしはじめて、そろそろ四十分ぷんです……晴せい天てん市しにはいないのかもしれません……」

　りーちゃんが言いう。

　わたしはギュッとくちびるをかんで、時と計けいを見みた。

　…………時と計けい？

　ハッとする。

（そうだ……町まち外はずれにある、時と計けい台だい広ひろ場ば！）

　ずっと前まえにあった「パクリ騒そう動どう」のとき、わたしが犯はん人にんと待まち合あわせた場ば所しょ。

　あの日ひ、熱ねっ中ちゅう症しょうで倒たおれたわたしを助たすけてくれたのは──冴さえ木きくんだった！

　冴さえ木きくんは、あの広ひろ場ばによく行いくのかも……！

「ついてきて！　もう一か所しょ、心こころ当あたりがあるの！」

　さけぶなり、はじかれたように地じ面めんをけった。




　十分ぷんほど走はしると、枯かれ木きのむこうに時と計けい台だいが見みえてきた。

　南みなみ側がわに広ひろ場ばがあって、北きたのほうは緑みどりの多おおい公こう園えんになってるんだ。

　自じ転てん車しゃ置おき場ばの横よこをすりぬけ、広ひろ場ばを横よこぎり、さらに公こう園えんのなかへとすすんでいくと。

「──あっ、見みてください！」

　りーちゃんが足あしを止とめて、むこうを指ゆびさした。

　子こどもむけの遊ゆう具ぐがならぶエリアから、すこし奥おくに入はいったところ。

　噴ふん水すいをかこむベンチのあたりに、ふたつの人ひと影かげがあった。

　冴さえ木きくんと──シュウさんだ！

「行いこう！」

　三人にんで駆かけよろうとした瞬しゅん間かん──、

「バカにしてるのか!?」

　シュウさんの大おおきな声こえで、おもわず足あしを止とめる。

「もう一週しゅう間かん待まってくれ？　冗じょう談だんじゃない。あれだけ時じ間かんがあったのに一曲きょくもできてないって……はじめから、やる気きがなかったってことだよな？」

　その声こえは怒いかりにふるえていた。

　冴さえ木きくんは、必ひっ死しな表ひょう情じょうで首くびをふる。

「ちがう、時じ間かんがほしいんだ。本ほん気きだからこそ、納なっ得とくできない曲きょくをわたすわけにはいかない」

「またそれか……なにも変かわってないんだな、おまえは」

　シュウさんが目めをするどくさせる。

「プロっていうのはな、納のう期きを守まもった上うえでクオリティーの高たかい仕し事ごとができる人にん間げんのことを言いうんだよ。納なっ得とくできないから時じ間かんがほしい？　そんなだから、おまえはどこまでいってもアマチュアなんだ！」

　トゲのようにとがった、つめたい瞳ひとみ。

　ゾクッと背せ筋すじが寒さむくなって、足あしがすくむ。

　ふたりとわたしたちの間あいだに、うすいガラスの壁かべのようなものがあるのを感かんじて、これ以い上じょう近ちかづけない。

「シュウは……本ほん当とうにいいのか？」

　冴さえ木きくんが、しぼりだすような声こえで言いう。

「このまま＆アンドＳエスを解かい散さんしたら、サツキの夢ゆめをつぶすことになる。そんなの──」

「やめろ！　おまえがサツキの夢ゆめを語かたるな！」
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　バッ

　シュウさんが冴さえ木きくんにつかみかかり、胸むなぐらをねじりあげた。

「忘わすれたわけじゃないよな？　おまえの裏うら切ぎりでＳＳＳトリプルエスは解かい散さんしたんだ。そして、僕ぼくが彼かの女じょの夢ゆめを叶かなえた＆アンドＳエスも、おまえのせいで解かい散さんする……自じ分ぶんの身み勝がっ手てで人ひとの夢ゆめをつぶすって、どんな気き分ぶんだ？」

「俺おれは……！」

　反はん論ろんしようとした冴さえ木きくんの胸むなぐらを、さらにグイと引ひき上あげるシュウさん。

　呼こ吸きゅうが止とまる。

　あたりをおおいつくす、するどい緊きん張ちょう感かん。

　鼻はな先さきが当あたりそうな距きょ離りでにらみあうふたりの間あいだに、凍いてつく風かぜがふきあれる。

「裏うら切ぎりもの……！」

　シュウさんは歯はを食くいしばったまま、しぼりだすように言いった。

「……おまえにはわからないだろうな。僕ぼくがどんな思おもいでＳＳＳトリプルエスを育そだて、動どう画がをつくっていたか。ＳＳＳトリプルエスを解かい散さんさせたとき、どんな気き持もちだったか……！」

　怒いかりにゆれる瞳ひとみ。

　でも……その横よこ顔がおは痛いた々いたしいくらい、悲かなしげだった。

　はじめて見みる表ひょう情じょうに、その場ばにいる全ぜん員いんが、息いきをのんでシュウさんを見みつめる。

「シュウ。俺おれ、本ほん当とうは……」

　冴さえ木きくんがなにか言いおうとした瞬しゅん間かん、シュウさんはつきとばすように手てをはなした。

　よろけて、数すう歩ほ後あとずさる冴さえ木きくん。

「自じ分ぶんのことしか考かんがえてないおまえに、グループを語かたる資し格かくはない！」

　シュウさんは、ふたたび、つめたく彼かれを見み下おろす。

　もういっさい耳みみを貸かすつもりはない。そんな表ひょう情じょうで。

「来らい週しゅうのイベントで、＆アンドＳエスは映えい画がのタイアップとアルバムリリースの告こく知ちをする予よ定ていだったけど……そこで解かい散さんを発はっ表ぴょうすることにした。もう遅おそい。＆アンドＳエスは、もう終おわるんだ……！」

　言いい捨すてて、シュウさんは体からだを反はん転てんさせた。

「シュウ！　待まって……！」

　冴さえ木きくんの声こえは届とどかない。

　シュウさんは一いち度どもふりむかず、公こう園えんを去さって行いった。




　のこされたのは、冴さえ木きくんひとり。

　さっきまでシュウさんがいた場ば所しょを見みつめたまま、ぼうぜんと立たちつくしている。

「……行いこう、いっちー」

　コウスケ先せん輩ぱいの声こえで、ハッとわれにかえる。

　わたしたちはゆっくりと、冴さえ木きくんのもとへ歩あゆみ寄よった。

　ドクドク、波なみうつような心しん臓ぞうの音おと。

　冷ひえきったはずの全ぜん身しんから、じわっと汗あせがにじむ。

　なんて声こえをかけたらいいんだろう。

　＆アンドＳエスの解かい散さんは、本ほん当とうに止とめられないのかな……？

「……冴さえ木きくん」

　名な前まえをよぶと、冴さえ木きくんはビクッと肩かたをゆらした。

　はじめてわたしたちに気きづいたように、目めを大おおきく見みひらいて。

「秋あき吉よし……みんな……」

　白しろくわきたつ息いき。

　冴さえ木きくんは苦くるしげに、ギュッと眉まゆをよせた。

「ごめん……俺おれ…………」

　ぐらり

　なにか言いおうと口くちをひらきかけた冴さえ木きくんの体からだが、一いち度ど、前まえかがみにゆらぐ。

「冴さえ木きくん!?」

「いや……だいじょう、ぶ──」

　その直ちょく後ご──。

　ドサッ

　冴さえ木きくんは、ひざからくずおれるように、地じ面めんに倒たおれた。








７　「ヒマワリ」の真しん実じつ






　病びょう院いんの待まち合あいロビーで、わたしはずっと、自じ分ぶんのつま先さきを見みつめていた。

　となりに座すわるりーちゃんとコウスケ先せん輩ぱいも、だまりこんでいる。

　冴さえ木きくんが倒たおれたあと、彼かれはすぐに意い識しきをとりもどしたんだけど。念ねんのため家か族ぞくに連れん絡らくして、三人にんで病びょう院いんまでつきそってきたんだ。

　幸さいわい、体からだに大おおきな異い常じょうはなく、しばらく休やすめばよくなるってことだった。

　でも……胸むねにうずまくのは、後こう悔かいばかりだ。

（わたし、仲なか間まなのに、なにも力ちからになれなかった……！）

　ギリッとこぶしをにぎりしめる。

　冴さえ木きくんがひとりでかかえこんでしまう性せい格かくだってことは、わかっていたはず。

　それなのに、わたしはなにも……。

　タタタッ

　だれかの足あし音おとが聞きこえて、顔かおをあげる。

「奏そう太たはっ!?」

　サツキさんだ。

　パッと目めを引ひく華はなやかな顔かお立だちと、キラキラのスターオーラをまとう、超ちょう美び人じん女じょ子し高こう生せい。

　だけど今いまは、髪かみもバサバサで、額ひたいには大おお粒つぶの汗あせがうかんでる。

　きっと、ここまで必ひっ死しに走はしってきたんだ。

「医い者しゃは、寝ね不ぶ足そくが原げん因いんだろうって……今いま、栄えい養ようの入はいった点てん滴てきを打うってもらって、眠ねむってるとこです。点てん滴てきが終おわって問もん題だいなければ、今日きょう中じゅうに帰かえれるらしいです」

　コウスケ先せん輩ぱいがこたえると。

「よかった……！　大だい事じないんだね」

　サツキさんは力ちからがぬけたように、ストンとわたしのとなりに腰こしかけた。

　あがった息いきを整ととのえながら、うつむく横よこ顔がお。

　その陶とう器きみたいに白しろい手ては、カタカタと小こ刻きざみにふるえてて……。

　無む意い識しきのうちに、自し然ぜんと手てがうごいた。

　ぎゅっ

「え……？」

　手てをにぎったわたしを、サツキさんはおどろいたように見みた。

　汗あせばんで、つめたく冷ひえた指ゆび先さき。

　どれだけ心しん配ぱいして、どれだけあわてて走はしってきたのかつたわってくる。

　サツキさんにとって……冴さえ木きくんは、それだけ大だい事じな存そん在ざいなんだ。

　そう思おもったら、胸むねの奥おくが、チクリとちいさくうずいた。

「……ありがとう。ソライロのみんなに連れん絡らくしてよかったよ」

　サツキさんは眉まゆをハの字じにして、ちいさく笑わらった。

　ホッとした表ひょう情じょうのあとにのぞいたのは、さみしげな瞳ひとみ。

　わたしはその目めを、まっすぐ見みつめる。

「……おしえてください。アオイさんとシュウさんの『誤ご解かい』について。なんでシュウさんは、あんなに冴さえ木きくんに……アオイさんに、つらくあたるんですか？」

　サツキさんが表ひょう情じょうをくもらせる。

「それは……」

　数すう秒びょうの間あいだ、迷まようように目めをふせて。

　それから、わたしたち三人にんに、ゆっくりと視し線せんをあわせる。

「こんなことになったら、もう私わたしたちだけの問もん題だいじゃないよね。奏そう太たがみんなに話はなしてないことを、私わたしの口くちから話はなすのはどうなんだろうって思おもってたけど……。

　……わかった。話はなすよ──『ＳＳＳトリプルエス』の過か去このこと」

　サツキさんは真しん剣けんな表ひょう情じょうで、話はなしだした。
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　──はじめは、「楽たのしい！」って、それだけだったんだ。

　シュウとは小しょう学がっ校こうが一いっ緒しょでね。歌か手しゅになるのが夢ゆめだった私わたしと、楽がっ器きが得とく意いだったシュウで、よく曲きょくをつくって遊あそんでた。

　オリジナルの曲きょくをつくって、歌うたって。

　そのうちに、シュウのいとこの奏そう太たも加くわわって。

　私わたしとシュウが中ちゅう二になるころには、けっこう本ほん格かく的てきな曲きょくができるようになってたんだ。

　それで、「ためしにワク動どうにアップしてみよう！」ってことになったの。

　ＳＳＳトリプルエスは、スタートから、すごく順じゅん調ちょうだった。

　再さい生せい回かい数すうはみるみる伸のびて、そのうち、コメントもたくさんもらえるようになって。

　私わたしはそれがすごくうれしかったし、ふたりもおなじだったと思おもう。

　楽たのしかった。

　三人にんでなら、どこまでも行いける気きがした……。






　そこまで話はなして、サツキさんはフゥとため息いきをついた。

「……そんなに順じゅん調ちょうだったのに、どうしてあのおふたりは、誤ご解かいを？」

　りーちゃんがたずねる。

　サツキさんは眉まゆ根ねを寄よせて、つらそうに口くちをひらく。

「あのふたり、昔むかしは本ほん当とうに仲なかがよかったの。いとこ同どう士しだけど、兄きょう弟だいみたいでもあり、親しん友ゆうみたいでもあって……それが、人にん気きが出でるにつれ、だんだんと雰ふん囲い気きが変かわっていった。シュウが『再さい生せい回かい数すうを増ふやす動どう画が』にこだわりだして、アオイとぶつかるようになったんだ」

「えっ、それって……！」

　ハッと息いきをのむ。

　前まえに、ソライロでも「流は行やりのジャンル」とか「コンペで勝かつための動どう画が」とか、外そとからの評ひょう価かを意い識しきして動どう画がをつくろうって流ながれになりかけたことがあったんだ。

　そのとき、アオイさんはめずらしくつよい態たい度どで「曲きょくをつくるときに、『ねらい』とか『計けい算さん』とか、よけいなものは入いれたくない」って否ひ定ていして。コウスケ先せん輩ぱいと意い見けんがぶつかってしまって……。

　あのとき、アオイさんがあんなにつよく反はん対たいしていた理り由ゆうが、やっとわかった。

　アオイさんは、似にた経けい験けんを過か去こにもしていたんだ……！

「……私わたしはね、どっちの気き持もちもわかると思おもったの。プロをめざすためには、好すきなことだけを追おい求もとめるだけじゃダメなんだっていうシュウの意い見けんも。みんなで楽たのしんでつくる動どう画がじゃなきゃ意い味みがないっていうアオイの意い見けんも……どっちが悪わるいわけでも、まちがっているわけでもない。だから、なにも言いえなかった……」

　サツキさんの言こと葉ばに、顔かおをうつむける。

　たしかに、どっちかが悪わるいってわけじゃない。

　意い見けんの食くいちがいは、別べつ々べつの考かんがえを持もった人ひとがあつまるグループでは、どうしても起おきてしまうことだ。

　二学がっ期きに人じん生せい初はつの班はん長ちょうになったとき、そういう「グループをまとめる大たい変へんさ」は、身みをもって知しった。

　ちいさなボタンのかけちがいなら、ちゃんと話はなし合あえば歩あゆみよることもできる。

　だけど、放ほう置ちしてしまうと、おたがいのミゾは、どんどん深ふかくなってしまうんだ……。

「んじゃあ……その意い見けんの食くいちがいが、ふたりの『誤ご解かい』なんすか？」

　コウスケ先せん輩ぱいがたずねると、サツキさんは首くびを横よこにふる。

「シュウはあのころ、よく言いってた。『あいつはまだ子こどもだから、青あおいところがあってもしかたないよ。プロの厳きびしさを知しったとき、わかってくれればいい。それまでは僕ぼくが手た綱づなをにぎってやらなきゃな』って」

　おもわず、「えっ」と声こえが出でる。

　それじゃあ、シュウさんはその時じ点てんでは、べつに怒おこったりはしてなかったんだ。

　なら、なんで……？

「決けっ定てい的てきな事じ件けんが起おきたのは、そのあと。原げん因いんは──アオイがつくった『ヒマワリ』って曲きょくだった」

　ドキリと息いきをのむ。

「『ヒマワリ』って……あの？」

　アオイさんが、「はじめて自じ分ぶんで編へん曲きょくまでやった曲きょく」。

　そして、「ＳＳＳトリプルエスで最さい後ごにつくった曲きょく」。

　はじめて冴さえ木きくんが音おん楽がく室しつで弾ひいてるのを聴きいたときは、すごくきれいなメロディーだと思おもった。

　そして、遊ゆう園えん地ちのコンサートで冴さえ木きくんが弾ひいたのを聴きいたときは、なにか、大たい切せつな人ひとにつたえたいメッセージがこめられているような気きがした。

（でも……）

　冴さえ木きくんは、『ヒマワリ』のことを、

　──きれいなんかじゃないよ、あんな曲きょく。

　って言いったんだ……。

「アオイは、シュウと大おおきなケンカをしたあと、ひそかに『ヒマワリ』をつくったの。私わたしが仲なか直なおりの手て伝つだいをしようかって聞きいても、『俺おれは自じ分ぶんの気き持もちを曲きょくで伝つたえたいんだ。シュウならわかってくれる』って、聞きかなくて」

「曲きょくで伝つたえたい……？」

　その言こと葉ばを聞きいて、全ぜん身しんに、熱あついモノがじわっと広ひろがった。

　アオイさんらしい。

　そう思おもった。

　音おん楽がくに対たいしていつも一いっ生しょう懸けん命めいで、真しん剣けんで。

　動どう画がにコメントをもらえたときは、ソライロのだれよりもよろこんでた。

　アオイさんは本ほん当とうに、音おん楽がくが、動どう画がが大だい好すきなんだ。

「その曲きょく……『ヒマワリ』を、シュウさんは聴きいたんですか？」

　わたしが聞きくと、サツキさんはつらそうに、ギュッと顔かおをしかめた。

「聴きいたよ。…………サイアクの形かたちでね」

「えっ？」

「アオイは完かん成せいした曲きょくを、私わたしたちに相そう談だんなく、ＳＳＳトリプルエスのアカウント〔＊１〕にアップしちゃったの」

　ピンとこなくて、首くびをかしげる。

　どうしてそれが、サイアクの形かたちなの……？

「だって、考かんがえてみて。たとえば、いっちーが絵え師しを担たん当とうしてるのに、アオイがだまって自じ分ぶんで絵えを描かいて、知しらないうちにソライロの動どう画がとしてアップしたら……どう思おもう？」

　想そう像ぞうしたら──胸むねがしめあげられるように苦くるしくなった。

　もしそんなことが起おきたら、「わたしの絵えのこと、心こころのなかでダメって思おもってたんだ！」って傷きずつくと思おもう。

　自じ分ぶんはグループに必ひつ要ようないって言いわれてるみたいで。

　アオイさんのことが大だい好すきであればあるほど、すごく、つらい……。

「アオイに悪わる気ぎはなかったの。あいつは不ぶ器き用ようだからさ……シュウに直ちょく接せつ聴きかせるのが照てれくさくて、考かんがえた結けっ果かが、アカウントへの投とう稿こうだったんだと思おもう。だけど……その行こう動どうはシュウを深ふかく傷きずつけた。シュウは、『自じ分ぶんの編へん曲きょくを否ひ定ていされた』『僕ぼくは必ひつ要ようないってことか？』って、悪わるいほうに受うけとっちゃったんだ」

　わたしたち三人にんは、そろってだまりこんだ。

　アオイさんの気き持もちも、シュウさんの気き持もちも……わかる気きがした。

　ゆずれない信しん念ねんがあるのは、どちらもグループのことを思おもって一いっ生しょう懸けん命めいだったからで。

　それは、ちゃんとおたがいにわかっていたんだと思おもう。

　だからこそ……「裏うら切ぎられた」と感かんじたとき、シュウさんの心こころに、つよい怒いかりと悲かなしみが吹ふきあれたんだ。

　そして、刻きざまれたミゾは、二に度どと修しゅう復ふくができなくなるほどに深ふかまってしまった……。

「これが、あのふたりを引ひき裂さいた事じ件けんの真しん実じつよ。そのあと、リーダーだったシュウが一いっ方ぽう的てきにＳＳＳトリプルエスの解かい散さんを決きめて、それっきり、ふたりはいっさい会あわなくなった」

　サツキさんはかすれた声こえで言いうと、深ふかいため息いきをついた。

　悲かなしみと、そして、後こう悔かいがにじむ瞳ひとみ。

　ゆっくりと目めを閉とじて。

　また、大おおきく息いきをつく。

「……＆アンドＳエスは、ここで解かい散さんしたほうがいいのかもしれないね」

　弱よわ々よわしい声こえ。

　わたしたちは、おどろいて「えっ」と声こえをあげる。

　だって、冴さえ木きくんはそれを止とめるために、あんなに一いっ生しょう懸けん命めいがんばったんだよ。

　それに、＆アンドＳエスはたくさんの人ひとに愛あいされる超ちょう人にん気きグループ。

　＆アンドＳエスの音おん楽がくを待まってるファンの人ひとが、たくさんいて。

　これから、もっともっとたくさんの人ひとに音おん楽がくを届とどけていくはずなのに……！

「＆アンドＳエスの存そん在ざいがアオイとシュウを苦くるしめているのなら、そんなものはないほうがいい。自じ由ゆうに、楽たのしく音おん楽がくをつくってたあのころに、ふたりをもどしてあげたいって思おもうんだ……」

　サツキさんの声こえがふるえた。

　大おおきな瞳ひとみのはしに、透とう明めいのしずくがふくらむ。

「私わたしの夢ゆめは歌か手しゅになること。その夢ゆめは今いま、まさに叶かなってる最さい中ちゅう。……でもね、本ほん当とうは、ＳＳＳトリプルエスの三人にんで、あの楽たのしかったころのままプロになりたかった。それが叶かなうことは、もう、ない……！」

　ぽたり、こぼれ落おちる涙なみだ。

　あふれだす涙なみだの粒つぶは、ポタポタと白しろい手ての甲こうをぬらしていく。

「ふたりが誤ご解かいしてるとわかっていながら、私わたしはなにもできなかった。何なん度どもシュウに『誤ご解かいだよ』って言いったけど、全ぜん然ぜん聞きく耳みみもってくれなくて……。そのうちアオイは音おん楽がくをやめちゃって、私わたしはシュウとふたりでプロをめざす道みちをえらんで……。でも、プロになってから、シュウはぜんぜん楽たのしそうじゃないの。いつもつらそうで、さみしそうだった。だから、アオイとの誤ご解かいさえ解とければ、きっと、もとのふたりにもどれるはずだって、そう思おもったけど……」

　胸むねが、キュッとせつなくふるえる。

　大だい好すきな仲なか間ま同どう士しがぶつかり合あい、誤ご解かいし合あったままグループが解かい散さんしてしまうなんて……。

　サツキさんが経けい験けんしてきたことは、きっと、想そう像ぞうもつかないくらい、つらいものだったにちがいない。

「……けっきょく私わたし、あのころからなんにも成せい長ちょうできてない」

　サツキさんはふるえる手てで涙なみだをぬぐう。

「自じ分ぶんがなにをしたらいいのか、ぜんぜんわからないの。大たい切せつな仲なか間まも守まもれない私わたしが、夢ゆめを語かたる資し格かくなんて、ないんだよ……！」

　しぼりだすようなその声こえは、しずかな待まち合あいロビーに、悲かなしくひびいた。
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〔＊１〕戻る










８　ソライロにできること






　サツキさんが帰かえったあと。

　冴さえ木きくんが目めを覚さましたと、冴さえ木きくんのお母かあさんが教おしえてくれた。

　お会かい計けいの手て続つづきをしてくると言いうお母かあさんと入いれ違ちがいになる形かたちで、わたしたちは病びょう室しつに招まねき入いれられた。

　冴さえ木きくんは夕ゆう陽ひに染そまるベッドの上うえで、しずかに天てん井じょうを見みつめていた。

「冴さえ木きくん……」

　名な前まえを呼よぶと、冴さえ木きくんはうつろな目めで、わたしたちを見みた。

　目めを覚さました姿すがたにホッとすると同どう時じに……胸むねにちいさな痛いたみが走はしる。

「……ほんと、情なさけないやつだな。俺おれは」

　冴さえ木きくんは、ちいさな声こえでつぶやいた。

　まだ体たい調ちょうが万ばん全ぜんじゃないのか、青あおざめた顔かおで、額ひたいに手てを当あてる。

「……シュウとの約やく束そくのこと、だまっていてごめん。これまで何なん度どもみんなに迷めい惑わくをかけてきたから、今こん度どこそ、よけいな心しん配ぱいをかけずに、自じ分ぶんだけでなんとかしたかった……しなきゃいけないと思おもったんだ」

　つらそうにゆがむ表ひょう情じょうを見みるのがつらくて、奥おく歯ばをぐっとかみしめる。

　冴さえ木きくんが悪わるいわけじゃない。

　情なさけないのは、わたしたちだっておなじだ。

　──大たい切せつな仲なか間まも守まもれない私わたしが、夢ゆめを語かたる資し格かくなんてないんだよ……！

　さっきの、サツキさんの言こと葉ばが頭あたまをよぎる。

　わたしたちは冴さえ木きくんを……アオイさんを、守まもれなかった。

　過か去この傷きずからも、かかえこんだプレッシャーからも。

（でも……！）

　涙なみだのかわりに、おなかの底そこから、ふつふつと熱あついモノがわきあがる。

　自じ分ぶんへの怒いかり？　ううん、そうじゃない。

　もっともっと、つよい感かん情じょうだ。

「俺おれの力ちからが足たりなかったせいだ。七曲きょくどころか一曲きょくもつくれないなんて……サツキに合あわせる顔かおがない。俺おれのせいで、＆アンドＳエスまでなくなってしまうなんて──」

「──あきらめちゃダメだよ！」

　わたしは、冴さえ木きくんの言こと葉ばをさえぎってさけんだ。

「アンエスは、まだなくなってない！　まだ間まに合あうよ！」

　冴さえ木きくんは、かすかにふるえる手てを、額ひたいから、そっとはがす。

　悲かなしげな瞳ひとみが──わたしを、まっすぐとらえた。

　ズキンと痛いたむ胸むねの奥おく。

　顔かおをのぞかせようとする弱よわ気きをふりはらうように、体からだの横よこで、ギュッとこぶしをつくった。

「……自じ分ぶんの問もん題だいだとか、迷めい惑わくとか、そんなふうに言いわないで。だって、冴さえ木きくんは、わたしがピンチのとき、一いっ緒しょにがんばってくれたじゃない」

　前まえに成せい績せきが下さがってパソコン禁きん止し令れいを出だされちゃったとき、ソライロのみんなは、一いっ緒しょになやんで、はげましてくれた。

　冴さえ木きくんは、家か庭てい教きょう師しとしてわたしの勉べん強きょうをみてくれた。

　それが、どれだけ心こころ強づよかったか。

　だから今こん度どは、わたしが冴さえ木きくんを支ささえる番ばんだ。

　ここで＆アンドＳエスのことをあきらめたら、冴さえ木きくんは、この先さきずっと後こう悔かいしながら生いきなきゃいけなくなる。

　ＳＳＳトリプルエスを失うしなったことで苦くるしんできたのに。

　そのうえさらに、＆アンドＳエスまで解かい散さんしてしまったら……。

　──もう二に度どと、音おん楽がくをつくれなくなるかもしれない。

（……そんなこと、ぜったいさせない！）

　わたしは、アオイさんの音おん楽がくを…………。

　ううん。

　──冴さえ木きくんを、守まもりたいんだ！

「シュウさんを説せっ得とくしよう！　どうしたらいいかはわからないけど……わたしは、まだあきらめたくなんかないよ！」

　ぐっと、さらにつよくにぎったこぶし。

　冴さえ木きくんは顔かおをしかめたまま、押おしだまっている。

「──オレもそう思おもうぞ」

　口くちをひらいたのは、コウスケ先せん輩ぱい。

「オレは、どんなときもギリギリまでこだわって曲きょくをアレンジしてるアオイさんだから、ソンケーしてんだ。簡かん単たんにあきらめんな。さいごの一秒びょうまであがいてこそ、真しんの男おとこだろ！」

　コウスケ先せん輩ぱいは、冴さえ木きくんの頭あたまをガーッとなでる。

「たまには甘あまえろよ！　これでもおまえより長ながく生いきてんだぜ！」

　ニカッと、笑え顔がお。

　ボサボサ頭あたまで目めをぱちくりさせる冴さえ木きくんに、今こん度どは、りーちゃんが話はなしかける。

「ソライロはこれまでも、さまざまな困こん難なんをのりこえてきたじゃないですか。今こん回かいだって、四人にんで力ちからを合あわせればきっと……いえ、ぜったいに、なんとかなります！」

　力ちから強づよいふたりの言こと葉ばが、胸むねにジーンとしみこんでくる。

　きっと、なんとかできる。

　シュウさんとかわした条じょう件けんが達たっ成せいできなかったからって、可か能のう性せいがゼロになったわけじゃない。

　ふたりの誤ご解かいさえ解とければ、シュウさんは話はなしを聞きいてくれる。

　そしたらきっと、＆アンドＳエスが解かい散さんしなくてすむ道みちもみつかるはずだ。

　でも……ただ、「誤ご解かいだったんだ」って言こと葉ばで説せつ明めいするだけじゃダメなことはわかってる。

　傷きずつき、凍こおりついたシュウさんの心こころに、ちゃんと届とどく方ほう法ほうを考かんがえないと……！

（ソライロにできること……ううん、ソライロにしかできない方ほう法ほうって、なんだろう……？）

　ぐるぐる考かんがえていると。

　ふと、あるものが目めにとびこんできた。

　──病びょう室しつの窓まど辺べに置おかれた、ちいさな花かびん。

「……あっ！」

　その瞬しゅん間かん、ぱあっと目めの前まえがひらけた。

　頭あたまをおおっていた分ぶ厚あつい雲くもが途と切ぎれ、すきまから光ひかりがさしこむ。

　照てらし出だされたのは──一いち輪りんの、黄き色いろい花はな。

「ヒマワリだ……！」

　ふるえる声こえでつぶやき、バッと冴さえ木きくんを見みる。

「冴さえ木きくん、『ヒマワリ』は、シュウさんと仲なか直なおりをしたくてつくった曲きょくなんだよね？」

「……ああ、そうだ」

　冴さえ木きくんは、けわしい表ひょう情じょうのままうなずく。

「あの曲きょくには、シュウとサツキへの感かん謝しゃの気き持もちをこめた。あのころはよくケンカになってしまっていたけど、俺おれはＳＳＳトリプルエスが大だい好すきだってことを伝つたえたくて。そして、俺おれはシュウのおかげでここまで成せい長ちょうできたんだってこと、みとめてほしくて……けっきょく、全ぜん然ぜんうまく伝つたえられなかったけど」

　さみしげに笑わらい、目めをふせる冴さえ木きくん。

　わたしは、すぐにブンブン首くびを横よこにふる。

「伝つたわるよ、今こん度どこそ！　シュウさんの心こころをうごかすのに、これ以い上じょうの曲きょくはない！」

　冴さえ木きくんの眉まゆがぴくりとうごく。

　だけど、やっぱり深ふかくうなだれたまま。その瞳ひとみに力ちからはもどらない。

「……秋あき吉よしの気き持もちはうれしい。でも……『ヒマワリ』は、あくまで過か去この曲きょくなんだ」

　ゆっくりと体からだを起おこす冴さえ木きくん。

　横よこ顔がおに、ぱらぱらと長ながい前まえ髪がみがかかる。

「シュウにみとめてもらうには、今いまの俺おれにしかつくれない曲きょくじゃなきゃダメなんだ。でも……ダメだった。納なっ得とくできる曲きょくなんて、なにもうかばない。今いまの俺おれにしかつくれない曲きょくなんてもの、はじめからなかったんだ……！」

　うつむいたまま、シーツをギュッとにぎる手て。

　前まえ髪がみでかくれて表ひょう情じょうはよく見みえないけど……その心こころは、泣ないているように見みえた。

　見みているだけでつらくて、胸むねが押おしつぶされそうになる。

　だけど──わたしはもう、下したを向むかない！

（今いまのアオイさんにしかつくれない曲きょくなんて、ない？　……ううん、それはちがうよ）

　ぐいとあごを上あげて横よこを見みると、コウスケ先せん輩ぱいとりーちゃんと目めが合あう。

　こっくり、うなずくふたり。

　どうやら、ふたりも、わたしとおなじ意い見けんみたいだ。

「……ここにあるよ。冴さえ木きくん」

　ピンと背せ筋すじをのばし、彼かれを見みる。

　迷まよいなく、まっすぐに。

　そして……いきおいよく、スゥと息いきをすいこんだ。





「昔むかしのアオイさんにはなくて、今いまのアオイさんにはあるもの……それは、

　ソライロ！　わたしたちだよ！」
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　──一いっ瞬しゅん、音おとが消きえたように部へ屋やがしずまりかえった。

　冴さえ木きくんが、ゆっくりと顔かおをあげる。

　大おおきく見みひらかれた目め。

　その瞳ひとみの奥おくに……かすかに、光ひかりがさしこむ。

「アオイさんの音おん楽がくに人ひとの心こころをうごかすパワーがあるってことは、ほかのだれでもない、わたしたちがいちばんよく知しってるよ。だって、その音おん楽がくにひきつけられて、わたしたち三人にんはあつまったんだから！」

　インターネットの、途と方ほうもなく広ひろい海うみのなかで流ながれていた、ひとつの音おん楽がく。

　そのメロディーは、遠とおくはなれた場ば所しょに住すむ、おたがいに名な前まえも顔かおも知しらなかったわたしたち四人にんを、奇き跡せきのように引ひき合あわせた。

　歌うたがすごく上じょう手ずなコウスケ先せん輩ぱい。

　動どう画がの編へん集しゅうはお手ての物もののりーちゃん。

　絵えを描かくのが大だい好すきなわたし。

　そして──世せ界かいでたったひとつの音おん楽がくをつくる、アオイさん。

　年ねん齢れいも得とく意いなこともちがうわたしたちが、「ソライロ」というグループのなかで力ちからを合あわせて、ひとつの動どう画がをつくる。

　それは本ほん当とうに、信しんじられないくらい楽たのしくて──最さい高こうな時じ間かんなんだ！

「音おん楽がくだけではシュウさんの心こころに届とどかなかったかもしれない。じゃあ、そこに歌うた声ごえが乗のったら？　挿さし絵えがついたら？　動どう画ががうごきだしたら……？」

　ひとことずつ、大たい切せつに言こと葉ばにする。

　動どう画がを完かん成せいさせたときの、最さい高こうに幸しあわせな気き持もち。

　四人にんの「大だい好すき」って想おもいが、ぴったり重かさなる感かん動どう。

　ひとりじゃできないことが、四人にんでならできる。

　ひとりひとりの力ちからはつよくなくても、四人にんそろうと、めちゃくちゃすごいことができちゃう。

　だから──。

　だからわたしは、胸むねをはって言いえる！




「大だい丈じょう夫ぶ！　ソライロの動どう画がは、かならずシュウさんに届とどくよ！」




　わたしの心こころにはもう、不ふ安あんは一いっ片ぺんもなかった。

　冴さえ木きくんを見みると、さっきまでの青あおざめた表ひょう情じょうが、すこしずつ和やわらいでいくのがわかる。

　戸と惑まどいがあった瞳ひとみには、じょじょに力ちからが宿やどり。

　ちいさく丸まるまっていた背せ中なかが、しゃんとまっすぐ立たち直なおる。

「昔むかしの俺おれにはなくて、今いまの俺おれにはあるもの……」

　冴さえ木きくんは、ゆっくりとたしかめるようにわたしたちの目めを見みて。

　──うなずいた。




「やってみたい」




　ぱあっと、うれしさが胸むねへつきあげてきた。

　ぐんぐんスピードを上あげる鼓こ動どう。

　わたしはくちびるをふるわせながら、胸むねの前まえで両りょう手てをにぎりしめる。

「……俺おれは、いちばん大だい事じなことを忘わすれてた。自じ分ぶんが……もう、ひとりじゃないってことを」

　言こと葉ばを切きって、ぐっと口くちを一いち文もん字じにむすぶ冴さえ木きくん。

　その瞳ひとみは──夕ゆう陽ひをすいこんで、キラキラと輝かがやきだす。

「力ちからを貸かしてほしい。ソライロの動どう画がで、＆アンドＳエスの解かい散さんを止とめるんだ！」

　冴さえ木きくんの言こと葉ばに、「おーっ！」と声こえをそろえるわたしたち。

　みんなの目めにも、冴さえ木きくんとおなじ、熱あつい炎ほのおが宿やどってる。




　だって、わたしたちはおなじ夢ゆめを持もった仲なか間まだから。

　──めざせ、一〇〇万まん回かい再さい生せい！

　それは、「わたしたちの動どう画がを、たくさんの人ひとに届とどけたい！」って想おもいから生うまれた夢ゆめ。

　でも、大だい事じなのは、「一〇〇万まん回かい」という数すう字じや、「たくさん」という人ひとの数かずじゃなくて。

　たったひとりでもいい。

　この広ひろい世せ界かいのどこかにいる、「だれか」の心こころをうごかしたいってことなんだ。

　だから、ぜったいに──。

　ソライロの動どう画がを、「シュウさん」に届とどけてみせる！








９　動どう画が制せい作さくスタート！






　それからの冴さえ木きくんの回かい復ふくは、とても速はやかった。

　すぐにお医い者しゃさんからＯＫが出でて、無ぶ事じ退たい院いん。

　一日にち、家いえでゆっくり休やすんで──翌よく日じつ、日にち曜よう日び。

　わたしたちソライロの四人にんは、りーちゃんのお家うちに集しゅう合ごうした。

「そんじゃ、『ヒマワリ（ソライロＶｅｒ．）』のミーティングはじめるぞ！」

　コウスケ先せん輩ぱいの仕し切きりで、ミーティングがはじまる。

　りーちゃんの部へ屋やには高こう性せい能のうのパソコンが複ふく数すう完かん備びされてるし、お家うちのなかに本ほん格かく的てきなレコーディングスタジオもあるから、録ろく音おんだってすぐにできる。

　音おん楽がく動どう画がの制せい作さくに必ひつ要ようなものは、ぜんぶそろってるんだ。

「まずはなんといっても、歌か詞しを決きめないとな！　奏そう太た、どうだ？」

「イメージはあります。ただ、うまくまとまらなくて……みんなの力ちからを借かりたい」

　冴さえ木きくんはホワイトボードの前まえに立たち、ペンをとる。

「この曲きょくのメロディーは、サツキとシュウをイメージしてつくった。でも、俺おれが今いま、あらためて歌か詞しを書かくのはちがうと思おもうんだ。過か去この俺おれの頭あたまにあったイメージはいったんリセットして、みんなとあたらしい『ヒマワリ』をつくりたい」

　あたらしい『ヒマワリ』か……。

　わたしは、うーんとあごに手てを当あてる。

　二年ねん前まえにＳＳＳトリプルエスが解かい散さんする原げん因いんとなってしまった曲きょくで、今こん度どは＆アンドＳエスの解かい散さんを食くい止とめるんだ。

　しっかり考かんがえないと……。

「簡かん単たんな感かん想そうでもいいんだ。みんなはこの曲きょくを聴きいて、どんな映えい像ぞうをイメージした？」

　冴さえ木きくんが聞きくと、すぐにコウスケ先せん輩ぱいが「ハイ！」と手てをあげた。

「オレは『ヒマワリ』を聴きいたとき、『笑え顔がお』がうかんだ！　Ａメロは楽たのしくてワクワクしてる笑え顔がお、そんでサビのところは、あったかい、幸しあわせな笑え顔がおだ！」

　ニカッと笑わらうコウスケ先せん輩ぱい。

　その言こと葉ばに、わたしとりーちゃんはコクコクうなずく。

　たしかに、この曲きょくのなかにはだれかの笑え顔がおが見みえた。

　ワクワクはずむ気き持もちと、ふんわり幸しあわせな気き持もち。

　聴きいていておもわず笑えみがこぼれてしまうような、きれいなメロディーなんだよね。

「私わたしも、うかんだイメージがあります」

　つぎに手てをあげたのは、りーちゃん。

「とっても天てん気きのいい快かい晴せいの空そらと、青あお々あおとした木き々ぎ……。この曲きょくの主しゅ人じん公こうをとおして、本ほん当とうにその景け色しきのなかにいるようで。目めを閉とじると、気き持もちのいい風かぜを感かんじるんです」

　りーちゃんの話はなしで、さらにイメージがふくらむ。

　笑え顔がおに、青あお空ぞら、木き々ぎの緑みどり。

　ふきぬける、そよ風かぜ……。

（あ……！）

　頭あたまのなかに、ひとつのストーリーがハッキリとうかんできた。

「主しゅ人じん公こうの男おとこの子こは、暑あつい夏なつの日ひに待まち合あわせをしてるんだ。公こう園えんの木きにもたれかかって、音おん楽がくを聴きいてるの……」




　──音おん楽がくが大だい好すきなその子こは、木きの下したで大たい切せつな人ひとを待まっている。

　待まち合あわせの時じ間かんよりずっとはやくついてしまったけど、待まっている時じ間かんも楽たのしいの。

　高たか鳴なる胸むねのなかには、自し然ぜんと、メロディーがひびきだす。

　はねるような音おん符ぷ。キラキラした旋せん律りつ。

　いてもたってもいられず、彼かれの指ゆびがうごきだす。

　頭あたまのなかの音おん楽がくをなぞるように、透とう明めいなピアノの鍵けん盤ばんをすべっていく。

　照てりつける太たい陽ようの明あかるい光ひかりと。

　こめかみをつたう、汗あせのしずく。

　そして、楽たのしそうに音おん楽がくをひびかせる彼かれの目めの前まえに、一いち輪りんの花はなが咲さく。

　その花はなの名な前まえは──ヒマワリ。




　話はなしながら、スケッチブックにイメージを描かきだす。

　九歳さいくらいの男おとこの子こ（顔かおは描かけないけど）と、空くう中ちゅうにひろがる透とう明めいな鍵けん盤ばん。

　そして、彼かれが音おん楽がくを奏かなでるたび、原はらっぱにニョキニョキ育そだつ、ヒマワリたち。

「……曲きょくの最さい後ごに、待まち人びとが来くるんだ。そのとき、彼かれが咲さかせる笑え顔がおが、この曲きょくのなかでいちばんきれいなヒマワリなの！」

　イントロからアウトロまで、すべての音おん楽がくがひとつのストーリーとなってつながった。

（ああ、すごい！　楽たのしいな！）

　じんじん熱あつくなる指ゆび先さき。

　夢む中ちゅうで鉛えん筆ぴつを走はしらせて、頭あたまのなかのイメージを、つぎつぎに描かきとめていく。




「……すごいな秋あき吉よしは、本ほん当とうに」

　冴さえ木きくんの声こえ。

　われにかえると同どう時じに、かあっと顔かおが熱あつくなった。

「ご、ごめん、わたし、勝かっ手てに夢む中ちゅうになっちゃって……」

「いや。おかげで、俺おれも頭あたまにはっきりと歌か詞しのイメージがうかんだ。たぶん、ここにいる全ぜん員いんがうかべたのと、おなじイメージだ」

　冴さえ木きくんはペンをとり、ホワイトボードにむかった。

　なんの迷まよいもなく、スラスラと文も字じを書かきだしていく。

　その表ひょう情じょうは、まるで大だい好すきなおもちゃで遊あそぶ子こどもみたい。

　楽たのしくてしょうがないって、体からだいっぱいで表ひょう現げんしてる。





　　空そらを見み上あげた

　　ほんのすこしだけ背せ伸のびをして　キミの鼓こ動どうに耳みみをすませ

　　はじめて出で会あったリズムが　僕ぼくの胸むねからはなれないんだ

　　はやく来きて　見みせたいものがある

　　あの日ひ　キミにもらった　ちいさな種たね

　　太たい陽ようの光ひかりをいっぱいあびて

　　ほら　一いち輪りんの花はなを咲さかせたよ






　冴さえ木きくんはさいごまで一いっ気きに歌か詞しを書かき上あげると、フゥと息いきをついた。

　そして、わたしたちをふりかえり──にこりと笑わらう。




「さあ、動どう画が制せい作さくスタートだ！」








10　最さい高こうのパートナー？






　わたしたちは、夢む中ちゅうで動どう画がをつくった。

　タイムリミットは、来らい週しゅうの日にち曜よう日びにある＆アンドＳエスのイベント。

　たったの一週しゅう間かんで、動どう画がを完かん成せいさせなきゃいけない。

（＆アンドＳエスの解かい散さんを止とめるためには、ぜったい、やりとげなきゃ……！）

　だれも言こと葉ばにはしなかったけど、ものすごいプレッシャーだった。

　ただ、そのぶん、動どう画がにかけるパワーも、ぐんぐん上あがっていく。

　みんなでどんどん意い見けんを出だし合あって。

　自じ分ぶんの出だせる知ち恵えをぜんぶしぼって、何なん度ども試し行こう錯さく誤ごをくりかえして。

（はじめて『メロンソーダ』のリミックス動どう画がをつくったときも、こんな気き持もちだったな……）

　はっきりとよみがえる。ドキドキと、ワクワク。

「描かきたい！」って気き持もちがふつふつとわきでてきて。

　こんなに大たい変へんな状じょう況きょうなのに、自し然ぜんと笑えみがこぼれてくる。

（やっぱり、みんなと動どう画がをつくるのって……めちゃくちゃ楽たのしい!!）




「それじゃあリイコ、ディレクションたのむぜ！」

　コウスケ先せん輩ぱいが立たち上あがった。

　編へん曲きょくにあわせて、ボーカルをリテイク（録とり直なおし）することになったんだ。

「気きになったところが数すうか所しょあるのですが、特とくにＢメロのラストフレーズは、もうすこしトーンを落おとしたほうがメリハリがつくと思おもいます」

　言いいながら、りーちゃんは棚たなからＣＤを一枚まいとりだした。

「レオナルド・タナカさんの歌うたが参さん考こうになると思おもうので、持もっていきますね。抑よく揚ようが絶ぜつ妙みょうですごく心ここ地ちよいんですよ。私わたし、最さい近きんハマってて……」

「なっ、なんだよ！　だれだよそいつ！」

　とつぜん、コウスケ先せん輩ぱいが怒おこったようにさけぶ。

　その反はん応のうに、みんな、目めをぱちくりさせる。

「えっ……レオナルドさんは、有ゆう名めいなオペラ歌か手しゅですよ」

「有ゆう名めい？　オレは知しらねーぞ！　なんだ、このジャケット！　かっこつけやがって！」

「ファンの方かたの間あいだではレオ様さまってよばれているみたいですよ。コウちゃんもテレビなどで見みたことありませんか？　イタリア生うまれの日に本ほん人じんで……」

「知しらん！」

　コウスケ先せん輩ぱいはぷりぷり怒おこりながら、バッとＣＤをうばいとる。

「ちょっと、コウちゃん？」

「レオ様さまだかなんだか知しらねーが、このコウスケ様さまが負まけるわきゃねぇ！　百ひゃく億おく回かい聴きいてテクニック盗ぬすんでやる！」
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「もうっ、乱らん暴ぼうにあつかわないでください！　限げん定てい盤ばんなのですから！」

　バタバタとにぎやかに部へ屋やを出でて行いくふたり。

（コウスケ先せん輩ぱい……もしかして、嫉しっ妬としてるのかな？）

　たぶん、りーちゃんがレオ様さまをほめたから。

　そう思おもったら、なんか、ドキドキしてきちゃった。

　やっぱり、コウスケ先せん輩ぱいはりーちゃんのこと……。




　コンコン

　ふいに、ドアがノックされる音おとがした。

「あら、リイコたちはスタジオのほうかしら？」

　りーちゃんのママが、にこりとほほえみながら部へ屋やに入はいってくる。

「いそがしいのにお邪じゃ魔ましてごめんなさいね」

「あ、いえ！　こちらこそお邪じゃ魔ましてます！」

「フフ。おやつと飲のみもの、よかったらどうぞ」

（わ〜、あいかわらず、超ちょう美び人じん！）

　キラキラしたオーラに、つい見みとれちゃう。

　りーちゃんのママは、世せ界かい的てきに有ゆう名めいなピアニストなんだ。

　お仕し事ごとがいそがしいから、なかなかごあいさつをするチャンスがないんだけど、ソライロの活かつ動どうをすごく応おう援えんしてくれてて。いつもお世せ話わになってるの。

「お口くちに合あうとうれしいわ。恋こいもそっちのけでがんばっているソライロのみんなへ、すこしはやいけど、バレンタインプレゼントよ」

　お皿さらいっぱいのチョコレートを手てに、いたずらっぽく笑わらうりーちゃんママ。

　つい、ぽかーんとする。

「あれ？　そういえば……バレンタインって、今こん週しゅう……？」

　このところいろんなことがありすぎて、すっかり忘わすれてた。

　なにも準じゅん備びしてないや……。

（でも、いいんだ。今いまはバレンタインよりも、動どう画がのほうが大だい事じだもん！）

　ブンブン首くびをふって、りーちゃんのママがテーブルに置おいていってくれたチョコに手てを伸のばす。

　よーし！　おやつを食たべたらもうひとがんばりだ！

「──秋あき吉よしは、だれかにあげる予よ定ていあったの？」

　冴さえ木きくんの言こと葉ばに、伸のばしかけた手てがビクッと止とまる。

「えっ!?　わ、わ、わたしは……」

　カーッと熱あつくなる顔かお。

　去きょ年ねんは、パパにあげて。それから、ユキちゃんたちと友ともチョコの交こう換かんをした。

　だけど、今こ年としは……。

　チラッと横よこを見みると。

「ん？」

　ふいうちのほほえみ。

　ぼんっ

　顔かおがバクハツするんじゃないかってくらい、全ぜん身しんの血ちがふっとうする。

　だって！　だって、今いままで男おとこの子こにあげるなんて、考かんがえたことさえなくて……。

　初はつ恋こいもずっとなかったし、友ともだちといたほうが楽たのしかったし。

　……まさか自じ分ぶんに、チョコをあげたいって思おもえる人ひとができるなんて、思おもってなかったから。

（でも、今こ年としはもう、まにあわないし。来らい年ねんは……）

　──来らい年ねんのバレンタインには、冴さえ木きくんはもう、東とう京きょうに行いっちゃってるんだ！

　ズキンッ

　胸むねにするどい痛いたみが走はしる。

「さ、冴さえ木きくんは、どうせ明日あした、たくさんもらえるよ。クラスの子ことか、あと、ほら、その……サツキさんからとかさ」

　言いった瞬しゅん間かん、すぐに後こう悔かいした。

　ずっと気きになってしょうがなかったことが、つい口くちをついて出でてしまった。

　冴さえ木きくんが──サツキさんを、好すきなのかどうか。

（わたしのバカ……！）

　ギュッとくちびるをかむ。

　……こたえを聞きいたら、この恋こいが終おわっちゃうのに。

　そうなったらもう、「人じん物ぶつの顔かおが描かけない」ていどのスランプじゃすまなくなるかも……。

「ご、ごめん、変へんなこと言いって……今いまの忘わすれて！」

　あわてて言いうと、冴さえ木きくんはポリポリとほほをかく。

「どうしてサツキが出でてくるの？」

「えっ？」

「たしかに昔むかしはもらってたけど、ＳＳＳトリプルエスが解かい散さんしてからはほとんど会あわなかったし。今いまさら、もらうこともないと思おもうけど」

　複ふく雑ざつそうな表ひょう情じょうをうかべる冴さえ木きくん。

（こんな顔かおするってことは、やっぱり冴さえ木きくんは、今いまでもサツキさんのこと……！）

　ズキン、ズキン

　胸むねの痛いたみが増ましていく。

　ギュウッとスカートをつかんで、目めをふせる──と。

「……けっこう好すきだったんだけどな、サツキがくれた……でっかい棒ぼうつきキャンディー」

　へ？

　冴さえ木きくんは悲かなしそうな顔かお……？　ううん、というより、はずかしそうな顔かおしてる？

「なんか、みょうにおいしくてさ……毎まい年とし、ひとりで部へ屋やにかくれてこっそり食たべてた。でも一時じ間かんくらいかけても、なくならないんだ」

　わたしは、目めをぱちくりさせる。

　クールな表ひょう情じょうで、おっきいアメをなめる冴さえ木きくんを想そう像ぞうしたら……。

「ふふっ」

　おもわずふきだしちゃった。

　冴さえ木きくんも、フッと笑わらう。

「やっぱり、秋あき吉よしは笑わらってるのがいちばんだ」

　ぽんっ

　頭あたまにやさしくのせられた手て。

　どきん、と胸むねが高たか鳴なると同どう時じに──きゅうっと痛いたくなる。

（こんなことされたら、もっと好すきになっちゃうよ。冴さえ木きくんの好すきな人ひとは、サツキさんなのに……！）

「ご、ごめんね。わたし、無む神しん経けいなこと言いって」

「無む神しん経けい？」

　きょとんと首くびをかしげる冴さえ木きくん。

　言こと葉ばの意い味みが、本ほん気きでわからないって顔かおしてる。

「えっ、だ、だから、その……サツキさんのこと、昔むかしのこととはいえ、デリケートな話わ題だいだったよね」

「…………ん？」

　また、おなじ反はん応のう。

　ぜんぜん話はなしが通つうじてない！　わたしが話はなすのがヘタなせいだ……！

「その……じつは聞きいちゃったんだ。サツキさんとアオイさんが……昔むかし、つきあってたって」

　わたしが言いったとたん、冴さえ木きくんは「えぇ？」と両りょう眉まゆをあげた。

　そして、おなかをかかえて笑わらいだす。

「アハハ、まさか！　俺おれとサツキが？　なにそれ、だれから聞きいたの？」

「コ、コウスケ先せん輩ぱいが、シュウさんからそう聞きいたって……」

「ないない。サツキが中ちゅう学がくのとき、俺おれ小しょう三だよ？　相あい手てにされるわけ……」

「──もし、相あい手てにされてたら？」

　とっさに聞きいちゃった。

　冴さえ木きくんはおどろいたように目めをまたたかせる。

「あ、その、えっと……」

　なに聞きいてるんだろ、わたし！

　ふたたび大おおきな後こう悔かいが押おしよせて、頭あたまをかかえていると。

　バタバタと足あし音おとが近ちかづいてきて、ドアが開ひらいた。

「あったあった！　水みず忘わすれちゃってさ……ん？　なんだ、なんかあったか？」

　コウスケ先せん輩ぱいは、わたしたちの変へんな空くう気きを感かんじとって、首くびをかしげた。

「あの、俺おれがサツキとつきあってたって、本ほん当とうにシュウに言いわれたんですか？」

「えっ」

　とつぜん冴さえ木きくんに聞きかれて、コウスケ先せん輩ぱいの顔かおがこおりつく。

　わ〜っ！

　また聞ぎきの話はなしを、勝かっ手てに本ほん人にんに伝つたえてごめんなさいっ！

　心こころのなかであやまっていると、コウスケ先せん輩ぱいがおずおずと話はなしだした。

「あ、ああ〜……それな。前まえにさ、シュウさんからメッセージで言いわれたんだ。その、『サツキとアオイはいいパートナーだった』って……」

「パートナー……？」

　冴さえ木きくんは、ぽかんと目めを丸まるくさせて。

　しばらくして、冴さえ木きくんは「ああ」と手てを打うった。

「もしかして、『レコーディングパートナー』の話はなし？」

「レコーディングパートナー？」

　こんどは、わたしがきょとんとする番ばんだった。

「ＳＳＳトリプルエスのとき、サツキの歌うたのレコーディングディレクターは俺おれの担たん当とうだったんだ。編へん曲きょくはいつまでたってもまかせてもらえなかったけど、ディレクションの技ぎ術じゅつはシュウもみとめてくれて。『いいパートナーだな』って言いってくれてたんだよ」

　な、なーんだ……。

　そういうことかぁ。

「ま、まじか！　なんかごめんな！　オレ、めっちゃ勘かん違ちがいしてて……！」

　真まっ赤かになってあやまるコウスケ先せん輩ぱいの横よこで、わたしはどっと肩かたの力ちからがぬけて、ソファーにもたれた。




　コウスケ先せん輩ぱいがレコーディングスタジオにもどって、また部へ屋やにふたりっきり。

　冴さえ木きくんは、すこし考かんがえこむように窓まどのほうを見みた。

「……さっきの続つづきだけど。俺おれ、サツキにずっと、憧あこがれてるんだ。でもそれは、恋れん愛あい感かん情じょうじゃない。サツキにもシュウにもおなじ気き持もちだよ。年とし上うえの兄きょう姉だいに追おいつきたくて、背せ伸のびして……そんな感かんじさ」

　なつかしそうに目めを細ほそめる冴さえ木きくん。

（そっか！　冴さえ木きくんは、サツキさんのことを好すきなわけじゃなかったんだ……！）

　両りょう手てを胸むねに当あてて、ギュッとにぎる。

　ホッとしたというか……なんか、変へんな気き持もち。

「──ねぇ、秋あき吉よし」

　ふと、冴さえ木きくんがわたしのほうを見みた。

　透すきとおるような、きれいな瞳ひとみ。

　見みつめられた瞬しゅん間かん、ボッと、全ぜん身しんから火ひがでるんじゃないかってくらい熱あつくなる。

　やばい、なんか頭あたまがのぼせてきた！

「あ、その……そろそろ、作さ業ぎょうにもどらなきゃ！」

　わたしはバタバタと鉛えん筆ぴつを手てにとって、むりやりイラスト制せい作さくにもどった。

　絵えを描かけば、気き持もちが落おちつくはず！

（ああ、頭あたまがボーッとする……！）

　あたらしいページをひらいて鉛えん筆ぴつの先さきをのせると──不ふ思し議ぎと、手てがひとりでにうごきだした。

　スラスラと流ながれるように描かかれる線せん。

　一いち面めんの原はらっぱ。一いち輪りんのヒマワリ。

　大おおきな木きの根ね元もとに腰こしかけ、透とう明めいなピアノの鍵けん盤ばんで音おん楽がくを奏かなでる男おとこの子こ……。

　この子こが待まってるのは、太たい陽ようのようにまぶしい憧あこがれの人ひと。

　そして、この子この笑え顔がおは、その光ひかりに向むかって背せ伸のびをする「向日葵ひまわり」みたいに……！

（…………あれ？）

　描かき上あげて、息いきをのむ。

　ラフの中ちゅう央おうにいるのは、これ以い上じょうないほどいい笑え顔がおの、男おとこの子こ。

　人じん物ぶつの、顔かお……！

「描かけた……！　わたし、人ひとの顔かお、描かけた！」

　おもわずさけんだ。

　すぐにスケッチブックを持もち上あげて、冴さえ木きくんのところへ駆かけよる。
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「本ほん当とうだ……！」

　冴さえ木きくんは目めを見みひらいて。

　それから、みるみる笑え顔がおに変かわる。

「よかった……本ほん当とうによかった！」

　心こころの底そこからうれしそうに、大だい事じそうに、わたしの絵えを見みつめる冴さえ木きくん。

　胸むねのまんなかが、ポカポカあったかくなる。

　わたしがスランプのときは自じ分ぶんのことのように心しん配ぱいしてくれて、克こく服ふくしたときは、わたし以い上じょうによろこんでくれる。

　とてもありがたくて、幸しあわせだなぁって思おもった。

（それにしても……冴さえ木きくんとサツキさんはつきあってなかったってわかったとたん、スランプを克こく服ふくしちゃうなんて……わたしって、ものすごく単たん純じゅん……！）

　おかしくて、苦にが笑わらい。

　でも、これで「顔かおが描かけない」って心しん配ぱい事ごとはなくなった。

　あとは思おもう存ぞん分ぶん、イラストを完かん成せいさせていくだけ！

「秋あき吉よし。ひとつ、おねがいがあるんだけど」

　ふいに、冴さえ木きくんが言いった。

「……この絵え、動どう画がが完かん成せいしたら、もらってもいい？」

　おもわず、「えっ？」と目めを見みひらく。

　冴さえ木きくんは、すこし言いいにくそうにポリポリと頭あたまをかいて、下したをむいた。

「……どんなバレンタインチョコより、俺おれは、秋あき吉よしの絵えのほうがうれしいから」

　前まえ髪がみの下したにのぞく、はにかんだ口くち元もと。

　うれしくて。

　幸しあわせで。

　──さみしくて。

　胸むねがはじけて、とびちりそう。

（冴さえ木きくんは、もうすぐ東とう京きょうに行いっちゃうのに……こんなに好すきになっちゃったら、お別わかれがつらくなる……！）




　もしも、わたしに勇ゆう気きがあれば、「東とう京きょうに行いかないで」って言いえるのかな。

　好すきです、って……もし、言いえたら。

　なにか、変かえることができるのかな？




「あ、あの……」




　──行いかないで。東とう京きょうへも、ＳＳＳトリプルエスへも。

　──これからも、そばにいたいんだ。




　のどまであがってきた言こと葉ばに、キュッとちぢむ心しん臓ぞう。

　臆おく病びょうな自じ分ぶんが、体からだにブレーキをかける。

（…………ああ、ダメだ……やっぱり、言いえないよ……！）

　爪つめが食くいこむほどつよくにぎった手て。

　べったりとにじむ汗あせ。

　わたしは、出だしかけた言こと葉ばをぜんぶのみこんで──笑わらった。

「……ホワイトデーのおかえし、楽たのしみにしてるね！」

　冴さえ木きくんはきょとんと目めを見みひらいて。

「了りょう解かい」

　ちいさく、ほほえんだ。








11　運うん命めいの日ひ






　──日にち曜よう日び。

　いよいよ、＆アンドＳエスのイベントの日ひがやってきた。

「う〜、さみ〜！　緊きん張ちょうする〜っ！」

　駅えきに到とう着ちゃくするなり、コウスケ先せん輩ぱいが両りょう手てをこすりながら言いった。

　時じ刻こくは、イベント開かい始しの三時じ間かん前まえ。

　このイベントは、キャンペーンの抽ちゅう選せんで当とう選せんした人ひとだけが参さん加かできるもので、参さん加か者しゃは、ミニライブとトークショーを観みることができるんだって。

　そのイベントのなかで、解かい散さんを発はっ表ぴょうするって言いってたけど……。

　わたしたちは、それを止とめに来きたんだ！

「──やばい！　もうすぐ生なまのＳＡＴＳＵＫＩサツキに会あえると思おもうと心しん臓ぞう止とまりそう！」

　ふいに、すれちがった女おんなの子こたちの声こえが耳みみにとびこんできた。

　中ちゅう学がく生せいくらいの三人にん組ぐみで、みんなリュックに＆アンドＳエスの缶かんバッジをつけている。

「解かい散さんとかウワサされてるけど、ぜったいないよね!?」

「ＳＡＴＳＵＫＩサツキがファンを悲かなしませるようなことするわけないよ！　あ〜、はやく会あいたいなぁ！」

　目めをキラキラさせながら、足あし早ばやに会かい場じょうのほうへ歩あるいて行いく女おんなの子こたち。

　胸むねが、チクリと痛いたむ。

（みんな、あんなにアンエスが大だい好すきで楽たのしみにしてるのに……解かい散さん発はっ表ぴょうなんて、ぜったい聞きかせたくないよ！）

　まだ三時じ間かん前まえだっていうのに、駅えき前まえには他ほかにも＆アンドＳエスのファンらしき人ひとたちがたくさんいた。

　そのだれもが、これからはじまるイベントに心こころをはずませ、いっぱいに笑え顔がおを咲さかせて。

　近ちかくにいるだけで、＆アンドＳエスへの愛あいがひしひしと伝つたわってくる。

（このファンの人ひとたちのパワーを、シュウさんに伝つたえられないかな……？）

　──そのとき。

　ふと、わたしの頭あたまに、あるアイディアがうかんだ。




「……なにしに来きた？」

　控ひかえ室しつをたずねると、シュウさんはきびしい表ひょう情じょうでわたしたちを見みた。

「よくも僕ぼくの前まえに顔かおを見みせる気きになったな、アオイ」

　そのするどい視し線せんに、ピリッとした緊きん張ちょうが走はしる。

　ふつうは芸げい能のう人じんの控ひかえ室しつなんて関かん係けい者しゃ以い外がいのわたしたちが入はいれる場ば所しょじゃないんだけど、サツキさんにお願ねがいして、ここまで連つれてきてもらったんだ。

「私わたしのお客きゃくさんだよ。ここは私わたしの控ひかえ室しつでもあるんだし、いいでしょ？」

　サツキさんに言いわれると、シュウさんは苦にがい顔かおをうかべる。

「……勝かっ手てにすれば」

　不ふ機き嫌げんそうに言いって、奥おくのイスに腰こしかけるシュウさん。

　わたしたちは、緊きん張ちょうしながら控ひかえ室しつに入はいった。

「いそがしいところに押おしかけてごめん。でも、今いま、この動どう画がをどうしても見みてほしいんだ」

　こわばった表ひょう情じょうで言いう冴さえ木きくん。

　すぐにりーちゃんがノートパソコンをひらき、動どう画がを再さい生せいする準じゅん備びをすすめる。

　だけど……シュウさんはこちらに背せを向むけたまま。

「シュウ。こっち来きて、ちゃんと見みようよ」

　見みかねたサツキさんが声こえをかける。

「なぜ？　僕ぼくは関かん係けいない、サツキの客きゃくだろ？」

「関かん係けいなくないよ。＆アンドＳエスの代だい表ひょうはシュウでしょ？　私わたしをたずねてくれたお客きゃくさんを、代だい表ひょうとしてちゃんともてなして」

「それはムリだ。僕ぼくはいそがしい」

　つんけんした声こえで言いうシュウさん。

　わたしは勇ゆう気きをふりしぼって、一いっ歩ぽ前まえへ歩あゆみ出でる。

「おねがいします。シュウさんに見みてもらうためにつくった動どう画がなんです」

　シュウさんが、軽かるくこちらをふりむく。

　つめたい視し線せん。

　おもわず後あとずさりそうになるけど、ぐっと足あしをふんばってこらえた。

「シュウさんは前まえに言いいましたよね、僕ぼくらを倒たおす覚かく悟ごが、キミにはあるの？　って……」

「……へぇ？　まさか、僕ぼくらを倒たおす動どう画がができたって？」

「はい」

　シュウさんの眉まゆがぴくりとうごく。

　胃いのあたりがキリキリと痛いたくなるけど、足あしをさらにふんばる。

　つめたく冷ひえた手てを、つよく、つよくにぎって……。

「……見みてもらえれば、わかります」

　わたしの言こと葉ばに、シュウさんの表ひょう情じょうがすこし変かわった。

　眉まゆをひそめ、ゆっくりと立たち上あがる。

「……わかるって、なにが？」

「冴さえ木きくんが──アオイさんが、シュウさんに伝つたえたかったこと」

　わたしが力ちから強づよく言いうと、シュウさんは苦にが々にがしく笑わらった。

「それならもう、じゅうぶん伝つたわってるよ。僕ぼくの手てなんか必ひつ要ようないって、自じ分ぶんの才さい能のうを見みせびらかしたかったんだろ」

「ちがいます！」

「見みてもらえれば、わかります！」

「そうです。見みていただければ！」

　コウスケ先せん輩ぱいとりーちゃんが、つづけて声こえをあげる。

　シュウさんは、いぶかしげにわたしたちをじいっと見みて。

　スッと、冴さえ木きくんを見みすえた。

　背せ筋すじが凍こおるような、憎にくしみのこもった目め。

　冴さえ木きくんはひるんだように、こくりとのどをならす。

「…………シュウ、見みてくれ。たのむ」

　かすかにふるえる声こえ。

　冴さえ木きくんは目めをそらすことなく、じっとシュウさんを見み返かえした。

「──よーし、わかった！」

　サツキさんが、ぱんっと手てをうつ。

　みんなおどろいて視し線せんをむける。

「シュウがこの動どう画がを見みないなら、私わたし──イベントでメチャクチャやっちゃうから！」

「は？」

　シュウさんが、ぽかんと口くちをひらく。

　サツキさんは真しん剣けんな表ひょう情じょうで、ずいと胸むねをはる。

「シュウのあることないこと、メディアの前まえで言いいまくっちゃうよ！　ピーマンが食たべられないとか、チワワのぬいぐるみを枕まくら元もとに置おいてるとか──」

「おいっ！」

　シュウさんは苛いら立だたしげにバンッと机つくえをたたいた。

「あぁ、もうっ！　わかったよ！　見みればいいんだろ！」

　髪かみをかきむしりながらずんずん歩あるいてきて、ノートパソコンの前まえに立たつ。

「……見みるだけだ。終おわったらすぐに帰かえれ」

　その瞳ひとみは変かわらずつめたいけど……なんとかパソコンの前まえに来きてもらえた！
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　冴さえ木きくんはシュウさんを見みつめ、ぐっとこぶしをにぎる。

「それじゃあ、再さい生せいをはじめるよ」

　しんとしずまる部へ屋やのなか。

　ふるえる指ゆびで、冴さえ木きくんは動どう画がの再さい生せいボタンを押おした。




　はじめに表ひょう示じされるのは、『ヒマワリ（ソライロＶｅｒ．）』って、タイトルロゴ。

　ここは、風かぜにそよぐ感かんじで文も字じをうごかそうって、りーちゃんと、すごく試し行こう錯さく誤ごしたんだ。

　そして、流ながれだすイントロのメロディー。

　オリジナルのアレンジではピアノがメインだったバックミュージックを、アコースティックギターに変かえようと提てい案あんしたのは、コウスケ先せん輩ぱいだった。

　イラスト、メロディー、映えい像ぞう、歌うた声ごえ。

　わたしたちが、今いまできるすべて。

　ありったけの全ぜん力りょくが、この動どう画がにつまって……。

（…………あれ？）

　ふと、違い和わ感かんをおぼえる。

（ちがう……完かん成せいしたときに見みた感かんじと、ぜんぜんちがう！）

　びっくりして、ぽかんと口くちがひらきっぱなしになった。

　悪わるくなったとか、変へんだとか、そういうことじゃなくて。

　逆ぎゃく。

　前まえより、だんぜん、パワーがつたわってくる！

　──その理り由ゆうは、すぐにわかった。

（そうか……！　今いまこの場ば所しょに、わたしたち以い外がいの〝想おもい〟が、あつまってきてるんだ！）

　ここは、＆アンドＳエスのイベントの控ひかえ室しつ。

　会かい場じょうにはもう、サツキさんの登とう場じょうを待まつたくさんのファンが来きてる。

　当とう然ぜんみんな解かい散さんのウワサを聞きいて、心しん配ぱいしてるはずだ。

　──＆アンドＳエスが解かい散さんするなんて、イヤだ！

　ひとつになったファンの想おもいが、今いま、わたしたちの動どう画がに乗のっかってるんだ！

　声こえにならない感かん動どうが、おなかの底そこからふつふつとわきあがってくる。

（やっぱり……動どう画がの力ちからって、すごい！）

　これなら、きっと……きっと、届とどく！




　わたしは、そっとシュウさんを見みた。




　──そして。

　動どう画がの再さい生せいは終おわり、あたりは静せい寂じゃくにつつまれた。








12　シュウの心こころのなか






　──ソライロの動どう画がを見みていたら、不ふ思し議ぎと、昔むかしのことを思おもい出だした。




　僕ぼくの家いえは、いわゆる『スパルタ教きょう育いく』的てきな家か庭ていだった。

　厳げん格かくな父ちち。プライドの高たかい母はは。

　僕ぼくはちいさいころから、「エリート」でいることを強しいられた。

　勉べん強きょうと習ならい事ごとで息いきつくひまもない毎まい日にち。

　将しょう来らいは医い者しゃか弁べん護ご士しになれ、と言いわれていた。

　楽たのしいことなんてひとつもなかった。




　──そんな日ひ々びが変かわったのは、小しょう学がく二年ねん生せいのとき。

　僕ぼくは当とう時じ習ならっていたバイオリンのレッスンの帰かえり、公こう園えんに寄よったんだ。

　家いえに帰かえるのがなんとなく憂ゆう鬱うつで。

　夕ゆう方がたの公こう園えんで、ひとり、バイオリンを弾ひいていた。

　すると──その音おとに重かさなって、歌うた声ごえが聞きこえてきたんだ。

　びっくりして見み上あげると、マンションの二階かいのベランダで、女おんなの子こが手てをふってた。

　おなじクラスの、春かす日が颯さつ希き。

「歌うた、うまいんだね」

　なにげなく言いった言こと葉ば。

　そしたら。

　サツキは、信しんじられないくらいうれしそうに目めをキラキラさせて、笑わらったんだ。

「でしょ!?　私わたし、歌か手しゅになるからね！」

　その瞬しゅん間かん、僕ぼくの世せ界かいはパッと色いろづいた。




　歌か手しゅになるのが夢ゆめだっていうサツキと話はなすのは楽たのしくて、新しん鮮せんだった。

　親おやに将しょう来らいを決きめられていた僕ぼくには、自じ分ぶんで追おいかけたいと思おもう夢ゆめがなかったから。

　僕ぼくは勉べん強きょうと習ならい事ごとの合あい間まをぬって、作さっ曲きょくの勉べん強きょうをはじめた。

　新あたらしい曲きょくを聴きかせるたび、目めを輝かがやかせて「いいじゃん！」って笑わらう、あの顔かおが見みたい。その一いっ心しんで。

　サツキの夢ゆめが叶かなうところを見みてみたい。

　いつしか、それが、僕ぼくの夢ゆめになった。




　──ふたたび変へん化かがおとずれたのは、中ちゅう学がく二年ねん生せいになったころだ。

　当とう時じ小しょう三だったいとこの奏そう太たが、僕ぼくに「聴きいて」と、一枚まいのＣＤをつくってきた。

「シュウの曲きょくがかっこいいから、おれもつくってみたんだ！」

　はじめてつくったというその曲きょくに、僕ぼくは衝しょう撃げきを受うけた。

　耳みみに残のこるフレーズに、洗せん練れんされたメロディー。

　僕ぼくが五年ねんかけて学まなんだことを、奏そう太たは一いち度どでやってのけたんだ。

　そのときは、くやしさよりもワクワクのほうが大おおきかった。

（三人にんでなら、本ほん当とうに、夢ゆめを叶かなえられるかもしれない！）

　そして、ＳＳＳトリプルエスが走はしりだした。

　シュウ、サツキ、ソウタ。三人にんのイニシャルをとって、ＳＳＳトリプルエス。

　それからしばらくは、本ほん当とうに充じゅう実じつした毎まい日にちだった。

　僕ぼくと奏そう太たで曲きょくをつくり、サツキが歌うたう。

　必ひっ死しで動どう画が編へん集しゅうの勉べん強きょうをし、ワク動どうへの投とう稿こうもはじめた。

　つぎはどんな動どう画がにしようか。

　音おん楽がくの魅み力りょくをもっと引ひき出だす編へん曲きょくにしてやろう。

　あれこれ考かんがえているうちに、あっというまに日ひが暮くれた。
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　──でも、しだいに、僕ぼくらはすれちがってしまった。

　僕ぼくは「プロデビュー」という目もく標ひょうのため結けっ果かを求もとめたが、奏そう太たはちがった。

　僕ぼくらはよくぶつかり、ケンカも絶たえなくなっていった。

　グループが思おもいどおりにいかない歯はがゆさと、才さい能のうへの嫉しっ妬と。

　僕ぼくの心こころには、ゆっくりと黒くろい感かん情じょうがつみかさなっていき……。

　そして、ある日ひ。決けっ定てい的てきな事じ件けんがおきた。

　……あいつは、僕ぼくにだまって自じ分ぶんの曲きょくを投とう稿こうしたんだ。

　──裏うら切ぎられた。

　そう思おもった。

　大たい切せつな仲なか間まだと思おもっていたからこそ……許ゆるせなかった。

　アオイが『ヒマワリ』を投とう稿こうしたのは、自じ分ぶんが僕ぼくを超こえたことをしめすため。つまり、僕ぼくはもう必ひつ要ようないってことだろ？

　サツキは、「誤ご解かいだよ。アオイはシュウが大だい好すきだから、それを伝つたえたかったんだよ」なんて言いっていたけれど……アイツはなにも言いわず、音おん楽がくもやめた。

　それっきり、いっさい連れん絡らくをすることも、してくることもなかった。

　それなのに……アイツは僕ぼくの知しらないところでまた音おん楽がくをはじめて、あたらしい仲なか間まとともに、ふたたび僕ぼくたちの前まえにあらわれたんだ。

　過か去こに決けっ着ちゃくをつけないまま、僕ぼくとサツキにも、あたらしい仲なか間まにも、きちんとむきあおうとしないアイツを、僕ぼくはどうしても許ゆるせなかった……。




　でも──。

　不ふ思し議ぎだ。

　あのときとおなじ音おん楽がくなのに、この動どう画がは、僕ぼくの心こころの奥おく深ふかいところへ、スッと入はいってくる。

　──アオイ。

　あのとき、おまえが僕ぼくに伝つたえたかったこと……やっと、わかった気きがするよ。








13　いちばん輝かがやける場ば所しょ






　わたしたちは、固かた唾ずをのんでシュウさんの言こと葉ばを待まった。

　長ながい沈ちん黙もくだった。

　だれも、ぴくりともうごこうとはしない。

　シュウさんは腕うで組ぐみをしたまま、けわしい表ひょう情じょうで画が面めんを見みつめている。

　彼かれの第だい一いっ声せいで、すべてが決きまる。

　＆アンドＳエスは解かい散さんするのか。

　それとも──。




「──おどろいたな」




　シュウさんは、はっきりとした声こえで言いった。

「この動どう画がから……なにか、目めには見みえない、大おおきな〝声こえ〟が聞きこえた気きがするんだ。とても、とても多おおくの人ひとの声こえが……」

　わたしたち四人にんは、ハッと息いきをのみ視し線せんをかわす。

「──これを見みてください！」

　わたしはポケットから携けい帯たいをとりだして、シュウさんに見みせた。

　画が面めんに表ひょう示じされるのは、ＳＮＳ「Ｔｕｔｔｕｉｔｅｒツッツイター」のページ。

　そこに、たくさんのコメントがならんでいた。





『＆アンドＳエスぜったい解かい散さんしないで！』

『＆アンドＳエスの動どう画がのおかげで学がっ校こうに行いく勇ゆう気きが出でました。ありがとう』

『私わたしの夢ゆめは歌うたい手てです。＆アンドＳエスみたいになりたい！』

『ずっと応おう援えんしてます！　つぎの新しん曲きょくが待まちきれません!!』






　そのすべての投とう稿こうについているのは、『＃＆アンドＳエス大だい好すき』ってタグ。

「わたしたち、ここに来くる前まえ、Ｔｕｔｔｕｉｔｅｒツッツイターにコメントを投とう稿こうしたんです」




ソライロ『＆アンドＳエスの解かい散さんを止とめたいです！　みなさん力ちからを貸かしてください！　＃＆アンドＳエス大だい好すき』




　あれから、まだ数すう十分ぷんしか経たっていないのに、わたしたちの投とう稿こうは、あっというまに拡かく散さんされたんだ！

『＃＆アンドＳエス大だい好すき』ってタグで検けん索さくすると、今いまもどんどんコメントが増ふえていく。

　ファンの人ひとたちが、＆アンドＳエスへの想おもいや感かん謝しゃを言こと葉ばにして投とう稿こうして。

　それが、またその人ひとの友ともだちへ、そのまた先さきへ……。

　そうしてネットでつながった、世せ界かい中じゅうの「だれかの声こえ」が、わたしたちの動どう画がに乗のって、シュウさんの耳みみに届とどいたんだ！




　しばらく目めを見みひらいてコメントを読よんでいたシュウさんは、ふいに、フッと力ちからがぬけたように腕うでを下おろした。

「『＆アンドＳエス大だい好すき』、か……」

　ちいさなため息いき。

　物もの思おもいにふけるように、フッと目めをふせる。

「……いつから忘わすれてしまったんだろう。僕ぼくは……本ほん当とうに、『大だい好すき』って気き持もちで音おん楽がくを、動どう画がをつくりはじめたんだ。大だい好すきで、楽たのしくて……僕ぼくの『夢ゆめ』のはじまりは、そこにあったのに」

　さみしげに笑わらうシュウさん。

　でも、どこかスッキリとした表ひょう情じょうにも見みえた。

　シュウさんは、まっすぐ冴さえ木きくんの前まえに立たち。

　ぽんと、頭あたまに手てをのせる。

　その瞬しゅん間かん──冴さえ木きくんは涙なみだをこらえるように、ギュッと眉まゆ根ねをよせた。

「シュウ、あのときはうまく伝つたえられなくてごめん……勝かっ手てに動どう画がを投とう稿こうしたこと、ずっと後こう悔かいしてた……」

「いや、僕ぼくも悪わるかった。おまえに悪あく意いがなかったことをうすうすわかっていながら、ずっと意い地じをはってしまって。でも……ソライロの動どう画がは、今いま、僕ぼくの心こころにちゃんと届とどいたよ」

　やさしいまなざしで、そっと、くりかえし頭あたまをなでるその姿すがたは──弟おとうとを見み守まもるお兄にいさん、そのものだった。

　うれしくて、胸むねがいっぱいになる。

　冴さえ木きくんの想おもいは、二年ねんの時ときをへて、やっとシュウさんに届とどいたんだ！

（本ほん当とうに、よかった……よかったね、冴さえ木きくん！）

　涙なみだがこみあげそうになったけど、ぐっとこらえ……。

「ぐすっ……うわ〜〜〜〜〜ん！」

　とつぜん、部へ屋やにひびいた泣なき声ごえ。

　おどろいて見みると、サツキさんがワンワン泣ないていた。

　すぐにシュウさんが、アタフタと駆かけよる。

「どうしたんだ、サツキ。大だい丈じょう夫ぶか？」

「ううっ、だって、もうダメかと思おもったんだもん！　シュウと奏そう太たがこうやって仲なかよくしてるところ、もう一いっ生しょう見みられないかもって思おもってたんだもん……！」

　まるで子こどもみたいに泣なきじゃくるサツキさん。

　シュウさんと冴さえ木きくんは、そっくりな仕し草ぐさでポリポリと頭あたまをかき、こまったように笑わらった。

　──そのとき、不ふ思し議ぎな光こう景けいが見みえた。

　まだあどけない三人にんが、笑わらい合あいながら動どう画がをつくる姿すがた。

　ＳＳＳトリプルエスは、きっとすごくいいグループだったんだ。

　そう思おもったら……ちょっぴりさみしいような、うらやましいような気き持もちになった。




「……サツキ。伝つたえたいことがある」

　落おちついてきたサツキさんに、冴さえ木きくんが言こと葉ばをかける。

「また三人にんでやろうって言いってくれたこと、うれしかった。ＳＳＳトリプルエスは俺おれにとって大たい切せつなグループだし、俺おれのせいでＳＳＳトリプルエスが解かい散さんになっちゃったのに、そんなふうに言いってもらえると思おもってなかったから……」

　冴さえ木きくんは、そこで言こと葉ばを切きった。

　深しん呼こ吸きゅうするように、ゆっくりと息いきを整ととのえて──。




「でも、ＳＳＳトリプルエスにはもどらない。俺おれがいちばん輝かがやける場ば所しょは──ソライロだから！」




　まっすぐに前まえを向むき、ほほえむ冴さえ木きくん。

　その瞳ひとみには、ひとかけらの迷まよいもなかった。

「っ……」

　ぶわっと熱あついものがこみあげて。

　自し然ぜんと涙なみだがこぼれ落おちた。

　コウスケ先せん輩ぱいとりーちゃんも、泣ないていた。

（ソライロをえらんでくれた！　本ほん心しんから、わたしたちと一いっ緒しょの未み来らいを思おもい描えがいてくれたんだ！）

　これからもずっと、四人にんでおなじ夢ゆめを追おいかけられる。

　うれしくて、うれしくて。

　わたしは肩かたをふるわせて、泣ないた。
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「……よーし、わかった！　奏そう太たがそう決きめたなら、私わたしからはもう、なにも言いわない！」

　サツキさんは涙なみだをゴシゴシぬぐって、ニコッと笑えみをうかべた。

「こっちの事じ情じょうに巻まきこんで、ふりまわしちゃってごめんね」

「ううん。俺おれ、本ほん当とうにうれしかったから」

「えーっ！　そう言いわれちゃうと、やっぱりちょっとさみしいかも！　でも……アオイの音おん楽がくをいちばん輝かがやかせることができるのは、もう、私わたしたちじゃない……ソライロのみんななんだもんね」

　フッとさみしげに笑わらうサツキさん。

　すると、その横よこで、シュウさんがわざとらしくハァと息いきをついた。

「まったく、サツキは昔むかしから、本ほん当とうにアオイの音おん楽がくが好すきだな。僕ぼくの立たち場ばないじゃないか」

　冗じょう談だんめかして肩かたをすくめる仕し草ぐさ。

　そんなシュウさんに、サツキさんは純じゅん粋すいな笑え顔がおをむける。

「そりゃ、アオイの音おん楽がくは好すきよ。才さい能のうあるし、なにより、歌うたってて気き持もちいいんだよね！」

　その言こと葉ばに、シュウさんがサッと眉まゆをくもらせる。

（……あ、もしかすると……！）

　頭あたまに、ある考かんがえがうかんだ。

　──シュウさんは、サツキさんのことが好すきなんだ。

　もし、好すきな人ひとが自じ分ぶんの曲きょくじゃなくほかの人ひとの曲きょくをほめたら、すごく嫉しっ妬とすると思おもう。

　この前まえ、りーちゃんがコウスケ先せん輩ぱいの前まえでプロの歌か手しゅをほめたとき、コウスケ先せん輩ぱいはライバル心しんメラメラで怒おこってた。

　わたしだって。もし、冴さえ木きくんがわたしじゃなく、他ほかの人ひとの絵えをほめたら……すっごくヘコむし、傷きずつくと思おもう。

　絵え師しとして負まけたのが悔くやしいっていうのも、もちろんあるけど。

　なにより、好すきな人ひとにみとめてもらえないのは……やっぱり、さみしいよ……。




「──まぁ、私わたしがアオイの音おん楽がくを好すきなのは、そのベースにシュウの音おん楽がくがあるからだけどね」

　ふいに、サツキさんはケロリとした様よう子すで言いった。

「えっ……」

　シュウさんは大おおきく目めを見みひらく。

　わたしも、おどろいてサツキさんを見みる。

「私わたしの歌うたい手てとしての軸じくにあるのは、いつだってシュウの音おん楽がくだよ。じゃなきゃ、小しょう二から今日きょうまで十年ねん近ちかくも、一いっ緒しょにいるわけないじゃん！」

　にっこり、まぶしすぎるくらいの笑え顔がおだった。

　キラキラして、きれいで、こっちが元げん気きになっちゃう。

　そう──まるで、太たい陽ようみたいな。

「なんだよ、それ……反はん則そく」

　シュウさんは照てれかくしのように目め元もとをかくして、笑わらった。

　──そのとき、ぽろりとひと粒つぶ涙なみだがこぼれ落おちたのは、見みえなかったことにした。







　数すう時じ間かん後ご、ついに＆アンドＳエスのイベントがはじまった。

　わたしたちとシュウさんは、控ひかえ室しつにあるモニターで、その様よう子すを見み守まもる。

　シュウさんは顔かおも年ねん齢れいも非ひ公こう開かいのプロデューサーだから、こういうイベントの場ばに出でるのは、サツキさんだけ。

　暗あん転てんした会かい場じょうに、にぎやかに響ひびきだすＢＧＭ。

　リズムに合あわせて揺ゆれるペンライト。

　そして、ステージにサツキさんがあらわれた瞬しゅん間かん──地じ鳴なりのような大だい歓かん声せいがまきおこった。

『みんなァ！　盛もり上あがっていくよ〜〜〜〜〜ッ!!』




　一曲きょく目めを歌うたい終おわると、サツキさんはステージの中ちゅう央おうに立たった。

　凛りんとした表ひょう情じょうで前まえを見みすえ、姿し勢せいを正ただす。

『今日きょうはあつまってくれて本ほん当とうにありがとうございます。まず、この場ばをお借かりして、メディアなどで報ほう道どうされている件けんについてコメントをさせてください』

　にわかにざわつく観かん客きゃく。

　サツキさんは、フゥと息いきをととのえて……ハッキリと口くちをひらいた。




『──私わたしたち＆アンドＳエスは、解かい散さんしません！』




　ワァッと歓かん声せいが起おきた。

　サツキさんは表ひょう情じょうをゆるめて、ニコッと笑わらう。

『まぁ、シュウとケンカしてたのは事じ実じつなんだけどね。そういうのって、いったいどこからもれるのかなぁ？　スタッフさんのなかにスパイがいたりするんですか？』

　どっと笑わらいがおこる。

　一いっ気きになごやかになる空くう気きのなか、サツキさんはぺこりと頭あたまを下さげた。

『ファンの皆みなさまにはご心しん配ぱいをおかけしてもうしわけありませんでした。……で、おわびというわけではないんですが、ここでひとつ、うれしいお知しらせをさせてください！　なんと、八月がつに公こう開かいされる映えい画が『キミと夢ゆめの途と中ちゅう』の主しゅ題だい歌かを、＆アンドＳエスが担たん当とうさせていただくことになりました！』

　おおおおっと盛もり上あがる客きゃく席せき。

　ファンの笑え顔がおにこたえるように、サツキさんの表ひょう情じょうが、どんどんイキイキしていく。

『それにともない、七月がつと八月がつの二か月げつ連れん続ぞくで、ニューアルバムをリリースします！　まだ、タイトルは未み定ていなんだけど……今いま、決きめちゃいました！』

　となりで、シュウさんが「は？」と目めを丸まるくさせる。

　あれ？　シュウさんも聞きいてなかったってこと？

　モニター画が面めんに目めをもどすと。

　サツキさんは、これ以い上じょうないってくらい楽たのしそうな笑え顔がおで、言いった。




『タイトルは──「Ｍｉｒａｉミライ」と、「Ｈｉｍａｗａｒｉヒマワリ」です！』




　どきんっ

　心しん臓ぞうがはねる。

「最さい高こうのタイトルじゃん！」

　コウスケ先せん輩ぱいの言こと葉ばに、わたしもりーちゃんもコクコクうなずいていると。

「まったく……好すき勝かっ手てやってくれるよなぁ」

　シュウさんが、あきれはてたようにため息いきをついた。

　モニター画が面めんに映うつし出だされるサツキさんを、じっと見みつめながら。

　両りょう手てを頭あたまのうしろにまわして、イスの背せもたれにもたれかかって。

「……本ほん当とうに、サツキといると、毎まい日にちあきないよ」

　シュウさんはおかしそうに顔かおをくずして、笑わらった。




『＆アンドＳエスはまだまだつっ走ぱしります！　みんな、これからも一いっ緒しょに走はしってくれるよね!?』




　うおおおおっ!!

　沸わきに沸わく歓かん声せい。

　わたしも、ひとりのファンとして力ちからいっぱい拍はく手しゅをおくった。

　りーちゃんも、コウスケ先せん輩ぱいも……冴さえ木きくんも。

　それは、＆アンドＳエスのあたらしい門かど出でを祝いわう拍はく手しゅ。

　サツキさんとシュウさんの夢ゆめをのせて。

　たくさんの人ひとの夢ゆめをのせて。

　＆アンドＳエスはこれから、もっともっと大おおきなグループになっていくにちがいない。

　でも……わたしたちソライロだって負まけないよ！

　四人にんで、いつかかならず追おいつくんだ！

　そんな決けつ意いをこめて、わたしたちは力ちからいっぱいの拍はく手しゅをおくりつづけた。




　イベントが終おわると、わたしたちは＆アンドＳエスの控ひかえ室しつをあとにした。

　関かん係けい者しゃ用ようの通つう用よう口ぐちをぬけて、建たて物ものの外そとへ出でる。

　ほほをなでるつめたい風かぜのあと、まぶしい光ひかりが、ぱあっと目めの前まえにふりそそぐ。




「──空そらがきれいだ」




　冴さえ木きくんが言いった。

　つられて見み上あげて──息いきをのむ。

　ぬけるような青あお。

　どこまでも、どこまでもつづく、広ひろい空そら。

　キラキラと輝かがやく光ひかりがまぶしくて、おもわず目めを細ほそめた。




「みんな、ありがとう。俺おれ……ソライロに出で会あえて本ほん当とうに良よかった」




　晴はれやかな声こえが、耳みみに心ここ地ちよくひびく。

　冬ふゆの終おわりの澄すんだ空くう気きを胸むねいっぱいにすいこんで。

　わたしたちは、しばらく、時じ間かんを忘わすれて空そらを見み上あげていた。








14　今日きょうは卒そつ業ぎょう式しき！






　──三月がつ十六日にち。

　天てん気きは、晴はれ。

　今日きょうは晴せい天てん小しょう学がっ校こうの、卒そつ業ぎょう式しきです！




「では……さいごに、みんながつくった卒そつ業ぎょう制せい作さくのオルゴールを、返へん却きゃくします……」

　式しきのあと、教きょう室しつにもどって、さいごのホームルーム。

　ピンクの着き物ものに紺こんのはかま姿すがたのまるちゃん先せん生せいが、教きょう壇だんから、わたしたちをぐるりと見みわたす。

「では……まず、秋あき吉よしさんっ……うぅっ……うえぇ〜〜〜〜ん!!」

　感かん極きわまって号ごう泣きゅうする先せん生せい。

　いつもクラスのだれより元げん気きいっぱいだった先せん生せいの涙なみだに、みんなもらい泣なきしたり、笑わらったり。「先せん生せいがんばれ〜」ってはげます子こもいたり。

　いつものようにワイワイとにぎやかになる教きょう室しつのなか、わたしは「はい！」と返へん事じをして、席せきを立たつ。

「秋あき吉よしさん、卒そつ業ぎょうおめでとう。あなたの絵えにたくさん元げん気きをもらいました！　これからも、素す敵てきな絵えを描かきつづけてくださいね」

　涙なみだをぬぐって、にっこり笑え顔がおのまるちゃん先せん生せい。

　手て渡わたされたのは、完かん成せいしたオルゴールボックス。

　晴せい天てん小しょうの校こう舎しゃと、青あお空ぞらの絵え。

（この教きょう室しつに来くるのも、先せん生せいの生せい徒とでいられるのも、もう、さいごなんだ……）

　そう思おもったら、わたしも、うるっときちゃった。




　ホームルームのあと、わたしたち卒そつ業ぎょう生せいは校こう門もん前まえの広ひろ場ばに集しゅう合ごうした。

　親おやから携けい帯たいやカメラを受うけとって、友ともだちと写しゃ真しんを撮とったり、先せん生せいと撮とったり。

　みんな、お別わかれを惜おしみながら、学がっ校こうでのさいごの時じ間かんをすごす。

　わたしもママとパパを見みつけて、駆かけよった。

「いっちゃん！　携けい帯たいとお財さい布ふ持もってきたけど、荷に物もつはこれで大だい丈じょう夫ぶ？」

「うん、ありがとう！」

「ハンカチは？　ティッシュもあるよ！　それから……」

「だ、大だい丈じょう夫ぶだから！　ママたちは先さきに帰かえってて！」

　照てれくさくなって、あわただしく荷に物もつを受うけとる。

　卒そつ業ぎょう式しきのあとは、近ちかくのレストランでクラス会かいがひらかれることになってるの。

　リリアちゃんが企き画かくしてくれて、あとから、まるちゃん先せん生せいも来きてくれるんだって。

「帰かえるときにはちゃんと連れん絡らくするのよ！　あ、パパ！　ママといっちゃんのツーショット撮とって！」

　大おおはしゃぎのママと十枚まいくらい写しゃ真しんを撮とると、わたしはそそくさとその場ばをはなれた。

　携けい帯たいを手てに、ユキちゃんの姿すがたをさがす。

（あれ？　ユキちゃん、どこに行いったんだろ……？）

　キョロキョロしていると、「一いち歌かちゃん！」と呼よび止とめられた。

　広ひろ海みちゃんと樹じゅ里りちゃんだ。

「こっちこっち！」

「ユキちゃんが大たい変へんなんだよぉ！」

「え？　ど、どうしたの？」

　ふたりに手てを引ひかれて走はしっていくと。

　校こう門もんからすこしはなれた松まつの木きのあたりに、男だん子しの人ひとだかりができていた。

　その人ひと垣がきの奥おくに見みえるのは──ユキちゃんと、武たけ宮みやくん!?

「和泉いずみ……好すきだ！　おれとつきあってくれ！」

　顔かおを真まっ赤かにしてさけぶ武たけ宮みやくん。

　ギャラリーの男だん子しが、おぉっとどよめく。

（わ〜〜〜〜〜〜っ、こ、告こく白はくだ!!）

　熱あつくほてるほっぺを、ぎゅーっと両りょう手てでおさえる。

　まさか、卒そつ業ぎょう式しきの日ひに告こく白はくのシーンを見みることになるなんて！

　それも、親しん友ゆうのユキちゃんが告こく白はくされてるところ……！
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　ユキちゃんは、心しん底そこおどろいたように目めを丸まるくしてる。

「はぁ？　じょ、冗じょう談だんやめてよ！」

「冗じょう談だんなんかじゃねーよ！　だっておれ、私し立りつ行いっちゃうんだぞ？　ずっとチームメイトとしてやってきたのに、はなればなれになっちゃうんだぞ？　和泉いずみはさみしくないのかよ！」

「それは……」

　眉まゆ根ねを寄よせてうつむくユキちゃん。

　わたしはギュウッと、両りょう手てを胸むねの前まえでにぎりしめた。

（ユキちゃん、がんばれ……！）

　祈いのるような気き持もちで、成なり行ゆきを見み守まもる。

　ドキ、ドキ、ドキ……

「そりゃ、チームメイトとしてはさみしいよ。けどさ……タケのこと、そういうふうに見みたことないし……」

「マ、マジかよ……一いち度どもか!?」

「い、一いち度ども……」

　武たけ宮みやくんは、ガーンと顔かおを真まっ青さおにする。

「やーい、タケふられてやんのー」

「ドンマイドンマイ！　ナイスファイ！」

　はやしたてるギャラリーの男だん子したち。

「うっせーな！　おまえら、おれは真しん剣けんなんだ！　ジャマすんな！」

　あっちいけ、と手てでジェスチャーする武たけ宮みやくん。

　コホンとせきばらいをして、ふたたびユキちゃんにむきなおる。

「……和泉いずみ、返へん事じはいったん保ほ留りゅうでいい。でも、おれの気き持もちは変かわらねーから！」

　キリッと真しん剣けんな表ひょう情じょうで言いうと。

　武たけ宮みやくんはバッと体からだのむきを変かえ、校こう舎しゃにむかって走はしりだした。

「くっそ〜〜〜〜〜！　おれはあきらめねぇぞ〜〜〜〜！」

「おいタケ、逃にげんなよ〜！」

「うっせ〜！　忘わすれもんとりにいくだけだ〜〜〜〜〜〜っ！」

　さすがサッカークラブのエース。足あしが速はやい。

　武たけ宮みやくんと男だん子したちは、大おお騒さわぎしながら行いってしまった。




　わたしは、広ひろ海みちゃんたちと一いっ緒しょに、いそいでユキちゃんのもとへ駆かけよった。

「び、びっくりした……」

　ユキちゃんは胸むねをおさえながら、ぼうぜんとしてる。

「ごめんね、ユキちゃん。のぞき見みするつもりはなかったんだけど……」

「ううん、それは、ぜんぜん。一いち歌かが悪わるいわけじゃないし……」

「……その、断ことわっちゃってよかったの？」

　ユキちゃんの顔かおをのぞきこむ。

　武たけ宮みやくんがユキちゃんを好すきって知しったとき、わたし、うれしかったんだ。

　勝かっ手てにお似に合あいカップルかも、とか思おもったりして。

　もちろん、ユキちゃんにそのつもりがないなら、しかたないけど……。

「だって……急きゅうすぎだもん。タケとつきあうとか考かんがえたこともなかったし……」

　ユキちゃんは指ゆびでほほをかきながら、ボソボソと言いう。

「でも……真しん剣けんに告こく白はくしてくれたんだから、あたしも真しん剣けんに返へん事じしないとだよね。もうすこし、時じ間かんをかけて考かんがえてみるよ。みんな、相そう談だんにのってくれる？」

　ほほを赤あからめて、はずかしそうに言いうユキちゃん。

　いつも元げん気きハツラツなユキちゃんの、こんなにかわいい表ひょう情じょう、はじめて見みたかも！

「うん、わかった！」

　うれしくて、こっくりうなずいた。




「二組くみ〜！　クラス会かいに参さん加かする人ひとは、これからレストランに移い動どうするから、あつまって！」

　むこうで、リリアちゃんの声こえが聞きこえた。

　わたしたちはいそいで校こう門もんのほうに移い動どうする。

　ほかの二組くみの子こたちも、ぞろぞろとあつまってきて……。

「あれ、冴さえ木きは？」

　リリアちゃんの言こと葉ばに、ドキリとする。

　そういえば、さっきから冴さえ木きくんを見みてないような……？

「奏そう太たのことだから告こく白はくとかされてんじゃね？」

「たしかに！　校こう舎しゃ裏うら行いってみるか？」

　ケラケラ笑わらう男だん子したち。

　すると──、

「あっ！」

　武たけ宮みやくんがさけんだ。

「奏そう太たからメッセージ！　『ごめん、やっぱりクラス会かいはパスする。みんなに伝つたえて』……だって！」

　そんな……っ！

　全ぜん身しんが、ヒュゥッとつめたくなる。

（どうしてなにも言いわず行いっちゃうの？　わたし、まだちゃんとお別わかれ言いってないよ！　クラス会かいのときに言いえるって思おもって……！）

　まわりの声こえが遠とおのき、頭あたまのなかがぐるぐると混こん乱らんしていく。

　本ほん当とうに……これで、終おわりなの？

　四月がつからの中ちゅう学がくに、冴さえ木きくんはいない。

　ソライロのミーティングも、きっと、そうしょっちゅうは来こられない。

　冴さえ木きくんと直ちょく接せつ会あって話はなせるチャンスは、今日きょうをのがしたら、つぎはいつになるかわからないのに……！

　ギュウッと、ふるえる手てでスカートをにぎっていると。




　ピロリーン♪




　ポケットで鳴なったお知しらせメロディー。

　はじかれるように、いそいで携けい帯たいをとりだす。





コウスケ『シュウさんから聞きいたんだけど、奏そう太た、今いまひとりで駅えきに向むかってるらしい！』

Ｒｉｉリー『いっちーさん、追おいかけてください！』






　ソライロのふたりのメッセージ。




　ピロリーン♪




ＳＡＴＳＵＫＩサツキ『いっちーちゃん、おねがい！　奏そう太たを見み送おくってあげて！』




　サツキさんからも！

　画が面めんを見みつめたまま、つよく携けい帯たいをにぎりしめる。

（で、でも…………）

　足あしがすくむ。

　追おいかけたって、迷めい惑わくかもしれない。

　わたしが見み送おくったところで、こまらせちゃうだけかも。

　もし、イヤそうな顔かおされたら……！

（ダメだ……足あしが、うごかないよ……っ！）




「──一いち歌か！」




　ビクッと肩かたがはねる。

　ふりむくと、ユキちゃんとリリアちゃんが立たっていた。

「一いち歌か。今いま行いかなかったら、一いっ生しょう後こう悔かいするよ」

　ユキちゃんは、わたしの肩かたに手てをのせる。

「一いち歌かは本ほん当とうにいい子こだよ。アイツなんかにはもったいないくらい、やさしくてかわいくて、最さい高こうの女おんなの子こ！　でも、ゆいいつの欠けっ点てんは……いらない心しん配ぱいして、自じ分ぶんの気き持もちを押おしこめちゃうところ！」

　ニッと笑えみをうかべるユキちゃん。

　その横よこで、リリアちゃんは怒おこったような表ひょう情じょうで腕うで組ぐみをしてる。

「まさか、マジで告こくらないまま終おわらせるつもりじゃないでしょうね？　アタシはバレンタインに本ほん命めいチョコわたして、二度ど目めの告こく白はくまで断ことわられたっつーのにさ！」

　ギロリ、わたしをにらむ目め。

　たじろいで目めをおよがせていると──ガシッと、思おもいっきり肩かたをつかまれた。

「今日きょうは卒そつ業ぎょう式しきだよ？　そのいい子こちゃん体たい質しつも、いい加か減げん卒そつ業ぎょうしな！」

　ハッとする。

　不ふ安あんにふるえていた鼓こ動どうが、ドクドクと、自じ分ぶんの力ちからで脈みゃく打うちだす。

　後こう悔かい、したくない。

　いい子こちゃんなんかで、終おわりたくない。

　わたしは……。

　わたしは──！




　バシーーーーーーーーーン！




「わあっ!?」

　背せ中なかをはしったショーゲキ。

　数すう歩ほよろめいて、ぐっと地じ面めんをふみしめた瞬しゅん間かん。

　じわっと、全ぜん身しんに力ちからがみなぎってくる。

「行いけ、一いち歌か！　思おもいっきりぶつけてこい！」

「フラれたら、うちらがなぐさめてあげるからさ！」

　ビリビリとしびれる背せ中なかにふりそそぐ、やさしい友ともだちの声こえ。

　一いっ歩ぽ、また一いっ歩ぽ。

　足あしが、自し然ぜんと前まえへうごきだす。

（…………行いかなきゃ）

　うつむけていた顔かおを、ぐいと上あげて。

（わたし、行いかなきゃ！）

　しっかりと前まえを向むき──わたしは、全ぜん力りょくで駆かけだした。
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「はぁ、はぁ……」

　あたりの音おとが遠とおくなって、自じ分ぶんの呼こ吸きゅうだけが聞きこえる。

　頭あたまのなかには、いろんな場ば面めんがめまぐるしく駆かけめぐっていた。




　ソライロの初はつ顔かお合あわせのとき、変へんなオジサンからかばってくれた背せ中なか。

　ワク動どうフェスで、迷まい子ごになったわたしを必ひっ死しにさがしてくれた横よこ顔がお。

　夏なつの終おわりに、線せん香こう花はな火びをしながらかわした約やく束そく。

　ふたりで乗のった観かん覧らん車しゃで、楽たのしそうに曲きょくをつくってた笑え顔がお。




　気き持もちが、ぐんぐんふくらんでいく。

　それは、いつしか大おおきな風ふう船せんみたいに、パンパンになって。

　わたしの体からだを、前まえへ前まえへと引ひっぱっていく。




（──会あいたい!!）




　心こころのなかでさけんだ。

　会あいたい！　今いますぐ、冴さえ木きくんに！

「はぁ、はぁ、はぁ……っ！」

　ころがりこむように、晴せい天てん駅えきのホームにたどりついた。

　すぐに、サッと目めを走はしらせる。

　──ふたつ先さきのベンチに、男おとこの子こが座すわっていた。

　首くびにかけた、ブルーのヘッドホン。

　どっくん

　心しん臓ぞうが大おおきくふくらむ。

「──冴さえ木きくん！」

　わたしの声こえに、彼かれはバッと立たち上あがって、こちらを見みた。

「秋あき吉よし……なんで？」

　とつぜんあらわれたわたしに、目めを丸まるくさせる姿すがた。

　顔かおを見みたら──さっきより何なん倍ばいも、〝好すき〟が、あふれてくる。

　ぜぇぜぇ、はねるような呼こ吸きゅうを整ととのえると。

「──行いかないで、冴さえ木きくん」

　気き持もちが、口くちをついてこぼれ落おちる。

「東とう京きょうになんか行いかないで。わたし、冴さえ木きくんとはなればなれになるの……イヤなの！」

　ひと息いきに言いったあと、ぐっとくちびるをかんだ。

　でないと、泣なきだしてしまいそうだったから。




　押おしこめていたのは、すごく自じ分ぶん勝かっ手てで、ワガママな気き持もち。

　わたしは、みんなが思おもうようなやさしい子こでも、いい子こでもない。

　ただ、臆おく病びょうなだけ。

　学がっ校こうでも、家いえでも、ソライロの活かつ動どうでも、「やだな」って思おもうことはあっても……それを口くちにすることは、ずっと、すごく苦にが手てだった。

　まわりに伝つたえるのは勇ゆう気きがいるし、自じ分ぶんが傷きずつくのもこわい。

　だから、わたしが我が慢まんしてすむなら、我が慢まんしてればいいや……って。

　──でも。

　伝つたえなかった想おもいは、「ない」とおなじなんだ。

　言いわないままでいたら、わたしが冴さえ木きくんを「好すき」って気き持もちが、なかったことになってしまう。

　そんなの、ぜったいに、イヤだ！

　たとえ傷きずついても、こまらせてもいい。

　この恋こいのためなら──いい子こなんか、やめてやる！

　わたしはギュッとこぶしをにぎりしめて、冴さえ木きくんを、まっすぐ見みつめた。




「……不ふ思し議ぎなんだ」

　冴さえ木きくんは、ゆっくりと、わたしの前まえまで歩あるいてきてくれた。

「顔かおを見みたらつらくなるから、だまって行いこうって決きめたのに……もう、三本ぼんも電でん車しゃを見み送おくった。来くるはずないのに。でも、もしかしたら、って……」

　眉まゆをハの字じにさせて、苦にが笑わらいをうかべて。

「俺おれ……秋あき吉よしを待まってたんだ」

　ドキン、とあっけにとられる。

　わたしを……待まってた？　冴さえ木きくんが？

　信しんじられない気き持もちで彼かれの顔かおを見みる。

「あの日ひも、こんな気き持もちだったな。秋あき吉よしが、俺おれに……アオイに、はじめてメールくれたとき。本ほん気きで、『奇き跡せきだ！』って思おもったんだ」

「奇き跡せき……？」

　首くびをかしげると、冴さえ木きくんはこくりとうなずいた。

　そして、すこし言いいにくそうに目めを下したに向むける。

「奇き跡せきだよ。だって……『メロンソーダ』は、秋あき吉よしの絵えを見みてつくった曲きょくなんだから」

「えっ……？」

　ぽかーんと、口くちがひらきっぱなしになる。

『メロンソーダ』は、わたしがネットで偶ぐう然ぜん出で会あった曲きょく。

　バリバリ、ズドーンッ！　って。

　聴きいた瞬しゅん間かん、全ぜん身しんに雷かみなりが落おちたみたいなショーゲキをうけて、頭あたまにうかんだイメージを夢む中ちゅうで描かき上あげたんだ。

　その絵えを、作さっ曲きょくした人ひと──アオイさんにどうしても見みてほしくて。

　勇ゆう気きを出だして、メールを送おくったの。

　──あの日ひから、わたしとソライロの物もの語がたりがはじまった。

　つまり、それ以い前ぜんは、わたしはアオイさんの存そん在ざいさえ知しらなかったんだ。

　なのに、『メロンソーダ』はわたしの絵えを見みてつくったって……どういうこと？

　ぼうぜんとするわたしに、冴さえ木きくんは、すこし緊きん張ちょうした声こえで話はなしはじめた。

「五年ねんのとき、秋あき吉よしは『となりのクラスに来きた転てん校こう生せい』ってだけの存そん在ざいだった。ＳＳＳトリプルエスが解かい散さんして、音おん楽がくからはなれてた時じ期きでさ。『ぜんぶどうでもいい』って……まわりにも興きょう味みなく、毎まい日にちひとりでボーッとすごしてたんだ」

　五年ねん生せいのころは……わたしも転てん校こうしてきた学がっ校こうに慣なれるのにせいいっぱいで、他ほかのことにはあまり気きがまわってなかった。

　冴さえ木きくんは、「人にん気きがあるらしい、となりのクラスのかっこいい子こ」ってだけ。

　声こえも、性せい格かくも、どんな子こなのかもくわしいことは知しらなくて。

　ひょっとしたら、そのままずっと関かかわることなく卒そつ業ぎょうしていてもおかしくなかった。

　そのくらい、わたしたちの間あいだには、なんの共きょう通つう点てんもなかったんだ。

「五年ねんの秋あきごろだったかな。図ず工こう室しつの前まえの廊ろう下かに、コンクールで入にゅう賞しょうした人ひとたちの絵えがかざられてたの、覚おぼえてる？」

　冴さえ木きくんに聞きかれて、記き憶おくをたどる。

「えっと……もしかして、環かん境きょう保ほ護ご活かつ動どうのやつかな？」

　たしか、授じゅ業ぎょうで環かん境きょう保ほ護ごのポスターをつくることになって……わたしは、空そらの絵えを描かいた。

　そのころテレビで、『大たい気き汚お染せんで茶ちゃ色いろくにごった海かい外がいの空そら』っていう映えい像ぞうを見みて、「いつも見みてる青あおい空そらは、あたりまえのものじゃないんだなぁ」って、すごく印いん象しょうに残のこってた。

　だから、自じ分ぶんが思おもいつくいちばんきれいな空そらを描かいたの。

　図ず工こうの先せん生せいがすごくほめてくれて。その絵えは、絵かい画がコンクールで優ゆう秀しゅう賞しょうをもらったんだ。

「あの絵えは……衝しょう撃げきだった」

　冴さえ木きくんが、かみしめるように言いう。

「バリバリ、ズドーンッ！　って、全ぜん身しん、雷かみなりにうたれたみたいになったんだ。頭あたまのなかで自し然ぜんと音おん楽がくがなりだして、いてもたってもいられなくなって……すぐに、曲きょくができた。それが『メロンソーダ』だ」

　ウソ……？

　わたしは息いきをのみ、両りょう手てで口くちをおおった。

「自じ分ぶんでもビックリしたよ。もう二に度どと曲きょくをつくることなんてないと思おもってたから。でも、『メロンソーダ』をつくってるときは、夢む中ちゅうで、楽たのしくてしょうがなかった。俺おれに、もう一いち度ど音おん楽がくの楽たのしさを思おもい出ださせてくれたのは……キミなんだ」

[image: ]

　バクバクと心しん臓ぞうがはずみ、手てがふるえる。

　信しんじられない。

　ネットでたまたま聴きいて好すきになった曲きょくをつくったのが、クラスの男だん子しだった、ってだけでもすごいのに。

　さらにその曲きょくが、わたしの絵えを見みてつくられたものだったなんて！

　こんな偶ぐう然ぜん……。

　ううん。こんな奇き跡せき、本ほん当とうにあるんだ！

「そのときは、秋あき吉よしに声こえをかけようなんて思おもわなかった。ただ、曲きょくをワク動どうにアップしただけで満まん足ぞくで。いつか、なにかのめぐりあわせで聴きいてくれたらいいな、って……。きっと、臆おく病びょうになってたんだ。自じ分ぶんから声こえをかけて、もし見み向むきもされなかったら立たち直なおれないから」

　フッと情なさけなさそうなほほえみ。

　冴さえ木きくんは言こと葉ばをさがすように、視し線せんをつま先さきに落おとす。

「それがまさか、本ほん当とうに聴きいてくれて、イラストまで送おくってくれるなんてさ。『奇き跡せきだ！』って、さけびたいくらいうれしかったよ。だって、本ほん当とうは待まってたんだ。気きづいてくれるのを、聴きいてくれるのを、ずっとずっと……。




　──俺おれは、キミを待まってた」
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　ふいに、冴さえ木きくんがヘッドホンを首くびから外はずして、さしだした。

　おどろいてその目めを見みると、冴さえ木きくんは照てれくさそうに頭あたまをかく。

「すこしおそくなったけど、バレンタインのおかえし。気きに入いってもらえるといいんだけど」

「えっ、お、おかえし？」

　わたし、今こ年としはだれにもチョコをあげられなくて……。

「忘わすれちゃったの？　『ヒマワリ』の制せい作さく会かいで描かいた絵え、くれたでしょ」

　不ふ安あんげにわたしの瞳ひとみをのぞきこむ冴さえ木きくん。

（そうだ！　バレンタインの前まえの日ひ、りーちゃん家ちで……！）

「思おもい出だした？」

「う、うん！」

　至し近きん距きょ離りで見みつめられて、カーッと顔かおまで血ちがのぼってくる。

「あ、あの、ありがとう……！」

　ドギマギしながら、わたしはふるえる手てでヘッドホンを受うけとって、耳みみにつけた。

　コードは、冴さえ木きくんの携けい帯たいにつながってる。

　親おや指ゆびで画が面めんを操そう作さする冴さえ木きくん。

　──数すう秒びょうの沈ちん黙もくのあと。




　バリバリ、ズドーンッ！




　全ぜん身しんを、シビレるような心ここ地ちよさが駆かけぬける。




　第だい一音おんは、はずむような明あかるいピアノの音おとだった。

　さわやかなアップテンポのリズム。

　はじめは軽かろやかなスキップで。

　そしてしだいに、全ぜん力りょく疾しっ走そうになって。

　サビに入はいった瞬しゅん間かん──目めの前まえに、つきぬけるような青あお空ぞらが広ひろがった。

（わぁっ……！）

　思おもい出でが、水みずしぶきのように、パアッといきおいよく舞まい上あがる。

　楽たのしかったこと、うれしかったこと。

　くやしかったことや、ちょっぴり苦にがい体たい験けん……。

　りーちゃんがいて、コウスケ先せん輩ぱいがいて。

　そして、アオイさん──冴さえ木きくんがいる。

　ソライロのみんなとつくったすべての思おもい出でが、光ひかりをあびて、キラキラと輝かがやいていた。





　　キミと出で会あったあの日ひから　ずっとひびいてる音おとがある

　　朝あさ昼ひる晩ばん　おなじ空そらの下した

　　僕ぼくら　夢む中ちゅうで走はしりつづけるんだ

　　きっと　どこまでもいけるさ

　　光ひかりをあびて　水みずたまりをとびこえて

　　遠とおく　遠とおく

　　いつか

　　虹にじのかかる空そらのかなたへ






　どきん、どきん、どきん

　鼓こ動どうが加か速そくする。

　全ぜん身しんを駆かけめぐる、泣なきだしたくなるほどの、熱あつい感かん動どう。

　ドキドキして、ワクワクして。

　口くち元もとが、自し然ぜんとほころんでいく。

（ああ、この曲きょくは……！　この曲きょくのタイトルは、きっと──！）




　さいごの音おと。

　その余よ韻いんの余よ韻いんまで、全ぜん身しんの神しん経けいをかたむけて聴ききつづけたあと。

　フワフワと夢ゆめ見み心ごこ地ちのまま、ヘッドホンを外はずした。

「──この曲きょく、なんていうの？」

　はやる気き持もちをおさえきれず、前まえのめりでたずねる。

　まだ、体からだがふるえてる。

　冴さえ木きくんは面めん食くらったように目めをぱちくりさせると──すこし、はずかしそうにほほえんだ。




「この曲きょくのタイトルは──『ソライロ』だ」




　どっくん

　気き持もちが、噴ふん水すいみたいにふきだした。

　階かい段だんをかけのぼるように、一いっ気きに胸むねにつきあげる気き持もち。

　そして──。




「……好すきです。冴さえ木きくん」




　言こと葉ばは、自し然ぜんと、こぼれ落おちた。




　……不ふ思し議ぎだな。

　六年ねん生せいではじめておなじクラスになったときは、冴さえ木きくんのことを「苦にが手て」って思おもってたのに。

　クールで近ちか寄よりがたくて、なにを考かんがえてるのかいまいちわからなくて。

　それでいて、だれからも一いち目もく置おかれる人にん気き者もの……。

　まったく縁えんのない、遠とおい存そん在ざいだった。

　わたしみたいな地じ味みな女じょ子しは、卒そつ業ぎょうまでほとんど話はなすこともなく終おわるはずだったんだ。

　でも──ソライロが、わたしたちを結むすびつけた。

　アオイさんがつくる音おん楽がくが、奇き跡せきみたいにわたしたちの絆きずなをつないで。

　仲なか間まとしてそばにいるうちに、いろんな冴さえ木きくんを知しった。

　やさしいところ、不ぶ器き用ようなところ、仲なか間ま思おもいなところ、音おん楽がくが本ほん当とうに大だい好すきなところ……。

　知しっていくたび、どんどん惹ひかれていって。

　いつのまにか、こんなに好すきになってた。

　──弱よわ虫むしで臆おく病びょう者もののわたしが、一いっ生しょう分ぶんの勇ゆう気きをふりしぼれちゃうくらいに。




　すこしの間あいだ、沈ちん黙もくがながれた。

　冴さえ木きくんは──じっと、だまりこんでいる。

　時じ間かんがたつと、じわじわと頭あたまが冷れい静せいさをとりもどしてきた。

（言いっちゃった……わたし、告こく白はく、しちゃったんだ……！）

　信しんじられない気き持もちで、その場ばに立たちつくす。

　ああ、心しん臓ぞうが破は裂れつしそう。

　手てなんかつめたくなって、ふるえてる。

　だけど……今いまは、下したを向むきたくないと思おもった。

　生うまれてはじめて、こんなに人ひとを好すきになったんだ。

　そして、ちゃんと自じ分ぶんの気き持もちを伝つたえることができた。

　今いまだけは……思おもいっきり、胸むねをはっていい。

（……よく、がんばったぞ！　わたし！）

　晴はれやかな気き持もちで、ぐいとあごをあげると。




「……こまったな」




　冴さえ木きくんが、ぽつりと言いった。

　しゅるしゅると、一いっ気きにしぼむ心こころ。

（あぁ……）

　ダメだ、やっぱり下したを向むいちゃいそう。

　もう、冴さえ木きくんの顔かお、見みられない──！




「──その言こと葉ば、俺おれが先さきに言いおうと思おもってたんだけどな」




　えっ──。

　息いきをのんだとき、冴さえ木きくんの腕うでのなかにいた。

　ふわりと、あたたかい体たい温おん。

　トクトクと、わたしとおなじスピードでうごく、彼かれの鼓こ動どう。




　──わたしの初はつ恋こいは、曲きょくだった。

　アオイさんの曲きょくが好すき。

　ソライロが好すき。みんなと動どう画がをつくるのが好すき。

　アオイさんが好すき。

　そして……冴さえ木きくんが、好すき。

　ソライロに出で会あってから、今日きょうまでに感かんじたすべての「好すき」が、ひとつになって。

　今いま、わたしのことを抱だきしめてくれてる。




　ぼうぜんとするわたしの頭あたまに。

　ささやくような、やさしい声こえがふりそそぐ。




「秋あき吉よし。キミが好すきです」




　どっくん

　びっくりして顔かおを上あげると、冴さえ木きくんの顔かおが、すぐ目めの前まえに来きた。

　照てれくさそうにはにかみながら。

　彼かれのくちびるが、そっとうごく。




「お願ねがいします。俺おれと、つきあってください」




　──あの日ひと、反はん対たいだ。

　ふと、頭あたまにフラッシュバックする光こう景けい。

　アオイさんから、ソライロのみんなと「顔かお合あわせをしよう」ってメールが来きた、あの日ひ。

　パソコンルームで、わたしは冴さえ木きくんを呼よび止とめて言いったんだ。

『お願ねがいします！　わたしと、つきあってください！』

　あのとき……冴さえ木きくんは、なんてこたえた？

（そうだ……あのとき……冴さえ木きくんは、わたしに言いったんだ）

　フッと、口くち元もとに小ちいさな笑えみをうかべて。

　ハッキリと──。




「──いいよ」




　こたえた瞬しゅん間かん、涙なみだがあふれてくる。

　ぼろぼろ、ウソみたいにつぎつぎと。

[image: ]

「……あの日ひと、逆ぎゃくだね」

　冴さえ木きくんはほほえんで、ハンカチをさしだしてくれた。

　水みず色いろの、雲くも柄がら。

　おなじシーンを思おもいうかべてくれたことがうれしくて。

　でも……すんごく照てれくさくて。

　わたしは「ありがとう」ってハンカチを受うけとりながら、アハハと笑わらった。

　そしたら、冴さえ木きくんも、アハハと笑わらった。







『──まもなく、二番ばん線せんに電でん車しゃがまいります』




　ホームにアナウンスがひびく。

　時と計けいを見み上あげる冴さえ木きくん。

　いきなり現げん実じつに引ひきもどされて、のどの奥おくがチクリと痛いたむ。

　そうだよね。もう、お別わかれしなきゃいけない時じ間かんだもん。

　さっきは「行いかないで」なんて言いったけど、そういうわけにはいかないってことは、わかってるんだ……。

「一いち歌か」

　わたしの名な前まえを呼よぶ声こえ。

（えっ？）

　聞ききまちがいかと思おもって、見み上あげる。

　い、い、今いま、わたしのこと──名な前まえで呼よんでくれたっ!?!?

　ぼうぜんとするわたしをまっすぐ見みつめて、冴さえ木きくんは、やさしくほほえみかけてくれる。

「大だい丈じょう夫ぶだよ。音おん楽がくがあれば、俺おれたちはどんなにはなれてても、心こころをひとつにできるから」

　その、たったひとことで。

　胸むねにつかえていたものが、いっぺんにふきとんだ。

（音おん楽がくがあれば、心こころをひとつに……！）

　体からだ中じゅうに、ぐっと力ちからがわいてくる。

　そうだよね。ソライロのみんなを引ひき合あわせてくれたアオイさんの音おん楽がくがあれば、どこにいたって、心こころをひとつにできる！

（わたしは大だい丈じょう夫ぶ。冴さえ木きくんを、笑え顔がおで送おくりださなきゃ！）

　心こころに決きめて、目めが合あった瞬しゅん間かん。

「──でも」

　冴さえ木きくんが先さきに口くちをひらいた。

　おどろいて目めをまたたかせると、冴さえ木きくんはすこし言いいにくそうに、ポリポリとほほをかく。

「……もうすこし、ここにいてもいいかな」

「えっ？」

「──まだ、はなれたくない」

　ダメかな？　って、わたしの目めをのぞきこむ瞳ひとみ。

　ぼんっ

　顔かおがバクハツしそうなくらい赤あかくなった。

（わ〜、どうしよう。どんな顔かおすればいいんだろう）

　ダメなわけないけど、うれしいけど！　わたしも一いっ緒しょにいたいけど！

　恋れん愛あい経けい験けんがなさすぎて、こんなとき、気きの利きいた返へん事じもできないよ〜っ！

　ひとりでパニックになりながら、バタバタと手てをさまよわせて……。

　そ、そうだ！

「あの、冴さえ木きくん！　これ……書かいてください！」

　スカートのポケットから、サイン帳ちょうをひっぱりだした。

　あっ、でも、ペンがない……！

　アタフタしてると、冴さえ木きくんはクスリと笑わらって、足あし元もとのバッグからペンをとりだす。

　まっさらなページの上うえで、サラサラとペン先さきをすべらせて。

「はい」

　すぐに返かえされたサイン帳ちょう。

　ドキドキしながら、目めを落おとす。





『一年ねん間かんありがとう。




　これからも、ずっと、よろしく。　　奏そう太た』






　ぱあっと、うれしさがこみあげてくる。

　勇ゆう気きを出だして、よかった！

　勇ゆう気きを出ださなかったら……ぜったいに、手てに入いれられなかったものだ。

　大たい切せつに大たい切せつに、ギュウッと胸むねに抱だきしめる。

「ありがとう！　一いっ生しょうの宝たから物ものにするね！　……そ、そ……奏そう太たくん！」

　思おもいきって、そう呼よんだら。

　冴さえ木きくんはうれしそうにはにかんで、こっくり、うなずいた。




　ホームに電でん車しゃがすべりこんできた。

　扉とびらがひらいて、人ひとが降おりてくる。

「あっ、いたいた！　いっちー、奏そう太た！」

　ふいに、聞ききなれた声こえがした。

　ふりむくと。

「コウスケ先せん輩ぱい！　りーちゃんも！」

　手てをふると、ふたりはホッとしたような表ひょう情じょうで駆かけよってくる。

「まったく、だまって行いくなんてハクジョーだろ、奏そう太た！」

「すみません」

「でも、よかったです、間まに合あって！」

　言いいながら、りーちゃんはわたしの顔かおを見みて──ハッと、なにかを察さっしたように目めを見みひらく。

「いっちーさん……うまくいったのですね!!」

「えっ!?　そ、その……」

「よかったぁ！　本ほん当とうにうれしいです！」

「うまくいった？　なんの話はなしだ？」

　キョトンと聞きいてくるコウスケ先せん輩ぱい。

　全ぜん身しんの血ちがカーッとふっとうする。

　冴さえ木きくんに告こく白はくして、ＯＫもらえた──って。

　あらためて口くちで説せつ明めいするのなんてムリ！　はずかしすぎるよ！

「そそそそ、そうだっ！　ア、アオイさんの新しん曲きょく、できたんだよ！　『ソライロ』ってタイトルなの！」

　あわてて話はなしをそらすと、ふたりはキラキラと目めを輝かがやかせた。

「えぇっ？　マジかよ！」

「すごい！　聴ききたいです！」

「本ほん当とうに、すんごくいい曲きょくなんだよ！　世せ界かいでいちばん！　史し上じょう最さい高こうの曲きょくだよ！」

　ふたりに笑わらいかけ、冴さえ木きくんをふりかえる。

「──きっと、いけると思おもうんだ。一〇〇万まん回かい再さい生せい！」

　わたしが言いうと。

　冴さえ木きくんは、ふっと両りょう眉まゆをあげて。

「俺おれもそう思おもう」

　心こころから楽たのしそうに笑わらってくれた。




　春はる。

　終おわりと、はじまりの季き節せつ。

　駅えきのホームをふきぬけるのは、すこしのさみしさと、大おおきなワクワクをのせた風かぜ。

　わたしたちはその風かぜにさそわれるように、そろって空そらを見み上あげた。




　さあ、走はしりだそう！

　未み来らいにはきっと、

　まだ、だれも見みたことがない景け色しきが

　たくさん待まってる。

　あたらしいメロディーを口くちずさみながら、

　これからもずっと、

　ずっと……つくりつづけるんだ。




　世せ界かいでたったひとつの




　──わたしたちの動どう画がを！
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あとがき






　こんにちは、一いちノの瀬せ三み葉よです！

　ソラプロの六巻かん、手てにとってくれてどうもありがとう！

　一巻かんからずっと読よんでくれてるみなさんにも、六巻かんではじめて読よんでくれたみなさんにも、「おもしろかった！」と思おもってもらえていたら、とてもうれしいです！

　一巻かんでは、自じ信しんがなくて引ひっこみ思じ案あんだった一いち歌かも、ソライロに出で会あってから、どんどんたくましくなり、今いまでは自じ分ぶんの気き持もちをしっかり伝つたえられるようになりました。

　一いち歌かだけじゃないですね。冴さえ木きくんも、コウスケ先せん輩ぱいも、りーちゃんも。それから、ユキちゃんやリリアちゃん、サツキさん、シュウさん……みんな、だれかの言こと葉ばや行こう動どうで心こころをうごかされ、すこしずつ変かわっていきました。

『ソライロ♪プロジェクト』の物もの語がたりの主しゅ人じん公こうは一いち歌かだけど、ほかのみんなにもそれぞれの物もの語がたりがあり、人じん生せいを生いきています。

　ソラプロに登とう場じょうしたキャラたちがこの先さきどんな風ふうに成せい長ちょうして、どんな未み来らいを生いきていくのか？

　ぜひぜひ、心こころのなかで予よ想そうしてみてください！

　もしかして、あの子ことあの子こが結けっ婚こん!?　ソライロ、まさかの全ぜん米べいデビュー!?

　あなたの予よ想そう、ぜひ、お手て紙がみでおしえてね！　楽たのしみに待まっています！

　そして、うれしいお知しらせです！

　二〇一九年ねん十月がつに、なんと、新しんシリーズが発はつ売ばいされます！

　タイトルは『時じ間かん割わり男だん子し』！　個こ性せい豊ゆたかな四人にんの男だん子しがいきなり目めの前まえにあらわれて、強きょう制せい的てきに勉べん強きょうをさせられる!?　「勉べん強きょう」がテーマの、にぎやかで楽たのしい物もの語がたりです！

　くわしくは、つばさ文ぶん庫このホームページをチェックしてね！

　最さい後ごになりましたが、最さい高こうのイラストを描かいてくださった夏なつ芽め先せん生せい、つばさ文ぶん庫こ編へん集しゅう部ぶのみなさま、ソラプロを応おう援えんしてくれた読どく者しゃのみなさん、本ほん当とうにありがとうございました！

　ではでは、また次つぎの物もの語がたりでお会あいしましょう☆




●一いちノの瀬せ三み葉よ先せん生せいへのお手て紙がみは、角かど川かわつばさ文ぶん庫こ編へん集しゅう部ぶに送おくってください！


〒１０２─８０７８　東とう京きょう都と千ち代よ田だ区く富ふ士じ見み１─８─19




株かぶ式しき会がい社しゃＫＡＤＯＫＡＷＡ　角かど川かわつばさ文ぶん庫こ編へん集しゅう部ぶ　一いちノの瀬せ三み葉よ先せん生せい係がかり
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